
4月18日（月）～ 4月22日（金）

時限 時間 4/18(月) 4/19(火) 4/20(水) 4/21(木) 4/22(金)

9:30

Ⅰ
~

プレチュートリアルⅡ プレチュートリアルⅡ 生体化学 入門生物学 実践英語Ⅰ

10:45 （医学概論） （医学概論）

11:00
入門化学

Ⅱ

~

プレチュートリアルⅡ 英語・医学英語Ⅰ 早期体験学習Ⅰ 医学統計学

12:15 （医学概論） （病院体験学習）
入門物理学

13:15
入門化学

Ⅲ

~

生体化学 早期体験学習Ⅰ プレチュートリアルⅠ 生体化学

14:30
入門物理学

（病院体験学習）

14:45

Ⅳ

~

医学物理学A 早期体験学習Ⅰ プレチュートリアルⅠ 医学物理学A

16:00 （病院体験学習）

16:15

Ⅴ

~

プレチュートリアルⅡ

17:30 （医学概論）

２０２２年度　Ｍ１ （第２週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

4月11日（月）～ 4月15日（金）

時限 時間 4/11(月) 4/12(火) 4/13(水) 4/14(木) 4/15(金)

9:30

Ⅰ

~

入門生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00
入門化学 入門化学

Ⅱ

~

生体化学

12:15
入門物理学 入門物理学

13:15

Ⅲ

~

早期体験学習Ⅰ プレチュートリアルⅠ プレチュートリアルⅡ

14:30 （オリエンテーション） （医学概論）

14:45

Ⅳ

~

生命倫理と医療安全 プレチュートリアルⅠ 早期体験学習Ⅰ

16:00 　 (病院体験学習)

16:15

Ⅴ

~

プレチュートリアルⅠ

17:30

注：４／９（土）はオリエンテーション（第１日目）

２０２２年度　Ｍ１ （第１週）時間割表

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン
（

第
２
日
目
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ

ン
（

第
３
日
目
）

血液検査
自由選択科目

（第２外国語Ⅰ）

－27－



5月2日（月）～ 5月6日（金）

時限 時間 5/2(月) 5/3(火) 5/4(水) 5/5(木) 5/6(金)

9:30

Ⅰ
~

生体化学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00
入門化学

Ⅱ

~

保健・医療の現状と未来Ⅰ

12:15
入門物理学

13:15

Ⅲ

~

行動科学Ⅰ 早期体験学習Ⅰ

14:30 （医のﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾘｽﾞﾑ） （地域体験学習）

14:45

Ⅳ

~

早期体験学習Ⅰ 早期体験学習Ⅰ

16:00 （病院体験学習） （地域体験学習）

16:15

Ⅴ

~

早期体験学習Ⅰ

17:30 （病院体験学習）

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

２０２２年度　Ｍ１ （第４週）時間割表

4月25日（月）～ 4月28日（木）

時限 時間 4/25(月) 4/26(火) 4/27(水) 4/28(木) 4/29(金)

9:30

Ⅰ

~

生体化学 入門生物学 入門生物学

10:45

11:00
入門化学

Ⅱ

~

医学物理学A 英語・医学英語Ⅰ

12:15
入門物理学

13:15

Ⅲ

~

医学統計学 医学物理学A プレチュートリアルⅠ

14:30

14:45

Ⅳ

~

保健・医療の現状と未来Ⅰ プレチュートリアルⅠ

16:00

16:15

Ⅴ

~

プレチュートリアルⅠ

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第３週）時間割表

早
期
体
験
学
習
Ⅰ
（

病
院
体
験
学
習
）

昭
 
和
 
の
 
日

－28－



5月16日（月）～ 5月20日（金）

時限 時間 5/16(月) 5/17(火) 5/18(水) 5/19(木) 5/20(金)

9:30

Ⅰ
~

入門生物学 入門生物学 生体化学 分子生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00
入門化学

Ⅱ

~

医学物理学A 英語・医学英語Ⅰ 医学統計学 生物学

12:15
入門物理学

13:15 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅲ

~

プレチュートリアルⅠ 早期体験学習Ⅰ

14:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

（地域体験学習）

14:45 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅳ

~

プレチュートリアルⅠ 早期体験学習Ⅰ

16:00
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

（地域体験学習）

16:15 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅴ

~

生命倫理と医療安全

17:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

　

２０２２年度　Ｍ１ （第６週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

5月9日（月）～ 5月13日（金）

時限 時間 5/9(月) 5/10(火) 5/11(水) 5/12(木) 5/13(金)

9:30

Ⅰ

~

生体化学 生体化学 生体化学 入門生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00
入門化学

Ⅱ

~

英語・医学英語Ⅰ 医学統計学 医学統計学 早期体験学習Ⅰ

12:15
入門物理学

（地域体験学習）

13:15

Ⅲ

~

行動科学Ⅰ 行動科学Ⅰ 情報科学 プレチュートリアルⅠ 入門生物学

14:30 （医のﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾘｽﾞﾑ） （コミュニケーション）

14:45

Ⅳ

~

情報科学 入門生物学 情報科学 プレチュートリアルⅠ 生体化学

16:00

16:15
入門化学

Ⅴ

~

情報科学 医学物理学A 生命倫理と医療安全

17:30
入門物理学

２０２２年度　Ｍ１ （第５週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

－29－



5月30日（月）～ 6月3日（金）

時限 時間 5/30(月) 5/31(火) 6/1(水) 6/2(木) 6/3(金)

9:30

Ⅰ
~

生体化学 生体化学 生物学 分子生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

医学物理学A 英語・医学英語Ⅰ 生体化学 生物学 保健・医療の現状と未来Ⅰ

12:15

13:15 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅲ

~

プレチュートリアルⅠ

14:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

14:45 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅳ

~

プレチュートリアルⅠ

16:00
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

16:15
生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅴ

~

17:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

２０２２年度　Ｍ１ （第８週）時間割表

健
康
診
断

5月23日（月）～ 5月27日（金）

時限 時間 5/23(月) 5/24(火) 5/25(水) 5/26(木) 5/27(金)

9:30

Ⅰ

~

生体化学 生物学 生体化学 分子生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

医学物理学A 英語・医学英語Ⅰ 医学統計学 早期体験学習Ⅰ 保健・医療の現状と未来Ⅰ

12:15 （地域体験学習）

13:15 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅲ

~

プレチュートリアルⅠ 早期体験学習Ⅰ

14:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

（地域体験学習）

14:45 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅳ

~

プレチュートリアルⅠ 早期体験学習Ⅰ

16:00
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

（地域体験学習）

16:15 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅴ

~

17:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

２０２２年度　Ｍ１ （第７週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

－30－



6月13日（月）～ 6月17日（金）

時限 時間 6/13(月) 6/14(火) 6/15(水) 6/16(木) 6/17(金)

9:30

Ⅰ
~

生体化学 生体化学 分子生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

医学物理学A 英語・医学英語Ⅰ 医学物理学A 医学統計学

12:15

13:15 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅲ

~

プレチュートリアルⅠ 早期体験学習Ⅰ

14:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

（地域体験学習）

14:45 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅳ

~

プレチュートリアルⅠ 早期体験学習Ⅰ

16:00
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

（地域体験学習）

16:15 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅴ

~

プレチュートリアルⅠ

17:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

２０２２年度　Ｍ１ （第１０週）時間割表

6月6日（月）～ 6月10日（金）

時限 時間 6/6(月) 6/7(火) 6/8(水) 6/9(木) 6/10(金)

9:30

Ⅰ

~

生体化学 生体化学 分子生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

医学物理学A 英語・医学英語Ⅰ 医学物理学A 保健・医療の現状と未来Ⅰ

12:15

13:15 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅲ

~

プレチュートリアルⅠ 早期体験学習Ⅰ

14:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

（地域体験学習）

14:45 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅳ

~

プレチュートリアルⅠ 早期体験学習Ⅰ

16:00
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

（地域体験学習）

16:15 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅴ

~

保健・医療の現状と未来Ⅰ

17:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

２０２２年度　Ｍ１ （第９週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

－31－



6月27日（月）～ 7月1日（金）

時限 時間 6/27(月) 6/28(火) 6/29(水) 6/30(木) 7/1(金)

9:30

Ⅰ
~

生体化学 生物学 生体化学 分子生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

医学物理学A 英語・医学英語Ⅰ 医学物理学A 医学統計学

12:15

13:15 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅲ

~

プレチュートリアルⅠ 早期体験学習Ⅰ

14:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

（地域体験学習）

14:45 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅳ

~

プレチュートリアルⅠ 早期体験学習Ⅰ

16:00
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

（地域体験学習）

16:15 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅴ

~

保健・医療の現状と未来Ⅰ

17:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

２０２２年度　Ｍ１ （第１２週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

6月20日（月）～ 6月24日（金）

時限 時間 6/20(月) 6/21(火) 6/22(水) 6/23(木) 6/24(金)

9:30

Ⅰ

~

生物学 生体化学 一般救命講習 分子生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

医学物理学A 英語・医学英語Ⅰ 一般救命講習 医学統計学 保健・医療の現状と未来Ⅰ

12:15

13:15 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅲ

~

プレチュートリアルⅠ 早期体験学習Ⅰ

14:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

（地域体験学習）

14:45 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅳ

~

プレチュートリアルⅠ 早期体験学習Ⅰ

16:00
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

（地域体験学習）

16:15 生物学実習(A班) 医学物理学実習(A班) 生体化学実習(A班)

Ⅴ

~

プレチュートリアルⅠ

17:30
生体化学実習(B班) 生物学実習(B班) 医学物理学実習(B班)

２０２２年度　Ｍ１ （第１１週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

－32－



7月11日（月）～ 7月13日（水）

時限 時間 7/11(月) 7/12(火) 7/13(水) 7/14(木) 7/15(金)

9:30

Ⅰ
~

生体化学 生物学 保健・医療の現状と未来Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

医学物理学A 英語・医学英語Ⅰ 生体化学

12:15

13:15

Ⅲ

~

分子生物学 医学統計学 情報科学

14:30

14:45

Ⅳ

~

生物学 生体化学 情報科学

16:00

16:15

Ⅴ

~

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第１４週）時間割表

7月4日（月）～ 7月8日（金）

時限 時間 7/4(月) 7/5(火) 7/6(水) 7/7(木) 7/8(金)

9:30

Ⅰ

~

生体化学 生物学 生体化学 分子生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

医学物理学A 英語・医学英語Ⅰ 医学物理学A 医学統計学 保健・医療の現状と未来Ⅰ

12:15

13:15

Ⅲ

~

生物学 生体化学 医学物理学A

14:30

14:45

Ⅳ

~

プレチュートリアルⅡ 医学統計学 生体化学

16:00 （医学概論）

16:15

Ⅴ

~

早期体験学習Ⅰ HBワクチン接種② 生体化学

17:30 （患者体験学習）

２０２２年度　Ｍ１ （第１３週）時間割表

予防接種①
自由選択科目

（第２外国語Ⅰ）

－33－



9月5日（月）～ 9月9日（金）

時限 時間 9/5(月) 9/6(火) 9/7(水) 9/8(木) 9/9(金)

9:30

Ⅰ
~

医学物理学B 生物学 生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

代謝生化学 英語・医学英語Ⅰ 医学物理学B 保健・医療の現状と未来Ⅰ

12:15

13:15

Ⅲ

~

生体化学 生体化学 生体化学 代謝生化学 早期体験学習Ⅰ

14:30 （地域体験学習）

14:45

Ⅳ

~

代謝生化学 情報科学 代謝生化学 代謝生化学

16:00

16:15

Ⅴ

~

情報科学 予防接種①

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第１６週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

8月29日（月）～ 9月2日（金）

時限 時間 8/29(月) 8/30(火) 8/31(水) 9/1(木) 9/2(金)

9:30

Ⅰ

~

生物学 生物学 生物学 医学物理学B 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

医学物理学B 英語・医学英語Ⅰ 生体化学 代謝生化学 保健・医療の現状と未来Ⅰ

12:15

13:15

Ⅲ

~

情報科学 分子生物学 医学統計学 分子生物学 代謝生化学

14:30 （情報演習室）

14:45

Ⅳ

~

情報科学 分子生物学 医学統計学 分子生物学 代謝生化学

16:00 （情報演習室）

16:15

Ⅴ

~

早期体験学習Ⅰ 生体化学

17:30 （患者体験学習）

２０２２年度　Ｍ１ （第１５週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）
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9月20日（火）～ 9月22日（木）

時限 時間 9/19(月) 9/20(火) 9/21(水) 9/22(木) 9/23(金)

9:30

Ⅰ
~

生物学 生物学

10:45

11:00

Ⅱ

~

英語・医学英語Ⅰ 分子生物学

12:15

13:15

Ⅲ

~

代謝生化学 情報科学

14:30

14:45

Ⅳ

~

代謝生化学 情報科学

16:00

16:15

Ⅴ

~

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第１８週）時間割表

敬
 
老
 
の
 
日

早
期
体
験
学
習
Ⅰ

（

地
域
体
験
学
習
　
報
告
会
）

秋
 
分
 
の
 
日

9月12日（月）～ 9月16日（金）

時限 時間 9/12(月) 9/13(火) 9/14(水) 9/15(木) 9/16(金)

9:30

Ⅰ

~

生物学 生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

英語・医学英語Ⅰ 医学物理学B 医学物理学B 早期体験学習Ⅰ

12:15 （地域体験学習）

13:15

Ⅲ

~

代謝生化学 生命倫理と医療安全 分子生物学 代謝生化学

14:30 　

14:45

Ⅳ

~

代謝生化学 生命倫理と医療安全 分子生物学 代謝生化学 行動科学Ⅰ

16:00 　 （キャリア形成）

16:15

Ⅴ

~

生体化学 生体化学 生体化学

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第１７週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）
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10月3日（月）～ 10月7日（金）

時限 時間 10/3(月) 10/4(火) 10/5(水) 10/6(木) 10/7(金)

9:30

Ⅰ
~

医学物理学B 生物学 生物学 分子生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

代謝生化学 英語・医学英語Ⅰ 代謝生化学 分子生物学 保健・医療の現状と未来Ⅰ

12:15

13:15

Ⅲ

~

生命倫理と医療安全 代謝生化学 代謝生化学 行動科学Ⅰ

14:30 （心理学）

14:45

Ⅳ

~

生命倫理と医療安全 代謝生化学 医学物理学B 行動科学Ⅰ 行動科学Ⅰ

16:00 （ダイバーシティ） （キャリア形成）

16:15

Ⅴ

~

予防接種②

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第２０週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

9月26日（月）～ 9月30日（金）

時限 時間 9/26(月) 9/27(火) 9/28(水) 9/29(木) 9/30(金)

9:30

Ⅰ

~

代謝生化学 生物学 分子生物学 生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

代謝生化学 英語・医学英語Ⅰ 代謝生化学 代謝生化学 行動科学Ⅰ

12:15 （キャリア形成）

13:15

Ⅲ

~

行動科学Ⅰ 医学物理学B 代謝生化学 医学物理学B

14:30 （キャリア形成）

14:45

Ⅳ

~

行動科学Ⅰ 肉眼解剖学Ⅰ 代謝生化学

16:00 （キャリア形成）

16:15

Ⅴ

~

肉眼解剖学Ⅰ

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第１９週）時間割表

M
6
O
S
C
E
患
者
体
験
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10月17日（月）～ 10月21日（金）

時限 時間 10/17(月) 10/18(火) 10/19(水) 10/20(木) 10/21(金)

9:30

Ⅰ
~

医学物理学B 肉眼解剖学Ⅰ 生物学 生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

代謝生化学実習 代謝生化学実習 代謝生化学実習 分子生物学 生物学

12:15

13:15

Ⅲ

~

代謝生化学実習 代謝生化学実習 代謝生化学実習 肉眼解剖学Ⅰ 行動科学Ⅰ

14:30 （心理学）

14:45

Ⅳ

~

代謝生化学実習 代謝生化学実習 代謝生化学実習 医学物理学B 行動科学Ⅰ

16:00 （キャリア形成）

16:15

Ⅴ

~

代謝生化学実習 代謝生化学実習 代謝生化学実習

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第２２週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

10月10日（月）～ 10月14日（金）

時限 時間 10/10(月) 10/11(火) 10/12(水) 10/13(木) 10/14(金)

9:30

Ⅰ

~

肉眼解剖学Ⅰ 生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

英語・医学英語Ⅰ 生物学 プレチュートリアルⅡ

12:15 （医学概論）

13:15

Ⅲ

~

代謝生化学 代謝生化学 行動科学Ⅰ

14:30 （心理学）

14:45

Ⅳ

~

代謝生化学 代謝生化学 肉眼解剖学Ⅰ

16:00

16:15

Ⅴ

~

医学物理学B

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第２１週）時間割表

ス
ポ
ー

ツ
の
日

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）
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10月31日（月）～ 11月4日（金）

時限 時間 10/31(月) 11/1(火) 11/2(水) 11/3(木) 11/4(金)

9:30

Ⅰ
~

生物学 医学物理学B 代謝生化学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

医学物理学B 英語・医学英語Ⅰ 代謝生化学 肉眼解剖学Ⅰ

12:15

13:15

Ⅲ

~

生物学 代謝生化学 プレチュートリアルⅡ 行動科学Ⅰ

14:30 （医学概論） （心理学）

14:45

Ⅳ

~

肉眼解剖学Ⅰ 代謝生化学 プレチュートリアルⅡ 行動科学Ⅰ

16:00 （医学概論） （心理学）

16:15

Ⅴ

~

行動科学Ⅰ

17:30 （キャリア形成）

２０２２年度　Ｍ１ （第２４週）時間割表

文
 
化
 
の
 
日

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

10月24日（月）～ 10月28日（金）

時限 時間 10/24(月) 10/25(火) 10/26(水) 10/27(木) 10/28(金)

9:30

Ⅰ

~

肉眼解剖学Ⅰ 生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

代謝生化学実習 代謝生化学実習 代謝生化学実習 分子生物学 保健・医療の現状と未来Ⅰ

12:15

13:15

Ⅲ

~

代謝生化学実習 代謝生化学実習 代謝生化学実習 代謝生化学 行動科学Ⅰ

14:30 （心理学）

14:45

Ⅳ

~

代謝生化学実習 代謝生化学実習 代謝生化学実習 代謝生化学 肉眼解剖学Ⅰ

16:00

16:15

Ⅴ

~

代謝生化学実習 代謝生化学実習 代謝生化学実習

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第２３週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）
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11月14日（月）～ 11月18日（金）

時限 時間 11/14(月) 11/15(火) 11/16(水) 11/17(木) 11/18(金)

9:30

Ⅰ
~

代謝生化学 生物学 代謝生化学 生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

保健・医療の現状と未来Ⅰ 英語・医学英語Ⅰ 分子生物学 分子生物学 医学物理学B

12:15

13:15

Ⅲ

~

情報科学 肉眼解剖学Ⅰ実習 医学物理学B 代謝生化学 行動科学Ⅰ

14:30 （キャリア形成）

14:45

Ⅳ

~

情報科学 肉眼解剖学Ⅰ実習 代謝生化学 代謝生化学 行動科学Ⅰ

16:00 （心理学）

16:15

Ⅴ

~

情報科学 肉眼解剖学Ⅰ実習 代謝生化学

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第２６週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

11月7日（月）～ 11月11日（金）

時限 時間 11/7(月) 11/8(火) 11/9(水) 11/10(木) 11/11(金)

9:30

Ⅰ

~

代謝生化学 生物学 生物学 肉眼解剖学Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

代謝生化学 英語・医学英語Ⅰ 分子生物学 医学物理学B

12:15

13:15

Ⅲ

~

情報科学 肉眼解剖学Ⅰ実習 代謝生化学 情報科学

14:30

14:45

Ⅳ

~

代謝生化学 肉眼解剖学Ⅰ実習 代謝生化学 情報科学

16:00

16:15

Ⅴ

~

プレチュートリアルⅡ 肉眼解剖学Ⅰ実習

17:30 （医学概論）

２０２２年度　Ｍ１ （第２５週）時間割表

創
 
立
 
記
 
念
 
日
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11月28日（月）～ 12月2日（金）

時限 時間 11/28(月) 11/29(火) 11/30(水) 12/1(木) 12/2(金)

9:30

Ⅰ
~

10:45

11:00

Ⅱ

~

分子生物学実習 分子生物学実習 分子生物学実習 分子生物学実習 分子生物学実習

12:15

13:15

Ⅲ

~

分子生物学実習 分子生物学実習 分子生物学実習 分子生物学実習 分子生物学実習

14:30

14:45

Ⅳ

~

分子生物学実習 分子生物学実習 分子生物学実習 分子生物学実習 分子生物学実習

16:00

16:15

Ⅴ

~

分子生物学実習 分子生物学実習 分子生物学実習 分子生物学実習 分子生物学実習

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第２８週）時間割表

11月21日（月）～ 11月25日（金）

時限 時間 11/21(月) 11/22(火) 11/23(水) 11/24(木) 11/25(金)

9:30

Ⅰ

~

生物学 生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

英語・医学英語Ⅰ 代謝生化学 分子生物学

12:15

13:15

Ⅲ

~

代謝生化学 肉眼解剖学Ⅰ実習 肉眼解剖学Ⅰ実習 行動科学Ⅰ

14:30 （心理学）

14:45

Ⅳ

~

代謝生化学 肉眼解剖学Ⅰ実習 肉眼解剖学Ⅰ実習 分子生物学

16:00

16:15

Ⅴ

~

肉眼解剖学Ⅰ実習 肉眼解剖学Ⅰ実習

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第２７週）時間割表

勤
 
労
 
感
 
謝
 
の
 
日

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）
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12月12日（月）～ 12月16日（金）

時限 時間 12/12(月) 12/13(火) 12/14(水) 12/15(木) 12/16(金)

9:30

Ⅰ
~

生物学 生物学 情報科学 生物学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

代謝生化学 英語・医学英語Ⅰ 生命倫理と医療安全 医学物理学B 行動科学Ⅰ

12:15 （心理学）

13:15

Ⅲ

~

肉眼解剖学Ⅰ実習 代謝生化学 代謝生化学 行動科学Ⅰ

14:30 （心理学）

14:45

Ⅳ

~

肉眼解剖学Ⅰ実習 肉眼解剖学Ⅰ 代謝生化学

16:00

16:15

Ⅴ

~

肉眼解剖学Ⅰ実習 肉眼解剖学Ⅰ

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第３０週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）

12月5日（月）～ 12月9日（金）

時限 時間 12/5(月) 12/6(火) 12/7(水) 12/8(木) 12/9(金)

9:30

Ⅰ

~

医学物理学B 生物学 情報科学 代謝生化学 実践英語Ⅰ

10:45

11:00

Ⅱ

~

医学物理学B 英語・医学英語Ⅰ 代謝生化学 代謝生化学 保健・医療の現状と未来Ⅰ

12:15

13:15

Ⅲ

~

生命倫理と医療安全 代謝生化学 代謝生化学 肉眼解剖学Ⅰ実習 行動科学Ⅰ

14:30 （心理学）

14:45

Ⅳ

~

生命倫理と医療安全 代謝生化学 肉眼解剖学Ⅰ実習 行動科学Ⅰ

16:00 （心理学）

16:15

Ⅴ

~

肉眼解剖学Ⅰ実習

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第２９週）時間割表

自由選択科目
（第２外国語Ⅰ）
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12月19日（月）～ 12月23日（金）

時限 時間 12/19(月) 12/20(火) 12/21(水) 12/22(木) 12/23(金)

9:30

Ⅰ

~

10:45

11:00

Ⅱ

~

12:15

13:15

Ⅲ

~

14:30

14:45

Ⅳ

~

16:00

16:15

Ⅴ

~

17:30

２０２２年度　Ｍ１ （第３１週）時間割表
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学 科 目：情報科学 

科目責任者：大谷宗久 准教授 

担当教員：教授 慶野博（眼科学教室） 

准教授 大谷宗久（物理学教室）、高原哲士（物理学教室） 

講師 里見介史（病理学教室） 

その他の担当教員は講義予定表に記載 

 

Ａ．教育の基本方針 

近年、医学の分野のみならず一般社会にも幅広く情報処理技術が導

入されるようになり、これらについて基本的な知識を身に付けるこ

とが必要になってきている。また、自然科学の多くの分野では実験

データを処理し、グラフを作成することが基本である。情報科学で

は、表計算ソフトを活用し、データ処理やグラフ作成のための基本

を実習形式で学び、文献検索やデータベースの活用を習得する。さ

らに、数理・データサイエンス・AI に関する基礎的素養および臨

床応用の現状や展望ついての学習を目的とする。 

本科目は、「医学物理学実習」や「医学統計学」等で必要となる計

算機を用いた数理解析法とその原理の解説を演習内容として含み、

「早期体験学習」や「プレチュートリアル」・「チュートリアル」に

おけるプレゼンテーションや情報検索の基盤を与える講義・演習と

して位置づけられるものである。 

 

Ｂ．到達目標 

１．適切な情報源にアクセスして必要な情報を収集することができ

る。 

２．診療・研究・教育のために情報・通信技術を利用することがで

きる。 

３．明瞭で簡潔なプレゼンテーション資料を作成し、発表できる。 

４．データサイエンスの基礎を修得する。 

５．省庁等によって公開されている実データを取得して解析を行い、

その結果を他者に説明する手法や過程について理解する。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．表計算ソフトを用いてデータ処理とグラフの作成ができる。 

２．数式で表された量を表計算で扱うことができる。 

３．適切な手法を用いて文献検索や情報検索を実行できる。 

４．プレゼンテーション資料の作成と、研究発表にふさわしいプレ

ゼンテーションができる。 
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５．データサイエンスや AI の基本的事項について概説することが

できる。 

 

Ｄ．学習内容 

１．基本方針 

本科目は、カリキュラムマップにおける「行動科学」と「社会

医学」および「医学準備教育」の内容を含み、科学的根拠に基

づく医学を実践するために必要な分析的・科学的手法の基盤修

得に主眼を置いて実施する。情報収集や文献検索、パソコンの

基本操作や必要なソフトの使い方を学び、情報処理の基礎知識

を習得する。 

２．概要 

項目  概要  期/コマ  担当  

図書館情報学  文献検索  前期/2  医学図書館職員  

計算機科学演

習  

パソコンの基本操

作  
前期/2  

高原、大谷   データ処理と解析  
前期/2  

後期/5  

プレゼンテーショ

ン  
後期/2  

数理・データサ

イエンス・AI

の基礎と応用 

データサイエン

ス・AIの基礎 
後期/5 大谷 

AIによる診断，診療 後期/2 慶野、里見 

３．アクティブラーニング 

講義内容の理解度をはかるため、コンピュータ上で回答可能な

アンケートを実施する。また、小グループでの討論と発表を行

う。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

１．実習 

パソコンの基本操作やデータ処理、文献検索のテーマで実習を

行う。 

２．課外授業 なし 

 

Ｆ．準備学習の内容 

計算機科学演習に関しては、事前に配布される実習のテキストを読

み、内容を理解しておくこと。 
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Ｇ．復習学習の内容 

情報演習室の解放時間帯などを利用して、必要に応じて前回の内容

を復習しておくこと。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．成績の判定 

実習や講義１回ごとに評定し、学年末に総合判定する。欠席者

に対する再実習の機会は設けないので注意すること。 

２．評価の方法 

Excel ファイルやレポートなどの提出物、および小テストによ

り理解度を判定する。また、これとともに出欠、実習中の態度

などを考慮し、総合評価する。 

３．判定基準 

レポート・小テスト◎  学習態度◎  出欠◎ 

レポート・小テスト（70％）、学習態度（15％）、出欠（15％） 

なお、必要な提出物を提出しない者は原則として不合格とする。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

テキストを配布する。 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

なし 

３．参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

(R) データサイエンス入門第２版 ISBN978-4-7806-0730-7  

学術図書出版社 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

 (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの
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 2022年度　1年　講義予定表

【情報科学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

5/9 月 4  図書館の使い方
図書館にある資料の種類と配置場所、探し
方を学ぶ。

医学図書館職員
配布資料お
よびWeb教材

5/9 月 5  文献検索方法

・図書館ポータルサービスMyLibraryとWeb
サービスの利用方法を学ぶ。
・文献データベースの基本と学外からの利
用方法（リモートアクセス）を学ぶ。

医学図書館職員 〃

5/11 水 3-4 パソコンの基本操作

ウィンドウ操作、ファイル、フォルダの扱
いを概観した後、Excelを使ってグラフの
作成を学ぶ。そのために必要な表計算にお
ける基本操作、計算の手法についても学
ぶ。

高原哲士、
大谷宗久

配布テキス
トの該当箇

所

7/13 水 3-4 データ処理(1)

Excelにおけるセル間の演算、関数の使い
方について学ぶ。片対数、両対数グラフの
用途と作り方を学ぶ。また、データの検索
やソーティングなどの統計処理も扱う。

高原哲士、
大谷宗久

〃

8/29 月 3-4 データ処理(2)
Excelを用いて統計的手法を学ぶ。分析
ツールを援用しながら、基本統計量、ヒス
トグラム、ピボットテーブルを扱う。

高原哲士、
大谷宗久

〃

9/7 水 4-5 データ処理(3)
Excelにおける近似曲線の描画、区分求積
法による数値積分などについて学ぶ。

高原哲士、
大谷宗久

〃

9/21 水 3
社会におけるデー
タ・AI利活用

「社会で起きている変化」「社会で活用さ
れているデータ」「データ・AIの活用領
域」について学ぶ。現代社会における情報
やデータの利用法とその変化等について概
観する。

大谷宗久

9/21 水 4
データ・AI利活用の
ための技術

データ・AI利活用のための解析技術につい
て概要を説明し、データサイエンスのサイ
クルについて学ぶ。また、医療や製造・流
通、金融等の分野におけるデータ・AI利活
用事例を紹介する。深層学習、転移学習等
の概要を解説する。

大谷宗久
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 2022年度　1年　講義予定表

【情報科学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

11/7 月 3 データの読解

データを適切に読み解く力を身につけるた
め、基本的なデータの性質やデータどうし
の関わりなどを学ぶ。データを正しく読む
力を養い、データを正しく読むための要点
を学ぶ。

大谷宗久

11/10 木 3 データの可視化

数値や文字のデータをグラフや図などを用
いて直感的に分かりやすい形で表現し、
データの特徴を効果的に説明する手法につ
いて学ぶ。また、Excelの操作方法を紹介
し、データ処理の基礎について学ぶ。

大谷宗久

11/10 木 4
データ・AI利活用に
おける留意事項

データの捏造や情報の権利の問題、プライ
バシーや個人情報保護の問題、AIが引き起
こす倫理問題等、これから整えなくてはな
らない環境やルールなどが存在する。デー
タの利活用における倫理的問題などについ
て学ぶ。

大谷宗久

11/14 月 3 データの解析
Excelにおけるセル間の演算を用いた微分
方程式の近似解などについて学ぶ。

高原哲士、
大谷宗久

配布テキス
トの該当箇

所

11/14 月 4
プレゼンテーション
(1)

研究発表を念頭におき、わかりやすいプレ
ゼンテーションを行うための心得と、パ
ワーポイントを用いたスライド作成の手順
について解説する。

高原哲士、
大谷宗久

〃

11/14 月 5
プレゼンテーション
(2)

各自が作成したスライドを用いて模擬発表
を行い、PCのスクリーンを用いたプレゼン
テーションの基本的な手法を学ぶ。

高原哲士、
大谷宗久

〃

12/7 水 1 病理診断とAI

医療の根幹をなす病理診断は、病理医に
よって行われる専門性の高い医行為であ
る。近年、バーチャルスライド技術の発展
とともに人工知能（AI）が病理診断の一助
となっている。AI病理の現状と展望につき
概説する。

里見介史 配布資料

12/14 水 1
眼科診療と人工知能
(AI)

近年、人工知能(AI)の飛躍的な発展に伴
い、医用画像診断などを中心にAIの臨床へ
の応用が試みkが加速している。本講義で
は AIに関する基礎知識と眼科領域におけ
るAIを用いた診療の現状と未来について概
説する。

慶野博 配布資料
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学 科 目：行動科学Ⅰ 

科目責任者：平形明人 教授 

担当教員：講師 江頭説子（医学教育学） 

講義予定表に記載 

 

Ａ．教育の基本方針 

医学・医療を学ぶ者には、信頼に基づく患者や家族とのかかわり、

医療チームの一員としての協調性など、人間性、倫理性を含む幅

広い情操面の豊かさを培うことが求められている。本科目では、

「医療者としての人間性の陶冶、人の行動に関する理解、人と人

の関係性に関する理解、医療安全を常に念頭において行動できる

能力・態度の修得」を目的とする。 

 

行動科学Ⅰは、以下の領域で構成する。 

（1） 医のプロフェッショナリズム 

（2） キャリア形成 

（3） 心理学  

（4） コミュニケーション① 

（5） ダイバーシティ① 

 

Ｂ．到達目標 

「医療者として患者や家族と適切なかかわりをもつための倫理観

や態度」、「人の行動や多様性」を理解し、医学・医療を学ぶ医学生

としてふさわしい態度を涵養する。 

特に(3)心理学では、基礎心理学、認知心理学、発達心理学、臨床

心理学等の基礎的な理論を理解し、自己理解、他者理解及び人間関

係の理解に活用できる知識を修得する。また、患者、家族の社会的・

宗教的・個人的背景に配慮した適切な病歴聴取能力と、医師として

ふさわしい価値観、倫理、態度を醸成するための心理学的視点を修

得する。さらに、患者、家族、同僚、他職種の人たちと良好な人間

関係を築くことができるコミュニケーション能力を身につける。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．「医師のプロフェッショナリズム」について説明できる。 

２．現時点での「なりたい医師像」をイメージし、言語化できる。 

３．心理学の基本的な概念（社会的学習、動機づけ、パーソナリ

ティ等）について理解し、行動療法や心理検査の種類と活用等、

具体的な方法について説明できる。 
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４．研究倫理・研究不正について理解を深め、適切に研究活動を行 

う基本を修得する。 

５．セクシュアリティの多様性について性的指向、性自認という概

念を用いて説明できる。 

 

Ｄ．学習内容 

講義、ゲストスピーカーを招いての講演、対話やインタビューの

実施といった能動的な学習（アクティブラーニング）など、多様

な形式で授業を行う。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

医療関係者だけに限らず、仕事に従事している方へのキャリアに関

するインタビューを実施する。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

事前に履修案内・授業内容（シラバス）の「講義テーマ」や「講義

内容」を読み、自分なりにそのテーマに関する問題意識を持ってお

くこと。 

心理学は、講義内容が多岐にわたるため、単元ごとに教科書の指定

ページを必ず一読して講義に出席すること。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

講義、ゲストスピーカーによる講演、対話で学んだこと、考えたこ

項目 概要 期 コマ 担当

医のプロフェッショナリズム
歴史、今日の考え方、医学生としての適
切な行動等

前 2 冨田

キャリア形成
キャリア論、組織と個人の関係、キャリ
アの実際等

後 8 江頭

心理学

基礎心理学の分野から、知覚、記憶、学
習を取り上げ、人を理解するために、情
動、動機づけ、性格、社会的影響、人間
関係、発達心理学を概観し、実際の臨床
への応用として、行動療法、認知行動療
法について

後 12 村部

コミュニケーション①
言語学の視点からコミュニケーションの
基礎、本質について

前 1 八木橋

ダイバーシティ① 性の多様性と医療の歴史について 後 1 吉田

大西 
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とについて各自で振り返りを行い、自分なりの考えを持つよう努め

ること。 

心理学は、当日資料と教科書の指定箇所を読み、理論の内容やその

キーワードを再度復習しておく。配布資料のキーワードの空欄を埋

めると共に、講義の流れや一つ一つのトピックの復習を心がけて理

解を深め試験に備えておくこと。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

行動科学Ⅰを構成する各領域を 100点満点で評価し、60点以上で合

格とする。各領域の評価内容は以下となる。 

 

(1)医のプロフェッショナリズム 出席 50点/レポート 50点 

(2)キャリア形成   出席 50点/レポート 50点 

(3)心理学 

講義中に行うフィードバックシートの評価（計 5回、各 6点）

合計 30点、12月 16日の最終回の講義内で行う試験（70点）

の合計点で評価を行う。12月 16日の試験は、配布資料（コ

ピー不可）、教科書、自筆のまとめ資料（A4裏表 2枚程度）

のみ持ち込み可。 

(4)コミュニケーション①  出席 50点/感想 50点 

(5)ダイバーシティ①  出席 50点/感想 50点 

 

最終評価はすべての領域の評価を基にＳＡＢＣＤの５段階（Ｄは

不合格）で表す。一つでも不合格の領域があった場合は原則とし

て行動科学Ⅰは不合格となるが、再試験ないしレポートにて再判

定を行う場合がある。特に出席には十分注意すること。なお、必

要な提出物を提出しない者は原則として不合格とする。 

 

Ｉ．学習指導書 

(R)１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

梅本堯夫、大山正監修 １コンパクト新心理学 

ライブラリ 心理学 第２版 心のはたらきを知る  

サイエンス社 1999（2016） 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

特に指定しない 

３．参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

授業中随時紹介 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

   (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【行動科学Ⅰ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

5/2 月 3
医のプロフェッ
ショナリズム(1)

医のプロフェッショナリズムを踏まえ
て、医学生としてどのように行動すべ
きかについて具体的に解説する。この
授業の最後にレポートの提出を求め
る。

冨田泰彦

5/9 月 3
医のプロフェッ
ショナリズム(2)

医のプロフェッショナリズムの歴史、
今日における考え方について概説す
る。なお、この講義でレポートを課す
ので、必ず授業に出席してレポートの
書き方についての説明を聞くこと。

冨田泰彦

5/10 火 3
コミュニケーショ
ン①

インターネットは「禁断の果実」とで
もいうべき性質を帯びている。医学教
育及びその実践において有益なツール
とすべく、剽窃・著作権侵害等の問題
を回避し、膨大な情報を適切な形で活
用するスキルについて概説する。

八木橋宏勇

9/16 金 4 キャリア形成(1)

キャリアを考えるための理論、背景及
び現状等について概説する。また課題
（キャリアヒストリーのインタ
ビュー）について説明する。
課題提出締切：11月18日(金)13時

江頭説子

9/26 月 3 キャリア形成(2)

医学部での6年間のキャリア形成を主
体的に考えることを目的として、初期
研修中の研修医をゲストスピーカーに
迎えて話を聴く。

江頭説子

9/26 月 4 キャリア形成(3)
組織と個人の関係性からキャリア形成
について考えることを目的として役割
理論等について概説する。

江頭説子

9/30 金 2 キャリア形成(4)

医師としてのキャリア形成を主体的に
考えることを目的として、実際に大学
病院で働く医師をゲストスピーカーに
迎えて話を聴く。

江頭説子

10/6 木 4 ダイバーシティ①

多様な性のあり方と、それに関連する
医療の変遷について学ぶことを通じ、
患者の背景の多様性の一端を紹介し、
医療者の職業倫理について考える。

吉田絵理子

10/7 金 3 心理学(1)

一口に心理学といっても、幅広い分野
を内包し多義的に使われている。「心
理学」の理論的枠組みや方法論を概観
し、臨床における活用の可能性を探
る。また「感覚器官が受容したデータ
を解釈する心の働き＝知覚」の基礎を
学ぶ。

村部妙美
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 2022年度　1年　講義予定表

【行動科学Ⅰ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

10/7 金 4 キャリア形成(5)

前半はワークライフバランスという概
念が登場した背景、課題について概説
する。後半は、医療の現場が多様な人
との関わりによって成り立っているこ
とについて説明する。

江頭説子

10/14 金 3 心理学(2)

個人が特定の信念や行動の特徴を持ち
ながら、集団の中では異なる動きをす
る場合がある。何故そのようなことが
起こるのであろうか。同調と服従、
リーダーシップ論など「集団の中の個
人」を規定する要因について理解す
る。

大西真美

10/21 金 3 心理学(3)

人間は生まれてからすべての事を記憶
している訳ではない。一方かなり古い
記憶も保持する。記憶のメカニズムは
どこまで解明されているのだろうか。
記憶と忘却について基礎的研究と概念
を紹介する。

大西真美

10/21 金 4 キャリア形成(6)

医師として働き続けるうえで、ライフ
イベントは避けては通れない問題とな
る。医師としてのキャリア形成につい
て考えを深めることを目的として、ラ
イフイベント期にある実際に大学病院
で働く医師をゲストスピーカーに迎え
て話を聴く。

江頭説子

10/28 金 3 心理学(4)

「ある目標に向かって行動を開始し、
それを維持しようとする一連の過程＝
動機づけ」と「欲求」について理解す
る。リスクへの脆弱性と弾力性、発達
の歪みのもたらすものについて触れ
る。さらにストレスと心理的援助の可
能性を検討する。

村部妙美

11/1 火 5 キャリア形成(7)

医師としてのキャリア形成について多
角的に考えることを目的として、多様
な働き方・生き方を実践する医師をゲ
ストスピーカーに迎えて話を聴く。

江頭説子

11/4 金 3 心理学(5)

心理学の歴史の中で、人は性格をどの
ように捉えようとしてきたかを紹介す
る。「人の性格を捉えることの難し
さ」を考えると共に、特性論と類型論
の違いとその歴史を理解する。又主要
な心理検査を紹介する。

村部妙美
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 2022年度　1年　講義予定表

【行動科学Ⅰ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

11/4 金 4 心理学(6)

人と関わるとき、対象となる世代が異
なる場合には自ずと関わり方を工夫す
る必要がある。各世代の特徴を知るこ
とで配慮すべき視点を認識することが
可能となる。ライフサイクル論と発達
心理学の分野から各世代の特徴と発達
課題を理解する。（特に乳幼児期を中
心に）

村部妙美

11/18 金 3 キャリア形成(8)
講義やゲストスピーカーの話を聴いて
考えたことを自分なりにまとめ、現時
点での「キャリア未来年表」を描く。

江頭説子

11/18 金 4 心理学(7)

人と関わるとき、対象となる世代が異
なる場合には自ずと関わり方を工夫す
る必要がある。各世代の特徴を知るこ
とで配慮すべき視点を認識することが
可能となる。ライフサイクル論と発達
心理学の分野から各世代の特徴と発達
課題を理解する。（特に青年期、成人
期を中心に）

村部妙美

11/25 金 3 心理学(8) 同上（特に老年期を中心に） 村部妙美

12/9 金 3 心理学(9)

学習の基本的原理である「古典的条件
づけ」と「オペラント条件づけ」を解
説し、連合学習についての理解を深め
る。更に学習の原理を踏まえて観察学
習、行動療法へと論を進める。

村部妙美

12/9 金 4 心理学(10)

学習の基本的原理である「古典的条件
づけ」と「オペラント条件づけ」を踏
まえ、不安階層表などを作成し体験的
に行動療法や社会学習理論、学習性無
力感など、人間への応用した手法や理
論について学ぶ。

村部妙美

12/16 金 2 心理学(11)

喜怒哀楽や気分などの情動の定義とそ
の発達についての研究を紹介する。ま
た情動をいかに制御し、共感性を高め
ていくかを考える。悪条件のもとでも
肯定的な適応を可能にしていく「心の
弾力性」について理解する。

村部妙美

12/16 金 3 心理学(12)
まとめ（まとめとして授業内に1－11
回の範囲を含んだ試験を実施する）

村部妙美
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学 科 目：生命倫理と医療安全 

科目責任者：岡本 晋 教授 

担当教員：教  授 大荷満生（高齢医学）、苅田香苗（衛生学公衆

衛生学） 

准 教 授 吉田正雄（衛生学公衆衛生学） 

その他の担当教員は講義予定表に記載 

  

 

Ａ．教育の基本方針 

医学生としての６年間は、キャリア形成の初期段階という時間的側

面とともに、病院および隣接するキャンパス内で過ごすという空間

的側面からも「医療者の一員」としての自覚を持つ必要がある。本

科目では、6 年間に渡って継続的に学習し続ける「生命倫理」「医

療安全」の導入部を学ぶ。 

 

Ｂ．到達目標 

生命倫理の基本を理解するとともに、今現在、医学生として必要な

医療安全の知識・考えを身につける。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

1.医学生も「医療者の一員」であることを理解し、M1の段階から「医

師の社会的責任」について常に考える姿勢を身につける。 

2.生命倫理の基本について理解する。 

3.一次救命講習の内容を習得する 

4.「医療安全」の考え方を理解し、医学生として実践していく 

 

Ｄ．学習内容 

「院内感染予防」「一次救命講習」「医の倫理」「性感染症」などＭ

１として習得しておくべき事項について学ぶ。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

「一次救命講習」では三鷹キャンパス内で講習を受ける。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

事前に履修案内・授業内容（シラバス）の「講義テーマ」や「講義

内容」を読み、自分なりにそのテーマに関する問題意識を持ってお

くこと。 
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Ｇ．復習学習の内容 

講義で配布されたプリント等を熟読して復習すること。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．試験の方針 

前期・後期とも試験（小テスト）またはレポートを予定している。 

２．試験の期日と実施方法 

シラバスの日程表で確認すること。 

３．評価方法 

試験（小テスト）は 60点以上（100点満点として）を合格とする。

不合格者には追加のレポート提出を求めるが、成績不良者にはさ

らに口頭試問を行う場合もある（日時は個別連絡）。 

レポートについては、講義内容の理解、記述の仕方、日本語の用

法、さらに意見・考えの表明を総合的に判断して、ＳＡＢＣＤの

５段階で評価を行う（Ｄは不合格）。不合格者には追加のレポート

提出にて再判定を行うが、成績不良者にはさらに口頭試問を行う

場合もある（日時は個別連絡）。 

４．判定の基準 

試験、レポート、出席状況などを総合的に判断して合否を判定す

る。 

なお、必要な提出物を提出しない者は原則として不合格とする。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

なし 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

なし 

３．参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

なし 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

     (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【生命倫理と医療安全】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/13 水 4
医学生としての院内
感染予防①（講義）

M1で行う感染症検査の内容について学習す
る。（講義終了後血液検査あり）

岡本　晋 配布資料

5/12 木 5
医学生としての院内
感染予防②（実習）

前回の結果を個人に返却し、ワクチンの必
要性を判定する（講義終了後ワクチン申し
込みの説明あり）

岡本　晋 配布資料

5/19 木 5 医療安全

医療者も人間である以上、過ちをおかす。
これは避けられない現実であるが、少しで
も医療事故を減らすためにわれわれは日々
努力しなければならない。本講義ではビデ
オ視聴を通して医療安全を考えるきっかけ
としたい。

大荷満生 配布資料

6/22 水 1 一般救命講習
普通救命講習（心肺蘇生やＡＥＤ、異物除
去、止血法など）を受け、 救命技能認定
証を取得する

6/22 水 2 一般救命講習 同上

9/13 火 3 薬害問題

わが国における主な薬害事件をとりあげ、
サリドマイド、キノホルム（スモン）、非
加熱血液凝固因子製剤（エイズ）等の薬禍
発生の過程や健康被害について学び、安全
管理体制の整備の重要性を理解する。

苅田香苗 配布資料

9/13 火 4 薬害問題 確定次第通知する。 外部団体

10/3 月 3
医学生として遵守す
べき法規

医業に関わる法規を学習し、医学生が日常
生活で厳守すべき事項について概説する。

小林　治 配布資料

10/3 月 4
医学生として知って
おくべき性感染症

先進国における性行為の多様化に伴い、複
雑化する性感染症の概要について学習す
る。

小林　治 配布資料
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 2022年度　1年　講義予定表

【生命倫理と医療安全】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

12/5 月 3 生命倫理と医療安全

医師という職業の尊厳と重要性について学
ぶ。ここでは、主に以下の項目について理
解し、説明できるようにする。①医師の職
業倫理、②健康の定義、③全人的医療、④
全人的苦痛

吉田正雄 配布資料

12/5 月 4
医学生が知っておく
べき医療統計

医療統計が医学とどのように関わっている
のかについて解説し、最新の統計データや
政府の資料等を参考に、わが国の衛生の状
況や保健医療行政の動向を学ぶ。

吉田正雄 配布資料

12/14 水 2 まとめ レポート作成予定 岡本　晋 配布資料

－72－



学 科 目：早期体験学習Ⅰ 

科目責任者：平形明人 教授 

担当教員：教授 冨田泰彦（医学教育学） 

教授 矢島知治（医学教育学） 

講師 江頭説子（医学教育学） 

助教 関口進一郎（医学教育学） 

その他の教員は講義予定表に記載 

 

Ａ．教育の基本方針 

「良き医師」になるためには、医学・医療に関する知識・技能だ

けでなく、文化的・社会的文脈のなかで人々がいかに暮らしてい

るのか、いかに暮らしたいのかを理解することが求められる。本

科目では教室での学びだけでなく、地域での活動に参加し学ぶこ

とを通して、医学生としてふさわしい価値観や態度を身につける

ことを目的する。 

 

早期体験学習Ⅰは、以下の領域で構成する。 

・病院体験学習① 

・地域体験学習① 

・患者体験学習 

 

早期体験学習及び臨床実習の関係を体系的にまとめると以下となる。 

 

  

－73－



Ｍ１の「早期体験学習Ⅰ」に続き、Ｍ２の「早期体験学習Ⅱ」、Ｍ

３の「早期体験学習Ⅲ」において、地域での暮らし、福祉の果たす

役割、地域医療と大学病院の関係と役割、身体診察に必要とされる

基本的な技能等について段階的に学んでいく。これらの「早期体験

学習」は、Ｍ４から開始される臨床実習につながっていく。 

 

Ｂ．到達目標 

 

 

この目標は、ディプロマポリシーの以下の項目と関連する能力の

修得につながる。 

 
 

Ｃ．修得すべき能力 

１．地域における大学及び病院の役割を説明できる。 

２．地域を取り巻く課題を説明できる。 

３．課題の解決に向けて、多様な人々とコミュニケーションをと

り協働することができる。 

病院体験学習①

病院における医師の役割を理解し、「医師というプロ
フェッション」を目指して医学生の道を歩み始めているこ
とを強く自覚し、主体的かつ意欲的に医学部での学びや活
動に取り組む態度を身につける。

地域体験学習①
多角的かつ論理的に思考し、自分なりの考えをレポート執
筆およびプレゼンテーションで提示する。チームでの活動
に能動的に参加し、貢献する態度を身につける。

患者体験学習
模擬患者(SP）を経験することを通して、患者の立場にたっ
て考え、患者の心理的背景等、患者理解に努める意識を持
つ。

病院体験
学習①

地域体験
学習①

患者体験
学習

（1）医師の社会的責任 〇 〇 〇

（2）医学知識と技能 〇

（3）問題解決能力・
　　リサーチマインド

〇

（4）コミュニケーション能力 〇 〇 〇

（5）医学・医療と地域・社会
　　 とのかかわり

〇 〇 〇

－74－



４．地域で暮らす人々の健康と生活について社会環境や社会構造

の視点から説明できる。 

５．医学・医療について学ぶ医学生として何ができるのか、何を

すべきなのかについて自分なりの考えを述べることができる。  

 

Ｄ．学習内容 

 

 

Ｅ．実習・課外授業 

 

 

Ｆ．準備学習の内容 

 

病院体験学習①
体験学習担当医との対話を通して、医師の在り方などにつ
いて学ぶ。

地域体験学習①

体験学習に必要な知識・情報やリサーチマインドの養成を
目的とした手法に関する講義、体験学習やグループワーク
といった能動的な学習（アクティブラーニング）が中心と
なる。

患者体験学習
医学教育領域で特に臨床診断学実習やOSCE(客観的臨床能
力試験）で必要とされる模擬患者（SP）についての解説及
び患者体験実習についての説明。

病院体験学習①
4月27日(水)に杏林大学医学部付属病院にて体験学習を行
う。2022年度は配属先毎にZoomで行う。

地域体験学習①
6月10日(金)、17日(金)、24日(金）、7月1日(金)のいずれか
1日、体験学習先でのフィールドワークを行う。

患者体験学習
8月から10月に行われるいずれかのOSCEに模擬患者として
参加する。

病院体験学習①

杏林大学医学部付属病院の概要についてホームページ等で
確認し、配属先の診療科についても事前に自主学習を行
い、少なくとも５つ以上は質問することを考えておくこ
と。質問の質と量が体験学習の成果に大きく関係してく
る。

地域体験学習①
提示されたテーマ（2022年度は「ハンセン病からの学びを
未来に活かす」）について、自分なりに調べ、問題意識を
持っておくこと。

患者体験学習
OSCE、模擬患者（SP）及び患者の心理について調べ、 自
分なりに問題意識を持って授業に備えること。
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Ｇ．復習学習の内容 

 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

早期体験学習Ⅰを構成する各領域を 100点満点で評価し、60点以上

で合格とする。各領域の評価内容は以下となる。 

 

 

 

最終評価はすべての領域の評価を基にＳＡＢＣＤの５段階（Ｄは不

合格とする）で表す。一つでも不合格の領域があった場合は原則と

して早期体験学習Ⅰは不合格となるが、再試験ないしレポートにて

再判定を行う場合がある。特に出席には十分注意すること。 

なお、必要な提出物を提出しない者は原則として不合格とする。 

 

 

病院体験学習①

１．病院体験学習で学んだこと、２．病院体験学習につい
ての感想・意見を各自でまとめておくこと。また、配属先
のグループ毎に学習した内容をまとめ、プレゼンテーショ
ンの準備をしておくこと。

地域体験学習①

体験学習では、フィールドワークの記録をしっかりとり、
レポートの執筆に役立てること。さらに活動（事前調査、
問いの設定、フィールドワーク、分析、レポートの執筆）
を通して見いだされた課題等についても考えること。

患者体験学習

授業で説明された内容の理解、配布されたプリント等を熟
読することにより、OSCEおよび模擬患者（SP）の果たす
役割について十分に 理解したうえで、OSCE患者体験に備
える。さらに、OSCE患者体験後には、経験したことについ
て各自で振り返りを行うこと。

病院体験学習①
出席(10点）、配属先の担当医による参加態度の評価(40
点）、報告会のプレゼンテーションの内容(30点）、グルー
プワークの参加態度および貢献度(20点)により評価する。

地域体験学習①

出席(10点）、授業・フィールドワークへの参加態度(20
点）、レポート(30点）、報告会のプレゼンテーションの内
容(20点）、グループワークの参加態度および貢献度(20点)
により評価する。

患者体験学習 参加とレポートの内容により評価を行う。
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Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

特になし 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

(R) 2021年度 早期体験学習Ⅰ  

「私たちの教科書－ハンセン病に学ぶ」を授業内で配布する 

３．参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

  授業内で紹介する 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

 (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年 　講義予定表

【早期体験学習Ⅰ（病院体験学習・地域体験学習・患者体験学習）】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/13 水 3 早期体験学習Ⅰ
早期体験学習Ⅰ全体のオリエンテー
ションを行う。

江頭説子

4/15 金 4
病院体験学習①
事前学習(1)

我が国の医療・福祉政策を辿りつつ、
少子高齢化・人口減少という深刻な問
題を抱えている日本の医療・福祉政策
についての現状と展望を概説する。

吉田正雄

4/19 火 4
病院体験学習①
事前学習(2)

病院体験学習①のオリエンテーション
を行う。

江頭説子
各担当教員

4/20 水 2
病院体験学習①
事前学習(3)

杏林大学医学部付属病院と周辺の医
療・福祉施設との連携の説明および各
診療科の概説を行う。

江頭説子
各担当教員

4/20 水 3
病院体験学習①
事前学習(4)

配属先の発表を行う。さらに具体的な
病院体験学習の実施および報告会につ
いての説明を行う。

江頭説子

4/27 水 1

4/27 水 2

4/27 水 3

4/27 水 4

5/2 月 4

5/2 月 5

5/6 金 3

5/6 金 4

5/13 金 2
地域体験学習①
事前学習(3)

フィールドワークの具体的な方法や、
注意事項について学ぶ。歴史的背景を
まじえ、実際に行われたフィールド
ワーク事例についても紹介する。

苅田香苗

5/20 金 3

5/20 金 4

5/26 木 2
地域体験学習①
事前学習(6)

特別講演
 医師としてのハンセン病との関わり
　　　　　　国立療養所多磨全生園
　　　　　　名誉園長 石井則久 氏

江頭説子

地域体験学習①
事前学習(1)(2)

地域体験学習①のオリエンテーション
を行う。
2022年度は「ハンセン病からの学びを
未来に活かす」をテーマに、多角的に
思考し、自分なりの考えを提示する。

江頭説子

ひとつの作品を視聴し「みる・考え
る・伝える・聴く」を繰り返す対話型
鑑賞を実践する。視聴映像
　河瀬直美監督・脚本 映画「あん」

江頭説子

病院体験学習①
(9)(10)報告会

地域体験学習①
事前学習(4)(5)

配属先のグループ毎に、学習した内容
をまとめ、プレゼンテーションを行
う。詳細については、事前学習で説明
する。

江頭説子
各担当教員

病院体験学習①
(5)～(8)

配属先のグループ毎に、実習担当医と
オンライン(Zoom）でカンファレンス
を行う。カンファレンスを充実したも
のとするためには、参加者の質問力が
重要となってくる。入念な準備をし
て、積極的に臨むこと。

江頭説子
各担当教員
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 2022年度　1年 　講義予定表

【早期体験学習Ⅰ（病院体験学習・地域体験学習・患者体験学習）】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

5/27 金 3

5/27 金 4

6/10 金 3

6/10 金 4

6/17 金 3
江頭説子

各担当教員

6/17 金 4

6/24 金 3

6/24 金 4

7/1 金 3

7/1 金 4

7/4 月 5 患者体験学習
A班　臨床診断学実習やOSCEで必要と
される模擬患者(SP）の役割について
解説する。

冨田泰彦

8/29 月 5 患者体験学習
B班　臨床診断学実習やOSCEで必要と
される模擬患者(SP）の役割について
解説する。

冨田泰彦

9/9 金 3
地域体験学習①
事後学習(11)

レポートのフィードバックを行い、事
後学習のチームを発表する。チームは
提出されたレポートでの問題関心が近
い人で構成される。報告会及びプレゼ
ンテーション方法を説明する。

江頭説子

9/16 金 2
地域体験学習①
事後学習(12)

報告会の役割分担、諸注意の説明及び
グループで報告会の準備を行う。

江頭説子

9/22 木 1

9/22 木 2

9/22 木 3

9/22 木 4

地域体験学習①
(9)(10)

地域体験学習①
(9)(10)

地域体験学習①
(9)(10)

1班 ハンセン病資料館、全生園等での
　　フィールドワーク。

3班 ハンセン病資料館、全生園等での
　　フィールドワーク。

4班 ハンセン病資料館、全生園等での
　　フィールドワーク。

江頭説子
各担当教員

江頭説子
各担当教員

江頭説子

チーム毎にパワーポイントによるプレ
ゼンテーションを行う。各チームの報
告時間は6分、質疑応答は3分とする。
報告内容、方法の詳細については事後
学習で説明する。

江頭説子
各担当教員

地域体験学習①
事後学習 報告会
(13)～(16)

江頭説子
各担当教員

地域体験学習①
(9)(10)

2班 ハンセン病資料館、全生園等での
　　フィールドワーク。

地域体験学習①
事前学習(7)(8)

課題であるレポート執筆にあたっての
説明（問いの設定、必要な調査、分
析、レポートの構成等）を行う。
レポート提出締切：7月19日(火)15時
フィールドワーク実施にあたっての心
構え、具体的な段取り等について説明
する。
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学 科 目：保健医療の現状と未来Ⅰ  

科目責任者：柴原純二 教授（教務部長） 

担当教員：教 授  副島京子（循環器内科学）、 

小林陽一（産科婦人科学）、大山 学（皮膚科学）、 

渡邊衡一郎（精神神経科学）、 

齋藤康一郎（耳鼻咽喉科学）、山口芳裕（救急医学）、

井本 滋（乳腺外科学）、成田雅美（小児科学）、 

平形明人（眼科学）、萬 知子（麻酔科学）、 

福原 浩（泌尿器科学）、 

安樂真樹（呼吸器・甲状腺外科学）、 

久松理一（消化器内科学）、中冨浩文（脳神経外科学）、 

平野照之（脳卒中医学） 

非常勤講師 小田浩一（眼科学）、安藤伸朗（眼科学） 

 

上記担当教員については、主として医学部付属病院において、医師とし

て勤務（実務経験）する教員が講義・実習を担当しており、実際の医療

現場における最新の知見に基づく教育内容を受けることができる。 

 

Ａ．教育の基本方針 

医学・医療に関する基本的な知識は、医療系学生のみならず、文系

学生にとっても将来社会に貢献する上で重要な教養となる。本コ

ースでは、大学に入学した早期の段階で、臨床医学の最先端の様々

な話題に接し、医学の進歩や医の倫理について学ぶ。特に医学部生

は、自らが目指す医師像の具体化を検討する契機とする。 

 

Ｂ．到達目標 

臨床医学を理解するのに必要な基礎的素養の学習の重要性を理解

する。医学部生においては、教育目標に掲げる（1）医師の社会的

責任を意識し（2）医学知識と技能を修得するための心構えを身に

つけ（3）問題解決能力とリサーチマインドの涵養を志すことを目

標とする。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

1、医の倫理を学ぶための学習態度を身につける。 

2、臨床の最先端の話題から、理想の医師像を具体化する思考過程

を身につける。 
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Ｄ．学習内容 

臨床各科の教授による講義を行う。日常的に遭遇する諸症状や各

分野におけるトッピクスをテーマとして、大学初年度の医学生の

みならず他学部学生に対しても理解可能な形で、臨床医学を紹介

する。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

なし 

 

Ｆ．準備学習の内容 

事前に履修案内・授業内容（シラバス）の「講義テーマ」や「講義

内容」を読み、関連書籍により関連事項についての情報を得ておく

こと。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

各講義内容で印象に残ったことを３項目以上記録すること。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．評価方法 

授業出席状態と出席態度。 

２．判定基準 

正当な理由がないかぎり、全出席を基本とする。欠席の場合はその

理由書を提出する。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

なし 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

なし 

３．参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

なし 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

    (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【保健・医療の現状と未来Ⅰ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/25 月 4 産婦人科

子宮は鶏卵大の小さな臓器であるが、
ホルモンに応じた月経周期を有し、ま
た妊娠すると何十倍にも増大する不思
議な臓器である。この「小さな宇宙」
ともいえる子宮のしくみ、機能と子宮
を取り巻く疾患について概説する。

小林陽一 無し

5/2 月 2 循環器内科
循環器疾患に関する診断や最先端治
療、今後の診断に役立つデジタル医療
に関して概説する。

副島京子 無し

5/27 金 2 皮膚科

皮膚学とは皮膚に生じる全ての疾患を
発疹学、臨床検査学、病理組織学的ア
プローチを駆使しながら診断し、内科
的、外科的手法を用いて治療するため
の学問体系である。アトピー性皮膚
炎、薬疹、水疱症、悪性黒色腫などを
例にそのエッセンスにふれる。講義終
了時には、湿疹やかぶれだけではない
皮膚科疾患の多彩さを説明できるよう
になることを目指す。

大山　学 無し

6/3 金 2 耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科がカバーする領域は耳・
鼻・ノド・腫瘍と多岐にわたり、診
断・治療には内科的・外科的両者の要
素を含む。また、感覚器・コミュニ
ケーションツールを取り扱うことか
ら、その診断・治療はQOLに直結す
る。このように多様性を特徴とし、繊
細さとダイナミックさの両面をもつ当
科の魅力をお伝えする。

齋藤康一郎 無し

6/9 木 5 小児科

小児科は「病気でない人間」をも対象
とする珍しい診療科である。子どもは
成長・発達するのが当たり前であり、
疾患の有無にかかわらず、子どもの健
やかな発育を見守るのが小児科医の責
任であり、醍醐味でもある。

成田雅美 無し

6/10 金 2 精神科

うつ病は、世界に経済的に打撃を与え
ると共に最も自殺につながりやすい疾
患と考えられている。このためなぜ人
はうつになるのか、その大きな原因と
して考えられるストレス、そして対処
行動について理解を深める。

渡邊衡一郎 無し

6/24 金 2 救急科

突然の心肺停止など生命に関わる危機
的状況下で、医師は、正確な知識と冷
静な判断に基づき、的確に心肺蘇生を
行う必要がある。最近のガイドライン
に沿って、BLS（Basic Life
Support）を中心に救急蘇生に必要な
知識を講義する。

山口芳裕 無し
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 2022年度　1年　講義予定表

【保健・医療の現状と未来Ⅰ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

6/30 木 5 乳腺外科

乳がんは薬剤感受性、放射線感受性に
優れており、手術・薬物・放射線を組
み合わせた集学的治療の時代にある。
基礎知識から最先端まで概論を述べ
る。

井本　滋 無し

7/8 金 2 眼科

「なぜ医学部を選んだのか」、「どう
いう医者を目指すのか」という根源的
なテーマで本講義を行う。医療の歴史
を振り返り、医師と患者の関係、求め
られている医療、生命倫理の諸問題を
取り上げ、共に考えたい。

平形明人
安藤伸朗

無し

7/13 水 1 麻酔科

麻酔について、入門的な概念や総論に
ついて、わかりやすく解説する。医学
生だけでなく、一般的に重要な知識の
解説も行う。

萬　知子 無し

9/2 金 2 泌尿器科

前立腺癌の罹患が増加し、男性におい
ては最多である。がん登録の精度向上
とPSA（前立腺特異抗原）検診の普及
が要因である。本疾患の病態、検査
法、さらに各種治療法について解説す
る。特にロボット手術及び将来の手術
法について紹介します。

福原　浩 無し

9/9 金 2 呼吸器外科

肺がん：腫瘍学の基礎・入門としての
講義である。発癌およびそのメカニズ
ム・臨床的な諸問題との関連、呼吸器
のがんの特徴について述べる。また、
がんの治療法についても入門的な解説
を行う。

安樂真樹 無し

10/7 金 2 消化器内科

単なる管に終わらない腸管の複雑な機
能、腸内細菌との共存のメカニズムな
ど、腸管の不思議を現代人で増加して
いる疾患を交えて解説します。

久松理一 無し

10/28 金 2 脳神経外科

危険な頭痛　クモ膜下出血：生命の危
険すら伴なうクモ膜下出血をテーマ
に、これから医学を学ぼうとする学生
が、これをどのようにとらえ、生きた
知識として体得していくかを、手術ビ
デオや最先端の知見もまじえ講義す
る。

中冨浩文 無し

11/14 月 2
ロービジョン
（アイセンター）

眼に障害が生じても人生は続く。この
大きな移行期を左右する眼科医療やリ
ハビリテーションの役割を全盲とロー
ビジョンの両方について概説。視覚障
害のある患者のガイド方法も説明しま
す。

小田浩一 無し

－84－



 2022年度　1年　講義予定表

【保健・医療の現状と未来Ⅰ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

12/9 金 2 脳卒中科

寝たきり原因疾患の第1位を占める脳
卒中は、日本の国民病とも言える。こ
のうち脳梗塞については新たな考え方
や治療戦略が登場し、この数年で大き
く様変わりした。知っておきたい初期
症状（FAST）、治療の実際、社会に及
ぼす影響などを概説する。

平野照之 無し
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学 科 目：入門生物学 

科目責任者：粟﨑 健 教授（生物学教室） 

担当教員：教  授 粟﨑 健（生物学教室） 

講  師 平井和之（生物学教室） 

講  師 加藤健太郎（生物学教室） 

 

Ａ．教育の基本方針 

生物を細胞・遺伝子・分子のレベルで理解することは、生命科学な

らびに医学を学ぶために必要不可欠である。このことを念頭に、生

物を構成する細胞・遺伝子・分子について、その基礎を学ぶ。その

ために、高校生物を履修していない者に限らず、大学において生命

科学を学習する学生のための導入となる講義を行う。 

 

Ｂ．到達目標 

本講義の後に開講される、「生物学」、「分子生物学」の学習にスム

ーズに移行できるための生物学の基礎的知識を見つけることを到

達目標とする。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

1. 生物学の基本概念を理解し、その概要を説明できる。 

2. 細胞と細胞分裂の基本を理解し、その概略が説明できる。 

3. 分子生物学の基礎を理解し、生物学ならびに分子生物学の講 

義内容 を理解することのできる知識と考え方。 

 

Ｄ．学習内容 

1.系統講義 年間コマ数（9） 

項目 概要 期 コ

マ 

担当 

生物学 生物学の基礎、細胞生物学

の基礎、分子生物学の基礎 

前 9 粟崎 

平井 

加藤 

 

Ｅ．実習・課外授業 

特に行わない。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

履修案内・授業内容（シラバス）「入門生物学」の「講義テーマ」

や「講義内容」に対応する教科書の部分に目を通し、必要に応じて
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参考書や文献検索等により関連事項についての情報を得ておくこ

と。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

講義と関連する教科書の該当箇所について復習すること。特に、講

義で使われた、鍵となる図については、教科書を見なくても図の説

明ができるようになるまで復習することが望ましい。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

５月に選択・記述形式の小試験を行う。この試験の成績は、前期生

物学の定期試験に加味される。成績の割合は「入門生物学」小試験

＝30％、「生物学」前期定期試験＝70％、とする（通年での「生物

学」の評価における、「入門生物学」小試験の評価の割合は 7.5％で

ある）。また授業のコマ数（９）は、生物学の講義コマ数に加えら

れる。フィードバックの一環として、「入門生物学」小試験の模範

解答を試験終了後に提示する。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が必ず所持しなければならないもの） 

キャンベル生物学 原書１１版 丸善出版 

フォトサイエンス・生物図録 数研出版 

２．参考書（図書館等での利用をすすめるもの） 

(R) まるわかり！基礎生物学 南山堂 

(A) 細胞の分子生物学 ニュートンプレス 

(R) 生物学 [カレッジ版] 第 2版 医学書院 

(A) カラー図解 アメリカ版 新・大学生物学の教科書  

第 1〜３巻 講談社 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

    (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【入門生物学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/13 水 1
生物学の基本概念
と基本構造

生物学における5つのテーマ、１）構
造と機能、２）生物の構造と機能の基
本単位、３）生命の連続性、４）生物
学的システム、５）生命の多様性、に
ついて、その概念を学ぶ。

粟﨑　健
１章
p2〜28

4/21 木 1 生命の化学

生命の化学的基礎となる分子の基本的
な構造と機能について学ぶ。水や単純
な有機分子と同様に、大きな生体分子
（炭水化物、脂質、タンパク質、核
酸）もその構成原子の特徴的な配置に
よって特性が決まることを理解する。

平井和之

２章
p31〜48

４章と５章
p63〜102

4/26 火 1
細胞：
生命の基本単位

細胞は生物の構造と機能の基本単位で
ある。細胞の全体像を理解し、続けて
真核生物の細胞を構成する様々な細胞
小器官の構造と機能について学ぶ。

加藤健太郎
６章

p105〜116

4/28 木 1
細胞：
生命の基本単位

前回に続けて、細胞小器官について学
習し、さらに細胞構造の支持、運動な
どに役割を持つ細胞骨格、細胞同士の
連携に関与する細胞外基質や細胞間の
結合について学ぶ。

加藤健太郎
６章

p117〜140

5/10 火 4 細胞周期

真核生物の染色体と細胞周期について
学ぶ。母細胞と同じ遺伝情報を持つ娘
細胞ができるために重要な、有糸分裂
期における染色体の挙動を理解する。

平井和之
１２章

p267〜288

5/12 木 1
減数分裂と有性生
活環

減数分裂によって二倍体細胞から一倍
体の配偶子ができる仕組みを学び、有
性生殖と遺伝的多様性の成立について
理解を深める。

平井和之
１３章

p291〜307

5/13 金 3 遺伝の分子機構

生命の設計図としてのDNAについて学
ぶ。その上で、DNAの複製と修復がど
のようにして行われるのか、その仕組
みについて理解する。

粟﨑　健
１６章

p363〜386

5/16 月 1
遺伝子からタンパ
ク質へ（１）

遺伝子は転写と翻訳を通じてタンパク
質を指定していること、遺伝暗号とは
何かを学び、「セントラルドグマ」な
らびに転写と翻訳の基本原理について
理解する。

粟﨑　健
１７章

p387〜394

5/17 火 1
遺伝子からタンパ
ク質へ（２）

転写と翻訳が、いくつかのステップに
より成り立っていることを学び、それ
ぞれのステップに関わる分子群につい
て理解する。さらに、真核生物におけ
る、転写後のRNAの修飾、塩基の変異
がタンパク質の機能と構造に及ぼす影
響について理解する。

粟﨑　健
１７章

p395〜418
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学 科 目：生物学 

科目責任者：粟﨑 健 教授（生物学教室） 

担当教員：教  授 粟﨑 健（生物学教室） 

講  師 平井和之（生物学教室） 

     加藤健太郎（生物学教室） 

 

Ａ．教育の基本方針 

細胞生物学、遺伝学、分子生物学の各分野における研究の発展に伴

い、多様な生命現象が細胞・遺伝子・分子のベルにおいて理解でき

るようになってきた。本講義では、全ての生物に共通する基本的要

素となる細胞・遺伝子・分子がいかにして多様な生命現象の根幹を

成しているのかを学ぶ。 

６年間のカリキュラムにおいて、本講義は、医学知識と技能を学

習するための準備として位置付けられている。このことを念頭にお

き、単に専門用語を覚えるのではなく、生命活動の原理について理

解できるようになることを本講義の基本方針とする。 

 

Ｂ．到達目標 

本講義は、「分子」、「細胞」、「個体」、「集団」の階層に着目し、生

命のしくみの基礎的な知識と概念を１冊の教科書を通して学ぶ。

学習内容は、生物学実習、分子生物学，生化学に関する講義と密

接に関わっており、さらには生理学、解剖学、組織学、免疫学、

を学ぶ上での礎となる。到達目標は以下の通りである。 

１．生命科学の基本概念を理解する。 

２．生物を構成する分子の基本的性質を理解する。 

３．細胞についての基本を理解する。 

４．遺伝学の基本概念ならびに遺伝医学の基礎を理解する 

５．遺伝子とゲノムについての基本を理解する。 

６．進化と生物の多様性について理解する。 

７．動物の形態と機能の基本原理を理解する。 

８．免疫系、神経系、内分泌系の基礎を理解する。 

９．動物の生殖と発生について理解する。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．生命の基本単位としての細胞ならびに組織の構成要素として

の細胞について理解し、その概略が説明できる。 

２．遺伝の基本的概念を理解し、遺伝について遺伝子・ゲノムレ

ベルでの説明ができる。 
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３．動物の進化と多様性についての概念を説明できる。 

４．動物の形態と機能の基本原理の概略が説明できる。 

５．免疫系、神経系、内分泌系の構成の概略と役割が説明できる。 

６．動物の生殖と発生についての概略が説明できる。 

 

Ｄ．学習内容 

1.系統講義 年間コマ数（41） 

項目 概要 期 コ

マ 

担当 

生物学 細胞生物学の基礎、遺伝学

の基礎、発生学の基礎、組

織学の基礎、生理学の基礎、

内分泌学の基礎、免疫学の

基礎 

通

年 

41 粟崎 

平井 

加藤 

 

Ｅ．実習・課外授業 

１．実習   生物学実習として別に記載されている。 

２．課外授業 特に行わない。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

「講義テーマ」や「講義内容」に対応する教科書の部分に目を通

し、必要に応じて参考書や文献検索等により関連事項についての

情報を得ておくこと。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

講義と関連する教科書の該当箇所について精読して復習すること。

特に、講義で使われた鍵となる図については、教科書を見なくて

も図の説明ができるようになるまで復習することが望ましい。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

詳細は、生物学実習のガイダンス時に説明する。 

１．選択・記述形式の定期試験及び小試験（中間試験）を実施す

る。講義内容と、講義に関連する教科書の内容に即して出題され

る。それぞれの試験については、模範解答の提示によりフィード

バックを行う。 

２．定期試験の受験資格 

前期、後期定期試験を受験するためには、２／３以上の出席を必

要とする（ただし、出席には「入門生物学」を含めるが、「生物学
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実習」は含めない）。前期定期試験は前期の、後期定期試験は通年

の出席率で判定する。 

３．評価方法・判定基準 

授業科目「生物学」の単位を修得するためには、「生物学講義（入

門生物学と生物学）」と「生物学実習」両方に合格する必要がある。

「生物学講義」は、小試験と定期試験の点数の合計が６割以上（300

点満点）の場合を合格とし、この基準に満たない者には、再試験

を課す。再試験は点数が６割以上（100点満点）を合格として、合

格した場合は一律６割の点数（300点満点）を与える。再試験は学

年末に１度のみ行い、再試験不合格の場合は、「生物学講義」不合

格とする。 

定期試験及び、講義中に行った小試験も含めた「生物学講義」の

評価と「生物学実習」の評価をあわせて授業科目「生物学」の評

価とする。 

授業科目「生物学」の評価点数は以下（400点満点）を 100点満点

に換算して算出する。 

 「入門生物学」前期小試験  ＝ 30点 （全体の 7.5％） 

 「生物学」前期定期試験   ＝ 70点 （全体の 17.5％） 

 「生物学」後期小試験    ＝ 100点 （全体の 25％） 

 「生物学」後期定期試験   ＝ 100点 （全体の 25％） 

 「生物学実習」             ＝ 100点 （全体の 25％） 

  合計                     ＝ 400点 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書 

キャンベル生物学 原書 11版 丸善出版 

細胞の分子生物学 第 6版 ニュートンプレス 

２．参考書（図書館等での利用をすすめるもの） 

(R) 生物学 [カレッジ版] 第 2版 医学書院 

(R) カラー図解 アメリカ版 新・大学生物学の教科書  

第 1〜３巻 講談社 

(A) トンプソン＆トンプソン遺伝医学 メディカルサイエンス 

インターナショナル 

(A) ヒトの分子遺伝学 メディカルサイエンスインターナショ 

ナル 

(A) 人体の正常構造と機能（縮刷版） 日本医事新報社 

(A) ギャノング生理学 丸善出版 

(A) ジュンケイラ組織学 丸善出版 
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※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

(A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【生物学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

5/20 金 2 膜の構造と機能

生体膜の構造と機能、受動輸送や能動
輸送による生体膜の選択的透過性につ
いて学び、生命体の縁として機能する
細胞膜の重要性を理解する。

平井和之
７章

p141〜159

5/24 火 1 中間試験 全員

6/1 水 1 代謝（導入編）

生命現象において物質とエネルギーが
どのように流れ、制御されているの
か、その概略を学ぶ。特に、ATPが発
エルゴン反応と吸エルゴン反応を共役
させて、細胞の仕事を駆動することを
理解する。

平井和之
８章

p161〜185

6/2 木 2 細胞呼吸と発酵

細胞が食物から獲得した化学エネル
ギーを用いてATPを産生するための代
謝経路である、好気呼吸、嫌気呼吸、
発酵について、概略を学ぶ。

平井和之
９章

p187〜212

6/20 月 1 光合成

植物などの光合成生物は、光から得た
エネルギーを化学エネルギーに変換
し、糖や他の有機分子に蓄える。この
一連の同化経路について学ぶ。

平井和之
１０章

p213〜240

6/28 火 1
動物の形態と機能
の基本原理

動物の体の基本的な構造について、ボ
ディープランの階層構造に基づき学習
する。そのうえで、フィードバック調
整による内部環境の維持、体温調節の
ホメオスタシス、エネルギー要求と動
物のサイズ、行動、環境の関連につい
て理解する。

粟﨑　健
４０章

p998〜1022

7/4 月 3 動物の栄養

動物の栄養について、必要な栄養素を
例にとり、学ぶ。続いて、摂食、消
化、吸収、排泄の概要について説明
し、消化系システムとこれを制御する
フィードバック機構について理解す
る。

粟﨑　健
４１章

p1023〜1046

7/5 火 1
循環とガス交換
（１）

動物の循環系の構成、心臓と血管系に
よる血流と血圧の調整について学び、
循環系システムの概要と血液の構成要
素について理解する。

粟﨑　健
４２章

p1047〜1064

7/11 月 4
循環とガス交換
（２）

動物におけるガス交換のしくみについ
て、生物における多様性の視点から学
習する。さらに、ヒトの肺における換
気循環系とガス交換の協調について理
解する。

粟﨑　健
４２章

p1064〜1078

7/12 火 1 浸透調節と排出

動物における浸透圧調節のしくみ、含
窒素老廃物の種類と排出のメカニズ
ム、腎臓の機能と進化について理解す
る。さらに、ホルモンによる、腎機能
の制御と体液、血液保持の仕組みを理
解する。

粟﨑　健
４４章

p1108〜1130
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 2022年度　1年　講義予定表

【生物学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

8/29 月 1
細胞の情報連絡
（１）

細胞は互いに連絡し合うことで活動を
調節している。これら体内における
様々な細胞間コミュニケーションにつ
いて全体像を理解する。続けて、細胞
間のシグナルが細胞内に伝わる過程を
学ぶ。

加藤健太郎
１１章

p241〜252

8/30 火 1
細胞の情報連絡
（２）

受容に関わる代表的な細胞表面の膜貫
通型受容体、シグナル変換に関わるタ
ンパク質や二次メッセンジャーについ
て学ぶ。さらに細胞の応答がどのよう
に調節されるのかを理解する。

加藤健太郎
１１章

p253〜260

8/31 水 1
ホルモンと内分泌
系（１）

ホルモンによるシグナル伝達は細胞間
コミュニケーションの一つである。ま
ず、ホルモンの化学的分類や，ホルモ
ンによる一般的なシグナル伝達につい
て理解し、次に単純なホルモン制御経
路、神経内分泌、正や負のフィード
バック調節について学ぶ。

加藤健太郎
４５章

p1131〜1140

9/6 火 1
ホルモンと内分泌
系（２）

外部刺激への応答，体内における恒常
性など，ホルモンの持つさまざまな働
きについて学習する。内分泌調節の中
枢としての視床下部と脳下垂体の働
き、血糖量の恒常性、ストレス応答な
どにおけるホルモンの役割について学
ぶ。

加藤健太郎
４５章

p1141〜1152

9/8 木 1
遺伝子の発現制御
（１）

真核生物の遺伝子発現はクロマチンの
状態からタンパク質の分解までの様々
な段階で制御されている。これらの全
体像を理解する。続けて、こららの制
御の一つである、クロマチン構造の制
御，エンハンサーと転写因子による転
写開始の制御を学ぶ。

加藤健太郎
１８章

p420〜429

9/12 月 1
遺伝子の発現制御
（２）

遺伝子発現制御の一つである、選択的
RNAスプライシング、mRNAの寿命の制
御、翻訳開始の制御、タンパク質のプ
ロセッシング、プロテアソームによる
タンパク質の分解、非コードRNAによ
る制御を学ぶ。

加藤健太郎
１８章

p430〜437

9/13 火 1 ウイルス

「ウィルスは借り物の生命」といわれ
る。ウィルスの構造、動物に感染する
ウィルスの種類とそれぞれの複製サイ
クルの特徴を学ぶ。また、新興ウィル
スとはどのようなものか理解する。

加藤健太郎
１９章

p457〜476

9/20 火 1
ニューロン，シナ
プス，シグナル
（１）

神経細胞の構造と電位によるシグナル
の伝達の仕組み、神経組織の構造につ
いて学び、情報の回線としての神経組
織について理解する。

粟﨑　健
４８章

p1205〜1213
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 2022年度　1年　講義予定表

【生物学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

9/21 水 1
ニューロン，シナ
プス，シグナル
（２）

シナプスを介した、神経情報伝達の仕
組みについて学び、神経情報伝達物質
ならびにシナプスにおける情報の統合
と修飾について理解する。

粟﨑　健
４８章

p1213〜1223

9/27 火 1 神経系

神経系がいかにして神経情報の処理を
行い個体の活動の指令と調節を行って
いるのかについて学習し、脳機能につ
いて理解する。

粟﨑　健
４９章

p1225〜1247

9/29 木 1
感覚と運動のメカ
ニズム

神経系におけるインプット、ならびに
アウトプットの具体例を理解するため
に、視覚、聴覚、味覚、嗅覚、体制感
覚の受容の仕組みと、骨格筋の収縮と
運動のメカニズムについて学ぶ。

粟﨑　健
５０章

p1248〜1282

10/4 火 1
メンデルと遺伝子
の概念（１）

遺伝の基本法則と遺伝性疾患について
学び、遺伝学が疾患の判断や治療に必
要であることを理解する。パネットス
クエアを用いた子孫の遺伝子型と表現
型の予想、また家系図の正確な読み取
りを目指す。

平井和之
１４章

p309〜338

10/5 水 1
メンデルと遺伝子
の概念（２）

メンデルの遺伝様式にしたがったヒト
の様々な遺伝病や表現形質について具
体例を知り、また、遺伝子検査により
遺伝性疾患を調べる方法についても学
ぶ。

平井和之
１４章

p309〜338

10/13 木 1
染色体の挙動と遺
伝（１）

減数分裂における染色体の挙動を基礎
として、メンデルの分離と独立の法則
が成立していることを理解する。性決
定の染色体システムと性染色体不活性
化などについても学ぶ。

平井和之
１５章
339〜362

10/13 木 2
染色体の挙動と遺
伝（２）

臨床細胞遺伝学の基礎として、減数分
裂における染色体の不分離について、
またそれにより形成された異数性配偶
子が受精に用いられたときに引き起こ
される遺伝性疾患について学ぶ。

平井和之
１５章
339〜362

10/19 水 1
ゲノムと遺伝医学
（１）

ゲノムの解析方法、様々な生物種のゲ
ノム、同一種内でのゲノムの多様性と
個体の表現型の関係、さらにゲノムの
進化について学ぶ。

平井和之
２１章

ｐ510〜529

10/20 木 1
ゲノムと遺伝医学
（２）

集団内のアレル(対立遺伝子)頻度を変
化させる3つの要因、自然選択、遺伝
的浮動、遺伝子流動について学ぶ。さ
らに一塩基多型をマーカーとして疾患
の原因遺伝子を特定する方法について
も学ぶ。

平井和之

２３章
p561〜583
２０章

p491〜492
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【生物学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

10/21 金 2 中間試験 全員

10/27 木 1 動物の生殖（１）

動物界における様々な生殖の様式を知
る。また無性生殖と有性生殖のそれぞ
れの特徴を動物の進化の視点から考え
る。さらに哺乳類の発生初期における
生殖細胞の分化の仕組み、性成熟後の
精子形成について学ぶ。

加藤健太郎
４６章

p1153〜1157,
p1194-1195

10/31 月 1 動物の生殖（２）

哺乳類の卵形成、性成熟後における生
殖周期とそのホルモン調節について学
ぶ。また、卵形成と精子形成、卵と精
子の違いについて整理し理解する。

加藤健太郎

４６章
p1147 〜

1148, p1162
〜1168

10/31 月 3 動物の発生（１）

様々な動物（ヒト、マウス、ニワト
リ、カエル、ハエ）における初期の発
生過程（受精卵から卵割、胞胚期を経
て原腸形成まで）の構造の変化と、動
物種間におけるその普遍性について学
ぶ。

加藤健太郎
４７章

p1179〜1187

11/8 火 1
動物の発生（２）
器官形成

脊椎動物の発生の器官形成過程を、特
に神経形成や体節形成に焦点を当てて
学ぶ。また、オーガナイザーの役割
と、動物種間におけるその普遍性につ
いて理解する。

加藤健太郎
４７章

p1188〜1191,
p1195〜1198

11/9 水 1
動物の発生（３）
幹細胞

動物の体は動的平衡によって保たれて
いる。すなわち、多くの細胞が入れ替
わりつつ個体を構成している。このよ
うな生涯にわたる発生過程に関与して
いる様々な成体幹細胞や、また人工的
に確立された幹細胞につい学ぶ。

加藤健太郎

２０章
p492〜497、
細胞の分子生
物学２２章
p1217〜1227

11/15 火 1
動物の発生（４）
細胞

動物の発生を細胞移動、細胞接着、細
胞死、細胞分化といった細胞の視点か
ら学ぶ。さらに、単一のゲノムから多
様な細胞ができる仕組みについて理解
する。

加藤健太郎

４５章
p1191〜1193,
細胞の分子生
物学２１章
p1185〜1193

11/17 木 1
動物の発生（５）
分子メカニズム

どのようにして同一のゲノムから細胞
種ごとに異なる遺伝子が発現できるよ
うになるのか、その基本的な仕組みを
学ぶとともに、発生にみられる普遍性
について理解する。

加藤健太郎

１８章
p437〜444,
細胞の分子生
物学２１章
p1150〜1156,
pp1162〜1175

11/21 月 1 細胞周期（１）

真核細胞における染色体の分配装置で
ある紡錘体について、微小管の繊維か
ら2極性の紡錘体が組み立てられる機
構、有糸分裂過程の中での変化、また
細胞の種類による紡錘体形成の違いに
ついて学ぶ。

平井和之
１２章

p267〜278
配布資料
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【生物学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

11/24 木 1 細胞周期（２）

真核細胞の細胞周期が、サイクリン依
存性キナーゼの活性に依存した分子制
御システムによって調節されている点
について学ぶ。

平井和之
１２章

p278〜280
配布資料

12/6 火 1 細胞周期（３）

母細胞と同一の遺伝情報を持つ娘細胞
が産生されることを確実にするために
重要な、細胞周期の監視機構について
学ぶ。さらに、それが破綻した場合の
細胞のがん化について学ぶ。

平井和之
１２章

p280〜288
配布資料

12/12 月 1 免疫系 （１）

生物が病原体に対してどのように対峙
してるのかを感染症学の歴史とともに
学習する。自然免疫の仕組みと役割、
これを担う細胞の機能、自然免疫の進
化について理解する。

粟﨑　健

４３章
p1079〜1085
細胞の分子生
物学 ２３章
p1263〜1275

２４章
p1297〜1306

12/13 火 1 免疫系 （２）

適応免疫の仕組みと役割、これを担う
細胞の機能について学ぶ。適応免疫に
おける、異物の特異的な認識、体液性
免疫と細胞性免疫による防御の違いと
関連性について理解する。

粟﨑　健

４３章
p1085〜1096
細胞の分子生
物学２４章
p1307〜1338

12/15 木 1 免疫系 (3)

能動免疫と受動免疫の違いならびに、
予防接種と免疫療法の違いについて学
ぶ。免疫系の破綻と疾患の関係につい
て概説し、免疫の過剰反応、自己免
疫、免疫不全の影響について理解す
る。

粟﨑　健
４３章

p1096〜1105

※全員：粟﨑健、平井和之、加藤健太郎 
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学 科 目：生物学実習 

科目責任者：粟﨑 健 教授（生物学教室） 

担当教員：教  授 粟﨑 健（生物学教室） 

講  師 平井和之（生物学教室） 

     加藤健太郎（生物学教室） 

兼担教授 田中浩輔（保健学部） 

 

Ａ．教育の基本方針 

生物の観察、試料の作製などの実験を通して、細胞、個体などにみ

られる生命現象の特徴を自分で見つけ、理解し、他人に報告できる

ようになることを目的とする。問題解決能力とリサーチマインドを

身につけることを目指した教育を基本方針とする。 

 

Ｂ．到達目標 

１．観察や実験時に使用する各種機器類の操作に慣れ、自ら工夫し

て使える。 

２．自分自身の行った観察、実験の結果を大事にし、適切に表現で

きる。 

３．実習で得たデータに基づき考察し、他人に納得して貰える報告

が出来る。 

４．自分でマニュアルを作って実験が出来る。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．実習レポート作成法 

２．肉眼ならびに顕微鏡標本のスケッチ技法 

３．顕微鏡標本におけるサイズの計測技法 

４．顕微鏡の操作法 

５．解剖用具の基本的な取り扱い 

６．小動物の解剖技法 

 

Ｄ．学習内容 

実習を通して以下の項目について学習する。 

顕微鏡を用いた大きさの測定法 

細胞分裂 

動物の初期発生 

動物の構造 

遺伝学 
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Ｅ．実習・課外授業 

１．実習 

毎回Ａ、Ｂ２つのクラスに分かれて、７つの課題について実施する。 

 

２．実習の項目 

項目 概要 期 コ

マ 

担当 

生物学実習 顕微鏡の操作法 

細胞分裂と染色体の観察 

ニワトリ初期胚を用いた発生と

器官形成の観察 

ウシガエルの解剖による、内蔵

器官、筋肉、脳神経系の観察 

遺伝学の基礎実験 

 

前 21 粟崎 

平井 

加藤 

田中 

 

Ｆ．準備学習の内容 

事前に配布される「生物学実習書」を読み、実習手順を知ってお

くこと。また、教科書や参考書、必要に応じて文献検索等により、

実習テーマの関連事項について調べておくこと。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

生物学の教科書ならびに生物図録にある、実習と関連する項目に

目を通して、実習内容の背後にある生物学の基礎について理解し

ておくこと。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．実習は、積極的に観察・実験することが必須であり、遅刻は

厳禁である。毎回、実習のレポートを作成し提出しなければなら

ない。フィードバックの一環として、課題別のレポートの評価を

通知するする。実習を欠席した場合やレポート審査に合格しない

場合は、その回の実習に関する評価を０とする。また、原則とし

て、欠席したテーマを再実習することはできない。 

２．「生物学実習」は、原則全回出席である。「生物学実習」の評

価は、完成したレポートの内容と実習態度等を総合して決定する

（１００点満点）。「生物学実習」合格のためには評価点が６０点

以上でなくてはならない。 

３．「生物学講義」の評価と「生物学実習」の評価をあわせて授業
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科目「生物学」の評価とする。ただし「生物学」における「生物

学実習」の評価の割合は 25％である。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

生物学実習書（第 1回目の実習で配布） 

フォトサイエンス・生物図録 数研出版 

２．参考書 

入門生物学、生物学、分子生物学講義で使用している教科書と参

考書 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

   (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【生物学実習】（Ａ班）

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

5/16 月 3
オリエンテーショ
ン/ 顕微鏡の使用
法

顕微鏡の操作法と小腸の観察と計測 全教員 資料配布

5/16 月 4
オリエンテーショ
ン/ 顕微鏡の使用
法

顕微鏡の操作法と小腸の観察と計測 全教員 資料配布

5/16 月 5
オリエンテーショ
ン/ 顕微鏡の使用
法

顕微鏡の操作法と小腸の観察と計測 全教員 資料配布

5/23 月 3 標本の作製と観察 有糸分裂期における染色体の観察 全教員 資料配布

5/23 月 4 標本の作製と観察 有糸分裂期における染色体の観察 全教員 資料配布

5/23 月 5 標本の作製と観察 有糸分裂期における染色体の観察 全教員 資料配布

5/30 月 3 初期発生の観察
ニワトリ初期胚 - 発生と器官形成の
観察

全教員 資料配布

5/30 月 4 初期発生の観察
ニワトリ初期胚 - 発生と器官形成の
観察

全教員 資料配布

5/30 月 5 初期発生の観察
ニワトリ初期胚 - 発生と器官形成の
観察

全教員 資料配布

6/6 月 3 動物の解剖（１）
ウシガエルの解剖Ⅰ- 外部形態と内臓
器官の観察

全教員 資料配布

6/6 月 4 動物の解剖（１）
ウシガエルの解剖Ⅰ- 外部形態と内臓
器官の観察

全教員 資料配布

6/6 月 5 動物の解剖（１）
ウシガエルの解剖Ⅰ- 外部形態と内臓
器官の観察

全教員 資料配布

6/13 月 3 動物の解剖（２） ウシガエルの解剖Ⅱ- 筋肉の観察 全教員 資料配布

6/13 月 4 動物の解剖（２） ウシガエルの解剖Ⅱ- 筋肉の観察 全教員 資料配布

6/13 月 5 動物の解剖（２） ウシガエルの解剖Ⅱ- 筋肉の観察 全教員 資料配布

6/20 月 3 動物の解剖（３）
ウシガエルの解剖Ⅲ- 脳と脳神経の観
察

全教員 資料配布

6/20 月 4 動物の解剖（３）
ウシガエルの解剖Ⅲ- 脳と脳神経の観
察

全教員 資料配布

6/20 月 5 動物の解剖（３）
ウシガエルの解剖Ⅲ- 脳と脳神経の観
察

全教員 資料配布

6/27 月 3 遺伝学の実験
ショウジョウバエを用いた基礎遺伝学
実験

全教員 資料配布

6/27 月 4 遺伝学の実験
ショウジョウバエを用いた基礎遺伝学
実験

全教員 資料配布

6/27 月 5 遺伝学の実験
ショウジョウバエを用いた基礎遺伝学
実験

全教員 資料配布
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月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

5/17 火 3
オリエンテーショ
ン/ 顕微鏡の使用
法

顕微鏡の操作法と小腸の観察と計測 全教員 資料配布

5/17 火 4
オリエンテーショ
ン/ 顕微鏡の使用
法

顕微鏡の操作法と小腸の観察と計測 全教員 資料配布

5/17 火 5
オリエンテーショ
ン/ 顕微鏡の使用
法

顕微鏡の操作法と小腸の観察と計測 全教員 資料配布

5/24 火 3 標本の作製と観察 有糸分裂期における染色体の観察 全教員 資料配布

5/24 火 4 標本の作製と観察 有糸分裂期における染色体の観察 全教員 資料配布

5/24 火 5 標本の作製と観察 有糸分裂期における染色体の観察 全教員 資料配布

5/31 火 3 初期発生の観察
ニワトリ初期胚 - 発生と器官形成の
観察

全教員 資料配布

5/31 火 4 初期発生の観察
ニワトリ初期胚 - 発生と器官形成の
観察

全教員 資料配布

5/31 火 5 初期発生の観察
ニワトリ初期胚 - 発生と器官形成の
観察

全教員 資料配布

6/7 火 3 動物の解剖（１）
ウシガエルの解剖Ⅰ- 外部形態と内臓
器官の観察

全教員 資料配布

6/7 火 4 動物の解剖（１）
ウシガエルの解剖Ⅰ- 外部形態と内臓
器官の観察

全教員 資料配布

6/7 火 5 動物の解剖（１）
ウシガエルの解剖Ⅰ- 外部形態と内臓
器官の観察

全教員 資料配布

6/14 火 3 動物の解剖（２） ウシガエルの解剖Ⅱ- 筋肉の観察 全教員 資料配布

6/14 火 4 動物の解剖（２） ウシガエルの解剖Ⅱ- 筋肉の観察 全教員 資料配布

6/14 火 5 動物の解剖（２） ウシガエルの解剖Ⅱ- 筋肉の観察 全教員 資料配布

6/21 火 3 動物の解剖（３）
ウシガエルの解剖Ⅲ- 脳と脳神経の観
察

全教員 資料配布

6/21 火 4 動物の解剖（３）
ウシガエルの解剖Ⅲ- 脳と脳神経の観
察

全教員 資料配布

6/21 火 5 動物の解剖（３）
ウシガエルの解剖Ⅲ- 脳と脳神経の観
察

全教員 資料配布

6/28 火 3 遺伝学の実験
ショウジョウバエを用いた基礎遺伝学
実験

全教員 資料配布

6/28 火 4 遺伝学の実験
ショウジョウバエを用いた基礎遺伝学
実験

全教員 資料配布

6/28 火 5 遺伝学の実験
ショウジョウバエを用いた基礎遺伝学
実験

全教員 資料配布

※全教員：粟崎健、加藤健太郎、平井和之、
6月6日、6月7日は田中浩輔（兼担）が参加

【生物学実習】（Ｂ班）
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学 科 目：入門化学 

科目責任者：丑丸 真 教授（化学教室） 

担当教員：教 授 丑丸 真（化学教室） 

化学教室メールアドレス chemist@ks.kyorin-u.ac.jp 

 

Ａ．教育の基本方針 

高等学校またはそれに相当する課程で化学を履修しなかった、もし

くは受験科目に化学を選ばなかった学生を対象として、「生体化学」

に対する導入的な役割としての講義を行う。 

 

Ｂ．到達目標 

「生体化学」「代謝生化学」「薬理学」の講義に不可欠の高校化学

の知識を習得している。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

物質の構造や性質、反応から物質の特徴を説明できること。 

物質やその変化に関する基本的な概念や原理・法則を系統的に理

解し、化学的な解釈や説明ができること。 

 

Ｄ．学習内容 

高校化学の基礎的内容について講義を行う。この講義のみで、高

校化学の全ての内容を修められる訳ではない。自らの学習で高校

化学を修めるための端緒としてほしい。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

実習、課外授業は行わない。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

履修案内・授業内容（シラバス）を読み、予め配布する参考資料

の関連事項を予習して講義に臨むこと。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

講義で学習した内容を充分に理解するために、高校化学の教科書

の該当部分を読み、復習する。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．試験の方針 

講義終了後、筆記試験を行なう。また、適時レポートを提出さ
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せる。 

２．評価・判定 

筆記試験、レポートにより理解の程度を判定し、出席状況と併

せて（筆記試験・レポートを 50％、出席を 50％）評価する。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書 

教科書は指定しない。 

２．参考書Ａ（学生に所持することを勧めるもの） 

指定図書なし。 

３．参考書Ｂ（図書館での利用を勧めるもの） 

（R）マクマリー 一般化学 J.McMurry、R.C.Fay著  

荻野博ら訳 東京化学同人 

（R）化学：基本の考え方を中心に A.Shermanら著  

石倉洋子、石倉久之訳 東京化学同人 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

     (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【入門化学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/14 木 2 原子の構造
量子力学、軌道、電子配置、電子殻、
周期性

丑丸　真 無し

4/15 金 2 分子の構造
化学結合、結合軌道、単結合、二重結
合、結合の極性、立体異性体

丑丸　真 無し

4/18 月 3 化学反応
反応速度、活性化エネルギー、遷移状
態

丑丸　真 無し

4/22 金 2 化学平衡
質量作用の法則、平衡定数、自由エネ
ルギー

丑丸　真 無し

4/28 木 2 酸・塩基
ブレンステッドの酸・塩基、ルイスの
酸・塩基

丑丸　真 無し

5/6 金 2 酸化・還元 電池の起電力、酸化還元電位 丑丸　真 無し

5/9 月 2 物質の三態 状態図、蒸気圧、状態方程式 丑丸　真 無し

5/11 水 5 溶液 沸点上昇、凝固点降下 丑丸　真 無し

5/18 水 2 有機化学
炭化水素、官能基を含む化合物、芳香
族化合物

丑丸　真 無し
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学 科 目：生体化学 

科目責任者：丑丸 真 教授（化学教室） 

担当教員：教 授 丑丸 真（化学教室） 

准教授 須賀 圭（化学教室） 

講 師 山本幸子（化学教室） 

化学教室メールアドレス chemist@ks.kyorin-u.ac.jp 

 

Ａ．教育の基本方針 

現代医学において生化学は必須の学科目である。生化学とは、物質

の機能や物質の変化に基づいて、生命を理解しようとする学問分野

である。「生体化学」では生化学を学ぶ第一歩として、生体物質の

構造や機能について講義する。高等学校の化学では単なる有機化合

物として説明されていた生体物質が、生体内で様々な役割を担い、

生命活動を支えていることを学んでほしい。また、この講義で得た

知識を、のちに学ぶ基礎医学（特に代謝生化学や薬理学、生理学）

において、人体の構造と機能、薬物の作用を理解する基盤としても

らいたい。 

 

Ｂ．到達目標 

生命活動は様々な生体物質（水、アミノ酸、タンパク質、糖質、

脂質）の働きで維持されている。「生体化学」では、生命活動する

ための理解の基礎であり、医学知識の基礎として、次の４点の修

得を目指す。 

① 生体物質の構造と化学的な性質を理解すること。 

② 生体物質の構造や性質と生理機能の関係を理解すること。 

③ 酵素反応の仕組みを理解すること。 

④ 上記①②③について、科学的に適切な文章を用いて説明でき

ること。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

現代医療において必須の科学的な問題解決能力を養うため、以下

の知識と生理機能との関係を明瞭に説明できる能力 

１．生体物質の化学構造と物性 

２．生体物質の構造維持に関わるエネルギーの理論 

３．生体内の恒常性維持に関与する緩衝液の理論 

４．タンパク質の立体構造と機能 

５．酵素により化学反応が触媒される仕組み 
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Ｄ．学習内容 

生体分子の構造と機能、生理的役割、および酵素が化学反応を触

媒する仕組みを講義する。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

生体化学実習を行う。（履修案内・授業内容（シラバス）119 ペー

ジから 122ページ参照） 

課外授業は行わない。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

講義予定表や直前の講義内容を参考に、教科書の関連分野を予習

し講義に臨むこと。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

講義の内容をもとに、教科書の該当部分を再読し、理解を深め、

知識を発展させる。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．試験の方針 

「Ｂ．到達目標」に掲げたことが達成されているかを試験する。 

２．試験の期日と実施方法 

講義期間中および定期試験期間中に記述方式の試験を実施す

る。試験問題は、講義担当者が作成する。生体化学の定期試験

の受験資格は、全講義数（実習は含めない）の 2/3以上を出席

した者に与える。 

３．評価法と判定基準 

下記の評点が満点の 60％以上の場合を合格とする。この基準に

満たない者には再試験を課す。再試験は学年末に一度のみ行う。 

 

評点は以下の点数の合計とする。 

中間試験の得点(80点)、前期定期試験の得点(120点)、後期定

期試験の得点(80点)、実習試験の得点(80点) 

 

この科目および生体化学実習の両方が合格の場合、「生体化学」

の単位を与える。何れか一方が不合格の場合、「生体化学」の

単位を与えない。 
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Ｉ．学習指導書 

１．教科書 

ヴォート基礎生化学 第５版 D.Voetら著 田宮信雄ら訳  

東京化学同人 

２．参考書Ａ（学生に所持することを勧めるもの） 

（R）マクマリー生物有機化学（原書８版） J.McMurryら著  

菅原二三男監訳 丸善出版 

３．参考書Ｂ（図書館での利用を勧めるもの） 

（R）生化学辞典 第４版 今堀和友ら編 東京化学同人 

（R）エッセンシャル化学辞典 玉虫伶太ら編 東京化学同人 

（R）分子細胞生物学辞典 第２版 村松正實ら編  

東京化学同人 

（A）ヴォート生化学 第４版 D.Voet、J.G.Voet著  

田宮信雄ら訳 東京化学同人 

（A）レーニンジャーの新生化学 第７版  

D.L.Nelson、M.M.Cox著 川嵜敏祐監修 広川書店 

（A）ストライヤー基礎生化学 J.L.Tymoczkoら著  

入村達郎ら監訳 東京化学同人 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

     (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【生体化学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/13 水 2 ガイダンス 生体化学についてのガイダンス 丑丸　真

4/19 火 3 生体化学の基礎
エントロピーと物事の進む方向は、どのよ
うに決まるのか。：熱力学第一法則、熱力
学第二法則、エントロピー、エンタルピー

丑丸　真 7～8

4/20 水 1 生体化学の基礎
自由エネルギー変化は反応が進む方向と反
応から取り出せるエネルギーの大きさを示
す。：自由エネルギー

丑丸　真 9〜11

4/22 金 3 生体化学の基礎
電子は原子核の周りでどのように存在して
いるのか。：原子の電子構造、原子軌道、
イオン化エネルギー、電気陰性度

丑丸　真

4/25 月 1 生体化学の基礎
分子を構成する原子の結合：分子軌道、混
成軌道、分子の形

丑丸　真

5/2 月 1 生体化学の基礎
生体分子の構造安定化に作用する分子間相
互作用を解説する。：水素結合、van der
Waals力、疎水相互作用

丑丸　真 14～19

5/9 月 1 生体化学の基礎
物質間の電子のやり取りはどんな原理の下
にあるのか。：酸化還元反応、起電力、半
反応式、標準還元電位、標準水素電極

丑丸　真

5/10 火 1 生体化学の基礎
生体物質としての水の物理化学的特性を考
える。：親水性、疎水性、水和、酸解離定
数、緩衝液

丑丸　真 20〜24

5/11 水 1 アミノ酸の化学

生体の構成成分であるタンパク質は２０種
類のアミノ酸の種々の組合わせで構成され
る。それらアミノ酸に共通する構造と性質
を紹介する。：一般構造、両性イオン、異
性体

山本幸子 51、56〜58

5/13 金 4 アミノ酸の化学
アミノ酸が側鎖の化学的性質でいくつかの
種類に分類できることを紹介する。：標準
アミノ酸、分類、構造、慣用名

山本幸子 52〜55

5/18 水 1 アミノ酸の化学

アミノ酸のカルボキシ基・アミノ基・側鎖
が、pH条件に応答した種々のイオン化状態
をとることを解説する。：イオン化、両性
イオン、等電点

山本幸子 55〜56

5/23 月 1 酵素反応速度

化学反応の速度はどのように表されるのだ
ろうか。それを元に、化学反応のどんな性
質が明らかになるのか。：素反応、反応速
度定数、反応次数、半減期

丑丸　真 242〜243

5/25 水 1 酵素反応速度
酵素反応はどのような速度式で表される
か。：ミカエリス・メンテンの式

丑丸　真 243〜245
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 2022年度　1年　講義予定表

【生体化学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

5/30 月 1 酵素反応速度
ミカエリス・メンテンの式から酵素反応の
特徴を知ることができる。：Km、Vmax、
kcat

丑丸　真 245〜246

5/31 火 1
タンパク質の
三次元構造

タンパク質の三次元構造の階層的な分類方
法と、タンパク質の一次構造を紹介す
る。：階層構造、ペプチド結合

山本幸子
62〜63、
84〜86

6/1 水 2 酵素反応速度
反応速度のデータから、どのようにして酵
素反応のパラメータを求めるのか。：
Lineweaver Burk plot

丑丸　真 246〜247

6/6 月 1 酵素反応速度
酵素反応は種々の化合物により阻害され
る。阻害形式はいくつかに分類される。：
競合阻害、不競合阻害、非競合阻害

丑丸　真 249〜253

6/7 火 1
タンパク質の
三次元構造

タンパク質の最も基本的な立体構造と、そ
れを維持する相互作用を解説する。：二次
構造（αへリックス、βシート）、ター
ン、繊維状タンパク質

山本幸子 87〜94

6/13 月 1 中間試験 ［生体化学の基礎］［アミノ酸の化学］ 担当教員全員

6/14 火 1
タンパク質の
三次元構造

タンパク質は二次構造がより高度に折れた
たまれた構造をもつ。その構造とそれを維
持する相互作用を紹介する。：三次構造、
四次構造（モチーフ、ドメイン、サブユ
ニット）

山本幸子 94〜103

6/21 火 1
タンパク質の
三次元構造

タンパク質の立体構造が、環境変化や化学
的処理で破壊されることと、それらの要素
を取り除くと元の立体構造へと変化するこ
とを紹介する。：変性、再生

山本幸子 103〜107

6/27 月 1
タンパク質の
三次元構造

細胞内で新たに合成されたタンパク質の立
体構造形成過程について解説する。：
フォールディング漏斗、おりたたみ介助タ
ンパク

山本幸子 107〜115

6/29 水 1 タンパク質の特性

タンパク質の構造と機能はどのように関連
しているのだろうか。酸素結合タンパク質
を例に考える。：ミオグロビン、ヘモグロ
ビン、ヘム

丑丸　真 118〜122
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 2022年度　1年　講義予定表

【生体化学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

7/4 月 1
タンパク質の
三次元構造

タンパク質の精製と分析技術を紹介す
る。：定量、クロマトグラフィー、電気泳
動法

山本幸子 63〜77

7/5 火 3 タンパク質の特性

タンパク質の機能はどのような指標で表わ
されるのだろうか。ミオグロビンと酸素分
子との結合を例に考える。：酸素解離曲
線、解離定数

丑丸　真 122〜126

7/6 水 1 タンパク質の特性

タンパク質の機能は様々な因子により調節
されている。この調節方法について考えて
みる。：協同性、ヒル係数、アロステリッ
ク調節、ボーア効果

丑丸　真 126〜132

7/7 木 4 実習試験 担当教員全員

7/7 木 5 実習試験 担当教員全員

7/11 月 1 タンパク質の特性
酵素はどのようにして、化学反応速度を早
めているのだろうか。：基質特異性、遷移
状態、活性化自由エネルギー

丑丸　真 212〜213

7/12 火 4 タンパク質の特性
生体膜を介して物質の移動を熱力学的に考
える。：膜輸送、自由エネルギー変化、濃
度勾配

丑丸　真 196〜206

7/13 水 2 タンパク質の特性
生体膜を介して物質を輸送するタンパク質
の構造と機能の関係を考える。：能動輸
送、イオンポンプ、イオンチャネル

丑丸　真 200〜212

8/30 火 5 糖の化学
単糖の構造と生物学的役割を学ぶ。：アル
ドース、ケトース、立体異性体、エピ
マー、アノマー

須賀 圭 147〜148

8/31 水 2 糖の化学
単糖のコンフォメーションと種々の修飾体
を学ぶ。：アキシアル、エクアトリアル

須賀 圭 148〜150

9/5 月 3 糖の化学
多糖の構造と生物学的役割を学ぶ。：二
糖、構造多糖、貯蔵多糖

須賀 圭 151〜156

9/6 火 3 糖の化学
糖タンパクの構造と役割を学ぶ。：プロテ
オグリカン、ペプチドグリカン、オリゴ糖

須賀 圭 156〜161

9/7 水 3 脂質の化学
脂質の構造と生体における働きを学ぶ。：
脂肪酸、グリセロリン脂質 、スフィンゴ
脂質、ガングリオシド

須賀 圭 164〜173
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 2022年度　1年　講義予定表

【生体化学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

9/12 月 5 脂質の化学
脂質の構造と働き、脂質二分子膜の構造と
性質を学ぶ。：ステロイド、イソプレノイ
ド、フリップフロップ

須賀 圭 173〜175

9/13 火 5 脂質の化学
膜タンパクの分類と、種々の膜タンパクの
構造と性質を学ぶ。

須賀 圭 175〜179

9/14 水 5 脂質の化学
細胞膜やオルガネラを形成する生体膜の構
造と性質を学ぶ。：脂質二分子膜との比較

須賀 圭 179〜184
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学 科 目：生体化学実習 

科目責任者：丑丸 真 教授（化学教室） 

担当教員： 教 授  丑丸 真（化学教室） 

 准教授  須賀 圭（化学教室） 

 講 師  山本幸子（化学教室） 

非常勤講師 誉田晴夫（化学教室） 

化学教室メールアドレス chemist@ks.kyorin-u.ac.jp 

 

Ａ．教育の基本方針 

基礎医学の実験に必要な一般的手法の原理・理論を理解させ、正し

い操作法を身につけさせる。生体化学の講義で学んだ生体物質の性

質を、実験を通して理解させる。実験で得た情報に基づいて、論理

的に結果を説明し、課題を解決する能力を養う。 

 

Ｂ．到達目標 

1. 様々な実験器具の特性を理解し、その特性にあった正しい操作
ができること。 

2. 生体物質の性質や生化学の理論を理解すること。 

3. 実験レポートの書き方の基本を身につけること。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

1. 一般器具（ガラス器具、マイクロピペット等）を正しく扱える。
一般測定機器（天秤、分光光度計、pHメーター）を正しく操作

できる。 

2. 共同実験者と協調して実習を進めることができる。 

3. 実験から得た情報を客観的に評価し、論理的に結論を導くこと
ができる。 

4. 医学研究の基本として、適切で論理的な文章を用いて結果の報
告ができる。 

 

Ｄ．学習内容 

実習内容を十分に理解させるという目的から、多くのテーマを与

えていない。一つ一つの実験操作やテーマの内容を十分に考え理

解しながら実験を行うこと。 

１学年をＡ、Ｂの２グループに分け、下記のテーマを行う。 

Ⅰ．実習機器の基本操作 

Ⅱ．緩衝液の緩衝作用 

Ⅲ．比色定量 
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Ⅳ．酵素反応  

Ⅴ．アミノ酸の酸解離  

 

Ｅ．実習・課外授業 

課外授業は行わない。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

実習書を熟読し、実験の操作とその原理、実習目的および内容、

実験操作の意味を理解する。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

実習で得たデータや観察結果をまとめ、与えられた課題に取り組

む。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

実習科目は出席し積極的に実験することが絶対の前提である。従

って、「出席状況」、「実習態度(実習に対する積極性、提出物の内

容）」を評価対象とする。生体化学実習の評点の内訳は、出席状況

40％、実習態度 30％、および実習試験 30％とする。この評点が満

点の 60％以上の場合、生体化学実習を合格とする。 

実習という科目の性質から、遅刻者の実習への参加は認めず欠席

とする。欠席したテーマの出席状況と実習態度の評価は 0 点とな

る。また実習試験の再試験は行わない。 

生体化学実習と生体化学講義の両方が合格である場合のみ、「生体

化学」の単位を与える。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

化学教室で作成した実習書（実習前に配布する。） 

２．参考書Ａ（学生に所持することを勧めるもの） 

（R）理科系の作文技術 木下是雄著 中央公論新社 

３．参考書Ｂ（図書館での利用を勧めるもの） 

（R）生化学辞典 第４版 今堀和友ら編 東京化学同人 

（R）エッセンシャル化学辞典 玉虫伶太ら編 東京化学同人 

（R）化学便覧 基礎編 改訂６版 日本化学会編 丸善出版 

（R）分子細胞生物学辞典 第２版 村松正實ら編 東京化学同人 

（R）理科年表 2022 国立天文台編 丸善出版 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 
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 (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【生体化学実習】（Ａグループ）

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

5/18 水 3.4.5 実習講義と基本操作
ガラス器具の取り扱い　ピペットマンの取
り扱い

担当教員全員

5/25 水 3.4.5 緩衝液の緩衝作用 pH緩衝液の調製とその緩衝能を観察する。 担当教員全員

6/1 水 3.4.5 比色定量
吸光度定量法を用いて、水溶液中の特定の
物質の濃度を測定する。

担当教員全員

6/8 水 3.4.5 酵素反応 キモトリプシンの酵素活性を測定する。 担当教員全員

6/15 水 3.4.5 〃
キモトリプシンの酵素反応パラメータを決
定する。

担当教員全員

6/22 水 3.4.5 アミノ酸の酸解離
アミノ酸の性質に基づき種々のアミノ酸を
クロマトグラフィー法により分離する。
　（カラムクロマトグラフィー法）

担当教員全員

6/29 水 3.4.5 〃
　　　　　　　　　　〃
　（ペーパークロマトグラフィー法）

担当教員全員

【生体化学実習】（Ｂグループ）

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

5/16 月 3.4.5 実習講義と基本操作
ガラス器具の取り扱い　ピペットマンの取
り扱い

担当教員全員

5/23 月 3.4.5 緩衝液の緩衝作用 pH緩衝液の調製とその緩衝能を観察する。 担当教員全員

5/30 月 3.4.5 比色定量
吸光度定量法を用いて、水溶液中の特定の
物質の濃度を測定する。

担当教員全員

6/6 月 3.4.5 酵素反応 キモトリプシンの酵素活性を測定する。 担当教員全員

6/13 月 3.4.5 〃
キモトリプシンの酵素反応パラメータを決
定する。

担当教員全員

6/20 月 3.4.5 アミノ酸の酸解離
アミノ酸の性質に基づき種々のアミノ酸を
クロマトグラフィー法により分離する。
　（カラムクロマトグラフィー法）

担当教員全員

6/27 月 3.4.5 〃
　　　　　　　　　　〃
　（ペーパークロマトグラフィー法）

担当教員全員
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学 科 目：入門物理学 

科目責任者：遠山 満 特任教授 

担当教員：特任教授 遠山 満（物理学教室） 

 

Ａ．教育の基本方針 

入学試験での物理非選択者を対象に「医学物理学Ａ」の力学分野の

内容について補習を行う。疑問に陥りやすい項目の補足説明を行い、

演習問題を課すことで、物理非選択者が講義内容の理解を深めるこ

とができるようにする。 

 

Ｂ．到達目標 

力学分野の基本的な物理法則である慣性の法則、運動方程式、作

用反作用の法則を理解する。また、力、速度、加速度、運動量、

力学的エネギー、力のモーメントなどの物理量の定義を理解する。

典型的な運動の例題である、等加速度運動、単振動、円運動につ

いて、自分で運動方程式を立て、解を求めることができる。また、

剛体のつり合いの条件を理解する。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．速度、加速度の意味を理解し、計算することができる。 

２．いろいろな力の性質を理解する。           

３．運動方程式を立て、その解を求めることができる。 

４. 力学的エネルギーや力のモーメントの意味を理解し、計算す

ることができる。 

 

Ｄ．学習内容 

「医学物理学Ａ」の力学分野の基本的な項目について説明し、問題

演習を行う。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

１．実習   なし 

２．課外授業 なし 

 

Ｆ．準備学習の内容 

事前に履修案内・授業内容（シラバス）の「講義内容」に対応す

る教科書の部分を読んでおくこと。 
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Ｇ．復習学習の内容 

講義中に出題された演習問題が時間内に解けなかった場合は、次

回までに問題を解いてくること。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

この科目は補習としての位置づけのため試験による評価は行わな

いが、演習問題の解答などの提出を求める。出席を特に重視する。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

「物理の基礎」長岡洋介著 東京教学社 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

なし 

３．参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

なし 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

     (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【入門物理学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/14 木 2 力学１

変位とベクトル、力のベクトル、力の
つりあい、いろいろな力について説明
する。速度と加速度の定義を説明し、
演習問題を解く。

遠山　満 3～44

4/15 金 2 力学２

典型的な運動について、速度と加速度
を計算する例題を課す。また、運動の
３法則、慣性の法則、運動方程式、作
用反作用の法則を説明し、物体の運動
がどのように定まるか解説する。

遠山　満 23～59

4/18 月 3 力学３

一様重力：力の法則の一例として、地
表近傍で物体にはたらく一様重力につ
いて説明する。重力の作用を受ける物
体の運動方程式を解き、物体の落下運
動を解説する。

遠山　満
15～16
60～67

4/22 金 2 力学４

摩擦力・抵抗力：摩擦力や垂直抗力に
ついて説明する。また、速度に比例し
た抵抗力がはたらく場合の落下運動に
ついて解説を行う。

遠山　満
19～20
79～82

4/28 木 2 力学５
復元力と単振動：ばねの力に代表され
る復元力について説明し、この力を受
けて物体が単振動を行うことを示す。

遠山　満
17～18
67～76

5/6 金 2 力学６

万有引力：万有引力などの中心力につ
いて説明し、この力による物体の円運
動について解説する。また、等速円運
動を行う物体の、向心加速度と半径・
速度の関係を導出する。

遠山　満 16, 76～78

5/9 月 2 力学７
仕事とエネルギー：仕事およびエネル
ギーを定義し、力学的エネルギー保存
の法則について解説する。

遠山　満 85～114

5/11 水 5 力学８

運動量と角運動量：運動量を定義し、
その保存則について説明を行う。角運
動量を定義し、中心力が働く場合に角
運動量が保存することを示す。

遠山　満 118～137

5/18 水 2 力学９
力のモーメントとつりあい：力のモー
メントの定義を説明し、剛体のつりあ
いの条件について解説を行う。

遠山　満 150～154
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学 科 目：医学物理学Ａ 

科目責任者：遠山 満 特任教授  

担当教員：准教授 高原哲士（物理学教室） 

 

Ａ．教育の基本方針 

物理学は基礎科学の重要な柱の一つとして、自然の仕組みの解明

に大きな役割を果たしている。医学の分野でも物理法則に基づく

新しい技術が数多く導入されてきており、医学を志す者において

も、物理学を学習し物理法則についての理解を深めることは重要

である。この科目では医学の分野に関連する題材に随時触れなが

ら、物理学の基礎的知識を教える。 

 

Ｂ．到達目標 

１．物体の運動、電気・磁気に関する基本的な物理法則を理解す

る。 

２．力、エネルギー、運動量、角運動量、電位、磁場などの基本

的な物理量の定義を理解し、述べることができる。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．運動の法則を理解し、力、質量、加速度、仕事などの関係を

説明でき、簡単な例に適用することができる。 

２．電場、磁場についての基本的な法則を説明でき、簡単な例に

適用することができる。 

 

Ｄ．学習内容 

  １．基本方針 

講義は力学分野と電磁気学分野からなる。各分野とも基礎的な物

理法則について学習し、物理的な考え方を身につけることを目標

とする。力学分野では我々に身近な物体の運動法則の基礎を学ぶ。

電磁気学分野では電気・磁気の現象を支配する基礎法則を学習す

る。本科目はカリキュラムマップにおける「医学準備教育」と「基

礎医学」の内容を含む。 

２．概要 

項目 概要 コマ 担当 

力学 

力と運動の法則 ２ 高原 

いろいろな運動 ４ 高原 

保存量 ２ 高原 

剛体 ２ 高原 
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電磁気学 

電荷と電場 ４ 高原 

電流と磁場 ３ 高原 

電磁誘導と回路 ２ 高原 

 

Ｅ．実習・課外授業 

１．実習  なし 

２．課外授業 なし 

 

Ｆ．準備学習の内容 

１．前回の講義内容を土台にして次に進むことが多いので、復習

することが大切である。履修案内・授業内容（シラバス）の「講

義テーマ」や「講義内容」を参照し、教科書の当該項目を事前に

読んでおくこと。 

わからないことは教員に質問して早い段階で解決すること。 

２．関数電卓を持参すること。関数電卓に必要な機能等について

は、初回のガイダンスで説明する。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

講義中で配布されたプリントや教科書の関連ページを復習する。

配布した練習問題の解答例は後日公開する。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．試験の方針 

講義内容の正しい理解の有無を判定する。 

２．試験の期日と実施方法 

試験 筆記（記述式）、試験の際は必ず関数電卓を持参すること。 

力学、電磁気学ともに、前期定期試験期間中に期末試験を行う。

再試験は、力学、電磁気学ともに、後期講義期間中の講義・実習

の無い時間帯に実施する。 

３．評価法 

最終成績は試験成績が基礎となるが、履修態度、出欠状況、提出

物の成績も含めて総合的に判断する。成績評価法の詳細について

は、開講時冒頭に説明する。 

４．判定基準（◎は非常に重視、○は重視） 

前期試験◎  レポート○  学習態度○  出欠○ 

前期試験（75％）、レポート（15％）、学習態度（５％）、出欠（５％） 

５．定期試験受験資格に関する出席の取り扱い 

講義・実習を別々として前期の出席率で判定する。 

－128－



 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

①「物理の基礎」長岡洋介 著 東京教学社 

②「医歯系の物理学（第２版）」赤野松太郎、鮎川武二、藤城敏幸、

村田 浩著 東京教学社 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

なし 

３．参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

(A)「ライフサイエンス物理学」モートン・M. シュテルンハイ  

ム、ジョーゼフ・W. ケーン著 広川書店 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

     (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【医学物理学Ａ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/18 月 4 力のつりあい

講義開始時に医学物理学の簡単なガイダン
スを行う。国際単位系、変位とベクトル、
力のベクトル、力のつりあい、いろいろな
力について説明する。

高原哲士
①３～２
２

4/22 金 4 運動の法則

速度と加速度を定義し、慣性の法則・運動
方程式・作用反作用の法則を説明する。物
体の運動がどのように定まるか解説する。
運動方程式は微分方程式であり、その一般
解について説明する。

高原哲士
①２３～
５９

4/25 月 2
いろいろな運動
（１）

一様重力（等加速度運動）：地表近傍で質
量を持つ物体にはたらく重力について説明
する。重力の作用を受ける物体の運動方程
式を解き、物体の落下運動を解説する。

高原哲士

①１５～
１６、
６０～６
７

4/26 火 3
いろいろな運動
（２）

摩擦力・抵抗力：物体同士の接触に際し生
じる摩擦力や垂直抗力について説明する。
また、速度に比例した抵抗力がはたらく場
合の落下運動について解説を行う。

高原哲士

①１９～
２０、
７９～８
２

5/10 火 5
いろいろな運動
（３）

復元力と単振動：ばねの力に代表される復
元力について説明し、この力を受けて物体
が単振動を行うことを示し、単振動の性質
について解説する。

高原哲士

①１７～
１８、
６７～７
６

5/16 月 2
いろいろな運動
（４）

万有引力：万有引力について説明し、この
力による物体の円運動について解説する。
また、等速円運動を行う物体の、向心加速
度と半径・速度の関係を導出する。

高原哲士
①１６、
７６～７
８

5/23 月 2
運動に伴う保存量
（１）

仕事とエネルギー：仕事および運動エネル
ギー、位置エネルギー、力学的エネルギー
を定義し、その意義を説明する。また、力
学的エネルギー保存の法則について解説す
る。

高原哲士
①８５～
１１４

5/30 月 2
運動に伴う保存量
（２）

運動量と角運動量：運動量を定義し、その
保存則について説明を行う。また、角運動
量を定義し、中心力が働く場合に角運動量
が保存することを示す。さらにベクトルの
「外積」を導入する。

高原哲士
①１１８
～１３７

6/6 月 2 剛体のつりあい

これまでは大きさのない「質点」の運動を
考えてきたが、大きさを持つ「剛体」を扱
う。ベクトルの「外積」を用いて力のモー
メントを定義し、剛体のつりあいについて
解説を行う。

高原哲士
①１５０
～１５４
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 2022年度　1年　講義予定表

【医学物理学Ａ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

6/9 木 2 剛体の回転

角運動量の時間変化が力のモーメントに等
しいことから、剛体の回転運動の方程式、
慣性モーメントを導入する。簡単な運動の
例題を取り上げる。

高原哲士
①１５４
～１６２

6/13 月 2 電荷と電場（１）

静電現象の起源としての「電荷」を導入
し、電荷の間にはたらく力に関するクーロ
ンの法則について解説する。電荷の間には
たらく力の性質を説明する。

高原哲士
①１６５
～１７２

6/15 水 2 電荷と電場（２）

電場を導入し、連続的な電荷分布がつくる
電場を求める。ガウスの法則を導入し、電
荷分布の作る電場が簡単に求められる例を
説明する。単位電荷あたりの位置エネル
ギーとして電位を導入する。

高原哲士
①１７２
～１８８

6/20 月 2
導体の性質、コン
デンサー

導体の性質と静電誘導について解説する。
コンデンサーの構成とそのエネルギー、電
気容量を説明する。また、誘電体に誘電分
極についても説明する。

高原哲士
①１９２
～２０１

6/27 月 2 電気抵抗と磁場

導体を流れる電流について、オームの法則
とジュール熱、電力について説明する。磁
場の導入として磁性体の違いについて説明
する。

高原哲士
①２０４
～２１７

6/29 水 2 電流と磁場（１）

電流が磁場から受ける力の性質を説明し、
磁束密度を導入する。運動する荷電粒子が
磁場から受けるローレンツ力を説明する。
一様磁場中における荷電粒子のサイクロト
ロン運動についても説明する。

高原哲士
①２１８
～２２１

7/4 月 2 電流と磁場（２）

電流が作る磁場に関するビオ・サバールの
法則を解説し、直線電流の周辺に発生する
磁場や円形電流が作る磁場を計算する。一
様な磁場を作る例としてヘルムホルツコイ
ルを説明する。

高原哲士
①２２１
～２２５

7/6 水 2 電流と磁場（３）

電流とそのまわりの磁場との関係を表すア
ンペールの法則を説明し、円柱を流れる電
流やコイルを流れる電流が作る磁場を計算
する。

高原哲士
①２２９
〜２３６

7/7 木 3 電磁誘導

磁束を定義し、ファラデーの電磁誘導の法
則を説明する。コイルの自己誘導と相互誘
導についても説明し、コイルを特徴づける
インダクタンスを導入する。

高原哲士
①２４１
～２５４
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【医学物理学Ａ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

7/11 月 2 電気回路

キルヒホッフの法則から、抵抗とコンデン
サーや抵抗とコイルからなる直流回路の方
程式を立て、電流の時間的変化を説明す
る。細胞の電位変化を表す等価回路にも触
れる。

高原哲士
①２５５
～２５７
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学 科 目：医学物理学Ｂ 

科目責任者：遠山 満 特任教授 

担当教員：准教授 高原哲士（物理学教室）、大谷宗久（物理学教室） 

 

Ａ．教育の基本方針 

本講義は、「医学と関連の深い波動、弾性体、流体、放射線などの

基礎的な物理現象を理解し、それに基づいて血圧、血流などの現象

や放射線医学、医療機器などの理解に必要な基礎を築く」ためのも

のである。学生諸君は、この講義を通して知識の獲得だけでなく、

数理科学の論理展開にも目を向けてほしい。 

本講義は「医学物理学Ａ」の講義内容を前提とし、Ｍ３で履修予定

の「臨床医学総論」やＭ４で履修予定の「放射線医学・放射線腫瘍

学」における画像診断法の原理および基礎知識を、物理学的観点か

ら修得するための講義として位置づけられる。 

 

Ｂ．到達目標 

１．振動・波動に関する基本的な物理法則を理解する。また、弾性

率の定義を理解する。 

２．流体物理学の基本法則に基づいて、血圧、血流などを説明でき

る。 

３．放射線の実体とその性質を理解し、放射線被ばくの危険性や、

放射線を用いた診断・治療の有効性を説明できる。 

４．放射線を利用した画像検査法の原理を理解し、各検査法の特性

や形態画像と機能画像の違いを説明できる。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．放射性同位元素や核種の壊変を説明できる。 

２．電子軌道や原子核の構造を概説できる。 

３．放射線と物質との相互作用や人体への影響について説明できる。 

４．振動、波動に関する基本的な物理法則を説明できる。また弾性

率と音速との関係を説明できる。 

５．流体に関する基本法則を説明できる。 

 

Ｄ．学習内容 

１．基本方針 

本科目は、カリキュラムマップにおける「医学準備教育」と「基礎

医学」の内容を含み、医学物理学Ａを基礎に、医学とより関連の強

い振動・波動、弾性体、流体、放射線の基礎およびいくつかの医療
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機器の原理について講義を行う。流体では血圧、血流、放射線では

医療の現場で放射線を扱う際に必要な基礎知識を講義し、X 線 CT、

MRIなどの基本原理を解説する。 

２．概要 

項目 概要 コマ 担当 

連続体力学 

弾性体 2 高原 

振動と波動 4 高原 

流体の力学 4 高原 

量子力学と 

放射線物理学 

量子論 5 大谷 

放射線 3 大谷 

医療放射線 3 大谷 

３．アクティブラーニング 

講義内容の理解度をはかるため、スマートフォン等で回答可能な評

価外の小テストを実施する。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

１．実習   なし 

２．課外授業 なし 

 

Ｆ．準備学習の内容 

１．医学物理学Ａで学習した基本的な概念（仕事、エネルギー、電

位、保存則など）を復習しておく。 

２．前回やった内容を土台にして次に進むことが多いので、復習す

ることが大切である。また、事前に履修案内・授業内容（シラバ

ス）の「講義内容」に対応する教科書の部分や配布されたプリン

トを読んでおくこと。わからないことは教員に質問して早い段階

で解決すること。 

３．関数電卓を持参すること。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

講義中に出題された演習問題が時間内に解けなかった場合は、次回

の講義開始時までに問題を解いてくること。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．試験の方針 

講義内容の正しい理解の有無を判定する。 

２．試験の期日と実施方法 

後期試験 筆記（記述式）、試験の際は必ず関数電卓を持参するこ
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と。 

弾性体および放射線について、分野ごとにそれぞれ試験を行う（学

年末試験期間）。再試験についても分野ごとに実施する（学年末再

試験期間）。 

３．評価方法 

最終成績は試験結果が基礎となるが、履修態度、出欠状況、提出

物の成績を含めて総合的に判断する。成績評価法の詳細について

は、開講時冒頭に説明する。 

４．判定基準（◎は非常に重視、○は重視） 

後期試験◎  レポート○  学習態度○  出欠○ 

後期試験（75％）、レポート（15％）、学習態度（５％）、出欠（５％） 

５．定期試験受験資格に関する出席の取り扱い 

講義・実習を別々とし、後期開講の「医学物理学Ｂ」の出席率で

判定する。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

「医歯系の物理学〈第２版〉」赤野松太郎、鮎川武二、藤城敏幸、

村田 浩著 東京教学社 

２．参考書Ａ（学生に所持をすすめるもの） 

なし 

３．参考書Ｂ（図書館での利用をすすめるもの） 

(A)「ライフサイエンス物理学」モートン・M. シュテルンハイ

ム、ジョーゼフ・W. ケーン著 広川書店 

(A)「医療最前線で活躍する物理」遠藤真広著 裳華房 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

     (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【医学物理学Ｂ】

日付 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

8/29 月 2 量子論（１）
電子発見の経緯や電子の性質、α線散乱実
験により解明された原子の構造やその構成
要素について概説する。

大谷宗久
２６０〜２
６２

9/1 木 1 弾性体（１）

ひずみと応力：弾性体のひずみと応力の関
係について成り立つ法則について説明し、
ヤング率、ポアソン比、剛性率、体積弾性
率の弾性率を導入し、その意味を解説す
る。

高原哲士 ６３〜６７

9/5 月 1 弾性体（２）

ねじれとたわみについて説明し、生体への
応用として骨の弾性的性質の特徴を説明
し、骨の変形やねじれがどの程度になるか
を具体的に検討する。その他の生体への応
用にも触れる。

高原哲士 ６７〜７３

9/8 木 2 量子論（２）

光電効果と呼ばれる現象を説明し、この現
象から示唆される電磁波のエネルギーが持
つ性質、および光の粒子性について解説を
行う。

大谷宗久
２５５〜２
５６

9/14 水 2 振動と波動（１）

波と波動方程式：波長、振動数、速さ、波
面など波を特徴づける量を定義し、弦を伝
わる横波や固体を伝わる縦波について波動
方程式を導出する。既に導入した弾性率と
音速の関係を説明する。

高原哲士
１０５〜１
０８

9/15 木 2 量子論（３）

光子気体の断熱圧縮を考え、この過程にお
けるエネルギー保存から光子の運動量を導
出する。また、光量子仮説やコンプトン散
乱について解説する。

大谷宗久
２５６〜２
５７

9/27 火 3 振動と波動（２）

波の反射・透過：横波と縦波について、波
の境界条件から波の反射率と透過率を導出
する。縦波の反射率を決める音響インピー
ダンスも説明する。

高原哲士
１０９〜１
１１

9/29 木 3 量子論（４）

電子線干渉や電子線による回折現象を紹介
し、物質波やドブロイ波長について解説を
行う。電子顕微鏡の原理や光学顕微鏡との
違いについても触れる。

大谷宗久
２６６〜２
６７

10/3 月 1 振動と波動（３）

波の合成、ドップラー効果：波動の重ね合
わせの原理とうなりの現象を説明する。波
源と観測者の相対運動があるときに振動数
が変化するドップラー効果について説明す
る。

高原哲士
１１３〜１
１６
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日付 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

10/5 水 4 量子論（５）

ボーアの原子理論について説明し、水素型
原子のエネルギー準位を導出する。シュ
レーディンガー方程式および波動関数の確
率解釈、不確定性原理についても触れる。

大谷宗久
２６２〜２
７０

10/11 火 5 振動と波動（４）

超音波の医学への応用例として、波の反射
や透過、ドップラー効果などの性質を利用
した超音波診断装置や血流計などの医療機
器の原理を説明する。

高原哲士
１２２〜１
２７

10/17 月 1 流体の力学（１）

静止流体：流体による静水圧と高度による
気圧の変化について説明する。また、表面
張力と毛管現象について説明する。表面張
力に対するラプラスの法則についても触れ
る。

高原哲士 ７４〜７８

10/20 木 4 放射線（１）

光子の放出・吸収過程を考え、質量とエネ
ルギーの等価性や質量欠損と結合エネル
ギーについて解説する。また、原子質量単
位についても触れる。

大谷宗久
２７３〜２
７５

10/31 月 2 放射線（２）

放射性物質の崩壊形式（α崩壊、β崩壊、
γ遷移）および崩壊エネルギー、崩壊の法
則と半減期について解説する。放射線と物
質との相互作用について説明し、ホウ素中
性子捕捉療法やγ線の医療照射について触
れる。

大谷宗久
２９６〜３
０１

11/1 火 1 流体の力学（２）

ベルヌーイの定理：粘性が無視できる完全
流体について連続性とエネルギー保存則か
らベルヌーイの定理を導出し、簡単な応用
例を紹介する。

高原哲士 ８２〜８５

11/10 木 2 放射線（３）

制動放射や対消滅といった現象、阻止能や
ブラッグピークの出現など放射線治療に関
連した物理現象について説明する。また、
X線の発生機構やスペクトルについて解説
する。

大谷宗久
２８６〜２
９２

11/16 水 3 流体の力学（３）

粘性と乱流：ニュートンの粘性法則によっ
て粘性の概念を導入し、円管の遅い粘性流
に対してハーゲン・ポアズイユの法則を導
く。また層流と乱流について説明する。

高原哲士 ８５〜８７

11/18 金 2 医療放射線（１）

放射線の生体への影響について概説する。
生物学的半減期や生体組織における放射線
感受性の違いについて説明し、線量の定義
や単位について解説を行う。

大谷宗久
３０２〜３
０４
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日付 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

12/5 月 1 流体の力学（４）

血流・血圧・流動抵抗：体の各部位におけ
る血圧の差、血液の粘性による流動抵抗に
ついて説明する。血圧測定などの応用例を
紹介する。

高原哲士 ８７〜９１

12/5 月 2 医療放射線（２）

電磁放射線を用いた臨床検査法について説
明する。X線撮影やCT, PET/SPECTの原理を
示し、検出方法や得られる画像の性質の違
いについて解説する。

大谷宗久

１１１～１
１２
２９２、３
０１

12/15 木 2 医療放射線（３）

スピンを持つ粒子と磁場との相互作用およ
び核磁気共鳴について説明し、この現象を
応用したMRIの原理およびこの検査法の利
点について解説を行う。

大谷宗久
２７８〜２
８１
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学 科 目：医学物理学実習 

科目責任者：遠山 満 特任教授  

担当教員：特任教授 遠山 満（物理学教室） 

准 教 授 高原哲士（物理学教室）、大谷宗久（物理学教室） 

兼担教授 山田 慎（保健学部） 

 

Ａ．教育の基本方針 

実験を通じて自然現象を貫く法則性を体感し、それらの中にある物

理法則についての理解を求める。テーマについては、超音波や放射

線など医学に関係の深い内容も含んでいる。また、この実習を通し

て、基本的な測定器の取り扱い方やデータの処理方法についても学

習する。 

 

Ｂ．到達目標 

１．各実習テーマにおける物理法則を理解し、述べることができる。 

２．測定装置を正しく使用することができる。 

３．有効数字や誤差を考慮したデータ処理を行うことができる。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．有効数字や誤差の概念を理解し、正しくデータを扱うこと。 

２．測定結果から法則性を確かめること。 

３. 結果を吟味して報告書としてまとめること。 

 

Ｄ．学習内容 

本科目はカリキュラムマップにおける「医学準備教育」と「基礎

医学」の内容を含み、「杏林大学医学部学生の到達目標」における

「問題解決能力とリサーチマインド」の項目に位置付けられる。 

実験装置を使ってデータをとり、そこから得られる法則性を確か

める経験を積む過程で物理現象そのものを理解し、同時に実験の

基本的な技法やデータの解析方法を学ぶ。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

１．実習 

第１週は測定と精度、もしくはオシロスコープを用いた実験を講堂

にて実施する。各テーマの概要は以下の通り。 

 

（ａ）測定と精度 

円柱棒の直径、長さをマイクロメータ、ノギスで測定して、体積を
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求める。有効数字、平均値、標準偏差や誤差の伝播など実験データ

の処理法を学ぶ。関数電卓の統計モードの使い方にも慣れる。 

（ｂ）オシロスコープ 

今後利用する機会の多いデジタル機器の取扱いを習得するため、オ

シロスコープを用いて様々な波形の測定を行う。 

 

第２週以降は３週間に２テーマの割合で、別途配付する組み合わせ

表に従い実験を行う。実験を行わない週は、レポートのまとめや実

験テーマと関連した課題を解く時間とする。各テーマとその概要は

以下の通り。 

 

（１）振動の合成と分解 

声（母音）や楽器の音など、身近な周期関数を正弦波、余弦波に分

解できること、また、それらを合成して元の波形が再現できること

を学ぶ。 

（２）落体の運動 

水中を落下する物体の速度を測定し、抵抗力が働くときの運動を調

べる。 

実験結果をパソコンによるシミュレーションと比較する。 

（３）超音波 

物質中の超音波の速度や減衰の様子を調べる。また、超音波の反射

を測定すると、物質の形状が分かることを体験する。 

（４）層流と乱流 

流速によって流れが乱流から層流へ変化することを、円管を流れる

流体を使って調べる。流体力学の初歩を学ぶ。 

（５）レンズの焦点距離 

平行光を用いて各種のレンズや鏡の性質を確認し、次にレンズの焦

点距離と曲率半径の関係を調べる。また、単独では実像が得られな

い凹レンズの焦点距離を凸レンズと組み合せて求める。幾何光学の

基礎を確認する。 

（６）電流と磁場 

ヘルムホルツコイルに流れる電流と、それによって発生する磁場と

の関係を調べ、電流が流れると磁場を生じる事実を確認する。また、

磁場中の電子の円運動から電子の比電荷 e/m（電荷／質量）の値を

求める。 

（７）β線とγ線の測定 

放射性物質から放射されるβ線とγ線の透過力の違いやγ線のエ

ネルギースペクトルを測定し、β線やγ線の特徴や物質との相互作
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用について学ぶ。 

（８）過渡現象 

コンデンサと抵抗からできている回路の電池の向きを変えた時、そ

の回路を流れる電流が時間の経過に従って、どのような振る舞いを

するかをオシロスコープを用いて観測し、過渡現象の基本的な事柄

を学ぶ。 

（９）波の干渉 

空気中を伝播する超音波を用いて波の基本的な性質を理解する。オ

シロスコープで進行波を観察して位相の意味を理解し、超音波の波

長と音速を測定する。２つの波源を用いて干渉の実験を行なう。 

（10）振り子の運動 

振り子の最下点における速度、周期や支点にかかる力を測定する。

遠心力、運動方程式や力学的エネルギーの保存など、力学の基本事

項について理解を深める。 

（11）光電効果 

光電面に光を照射し、入射光の波長と放出される電子の最大エネル

ギーの測定値からプランク定数を求める。光電効果や光のエネルギ

ーについて理解を深め、量子力学特有の考え方に触れる。 

 

２．課外授業 なし 

 

Ｆ．準備学習の内容 

１．事前に配布される実習のテキストを読み、内容を理解しておく

こと。 

２．実験の目的・原理・測定法や事前に解き得る課題をノートに簡

潔にまとめておくこと。 

３．関数電卓を持参すること。必要な機能等については医学物理学

Ａの初回ガイダンスにて説明する。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

講義に先んじたテーマに関しては、実験で観測した現象とその背後

にある物理法則との対応が説明できるように、講義での学習時に実

験内容を振り返っておくこと。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．成績の判定 

実習１回ごとに評定し、学年末に総合判定をする。なお、欠席のテ

ーマは零点とする。欠席者に対する再実習の機会は設けないので注
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意すること。 

２．評価の方法 

レポートなどの提出物により理解度を判定する。また、これととも

に出欠、実習中の態度、提出時における担当教員への報告内容など

を考慮し、総合評価する。 

先輩の実習ノートやすでに当該実験テーマを終えた同級生のノー

トのコピーなどの持ち込みが発覚した場合は、大幅な減点の対象と

する。 

３．判定の基準 

レポート◎  学習態度◎  出欠◎ 

レポート（60％）、学習態度（20％）、出欠（20％） 

なお、必要な提出物を提出しない者は原則として不合格とする。 

４．定期試験受験資格に関する出席の取り扱い 

３分の１を超える欠席があった者は「医学物理学Ａ、Ｂ」の定期試

験の受験資格を失う。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

テキストを配付する。 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

なし。医学物理学の講義で使用する教科書、参考書及び講義ノ

ートを積極的に活用することをすすめる。 

３．参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

(A) 理科年表 国立天文台編纂 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

    (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【医学物理学実習】（Ａ班）

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

5/17 火 3-5 物理系実習
測定と精度、オシロスコープのどちら
かのテーマを講堂で実施する。

教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所

5/24 火 3-5 〃
以下の１１テーマのうちいずれかを、
3週につき2テーマ実験を行う。詳細は
4月中に講義内で指示する。

教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所

5/31 火 3-5 〃 ・振動の合成と分解 ・落体の運動 教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所

6/7 火 3-5 〃 ・振り子の運動 ・超音波 教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所

6/14 火 3-5 〃 ・層流と乱流 ・レンズの焦点距離 教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所

6/21 火 3-5 〃 ・電流と磁場 ・β線とγ線の測定 教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所

6/28 火 3-5 〃 ・過渡現象 ・波の干渉・光電効果 教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所
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 2022年度　1年　講義予定表

【医学物理学実習】（Ｂ班）

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

5/18 水 3-5 物理系実習
測定と精度、オシロスコープのどちら
かのテーマを講堂で実施する。

教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所

5/25 水 3-5 〃
以下の１１テーマのうちいずれかを、
3週につき2テーマ実験を行う。詳細は
4月中に講義内で指示する。

教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所

6/1 水 3-5 〃 ・振動の合成と分解 ・落体の運動 教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所

6/8 水 3-5 〃 ・振り子の運動 ・超音波 教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所

6/15 水 3-5 〃 ・層流と乱流 ・レンズの焦点距離 教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所

6/22 水 3-5 〃 ・電流と磁場 ・β線とγ線の測定 教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所

6/29 水 3-5 〃 ・過渡現象 ・波の干渉・光電効果 教室員全員
配布テキス
トの該当箇
所

教室員全員：遠山　満、高原哲士、大谷宗久、山田　慎
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学 科 目：プレチュートリアルⅠ 

科目責任者：大木 紫 教授（統合生理学） 

担当教員：教 授 後藤田貴也（代謝生化学）、丑丸 真（化学） 

粟﨑 健（生物学）、大木 紫（統合生理学） 

花輪智子（感染症学） 

准教授 大谷宗久（物理学） 

講 師 櫻井拓也（衛生学公衆衛生学）、三嶋竜弥（病態

生理学） 

その他 チューターとして基礎生命科学・基礎医学の教員 

 

Ａ．教育の基本方針 

医学生が医学部を卒業するまでに身につけなければならない医学

知識は膨大なものである。それでもなお、個々の患者さんの問題を

解決したり、新しいテーマをみつけて研究を行ったりするのに十分

であるとはいえない。また一度覚えた知識でも、数年もたてば「今

では通用しない古い知識」として役にたたなくなることもしばしば

である。 

したがって、医師はその職業人生を通じて学び続けるものである。

それゆえ、卒業までの間に基本的な医学知識を修得するのと同時に、

「どのような知識が今自分にとって必要かを判断し、それを自分の

力で獲得する能力」を身につけることが必要である。 

この目的のために行うのがチュートリアル教育である。本学では１

年生（Ｍ１）を対象とした 11週間のチュートリアル教育を行う。 

チュートリアル教育は小グループ（１グループ８名程度）によるグ

ループ学習と自己学習の組み合わせにより、与えられた課題から

（自分たちで）抽出した学習事項について学習していく。グループ

学習の指導にあたる教員（チューター）は、「知識を授ける人」で

はなく、グループ学習を円滑にすすめ、学習課題を適切に把握する

ための援助を行う人である。 

このコースを通じて、自分（達）で学習事項を発見する能力、学習

事項に関する資料を入手する能力、自分でそれらの資料を学習する

能力および習慣、グループ学習で自分の意見を述べたり他の人の意

見を聞いたりしながら議論を進めていく能力、などを身につけても

らいたい。 

 

Ｂ．到達目標 

新しい項目を理解する為に、何をどのように調べたらよいのかを学

ぶ。次に、与えられた課題から自分が学習すべき事項を抽出し、自

－145－



分で適切な資料を選択して、自分でまとめノートを作成し自己学習

の方法と態度を身につける。さらに、調べた項目からグループの討

論を通じて、更なる問題を見つけ出し、その疑問解決に積極的に関

与し、一人では、解決できない事柄は、互いのコミュニケーション

により乗り越える能力を向上させる。最後に、学習した内容をレポ

ートにまとめたり、発表してもらう。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．与えられた課題に関連して、自分が知っていること、知らない

ことを認識できる。 

２．与えられた課題から、自分が学習すべき事項を抽出できる。 

３．適切な情報源にアクセスできる。 

４．適切な情報源から自力で必要な情報を得、自分の言葉で理解で

きるようにする。 

５．小グループ討論に積極的に参加し、相互理解を深める。 

６．自分の考えをグループの他のメンバーにわかりやすく述べるこ

とができる。 

７．グループの他のメンバーの発言も尊重するなど、討論のルール

を守る。 

８．学習した内容を、レポートにまとめたり、発表できる。 

 

Ｄ．学習内容 

講義は、１回目にのみ行う。この時、チュートリアルの進め方、レ

ポートの書き方などの説明を行う。 

SGD（グループ学習）は対面またはオンラインで行う。第１回目の

SGDの時間にチューターが学習方法を概説する。 

１．１グループ８人程度の小グループに分かれる。 

２．SGD の時間に、課題が与えられる。課題は、「○○について学

習せよ」というようなものではない。グループ討論により、課題に

関連する事柄で、自分たちがこれまでに学んできて身につけている

知識を明らかにし、医学生として今学ぶべき事項を抽出する。 

３．SGDの時間には、チューターとよばれる教員が各グループに１

名ずつ配置される。チューターはグループ討論が円滑に運ぶように

援助する。 

４．学習事項が決まったら、各自で自己学習により必要な知識を得

る。この際、各メンバーが、SGDで抽出した学習事項のすべてにつ

いて学習する。 

５．各自で学習した内容は、「ポートフォリオ」と呼ばれるファイ
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ルに保存していく。ポートフォリオは、プレチュートリアル終了後

に提出し、評価される。 

６．次の SGDにおいて、各自が学習してきたことに基づいて討論し、

前回抽出した事項についての知識を確認しあう。この過程で、新た

な学習事項が導かれることもあり、また課題についての新たな情報

が示されることもある。 

７．このような、SGD─自己学習の過程を繰り返しながら、課題の

ねらいとするテーマを深め、あるいは広め、必要な知識を得ていく。 

８．プレチュートリアルでは、１課題を４週間かけて学習する。４

週間の間に、SGDは 2回設けられている。また、講義のない、自習

のための時間も設けられているので、この時間を有効に活用するこ

と。講義がないからといって遊んでいてはならない。 

９．プレチュートリアルの各課題終了時に各自課題について調べた

ことをレポートにまとめたり発表してもらい、いかに分かりやすく

解説するかの訓練を行う。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

１回目の講義、SGDの時間、レポート作成の時間等が実習に相当す

る。これに３分の２以上出席しなければ不合格となる。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

各課題で、示されるシートをもとに、学生自身が学習項目を出し合

う。出された項目に関して、グループ全員の学生が、各自資料を集

め、学習し、次回の SGDの場で、活発な議論が出来るように準備を

する。特に、指定された教科書等はない。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

SGD 毎に、グループの他の人が発表した内容についてもまとめる。

更に、課題終了時には、自己学習と SGDから理解できたことをまと

め、レポートや発表に備える。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

試験は行わない。SGD、ポートフォリオ、レポート、発表が評価さ

れる。 

SGDの評価は、以下の点について行う。 

１．グループ学習の時間に出席したか。 

２．グループ学習に積極的に参加したか。 

３．課題からさまざまな疑問点や学習事項が抽出できたか。 
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４．抽出した疑問点や学習事項を取捨選択し、適切な学習目標を設

定できたか。 

５．自己学習を十分に行い、自分の言葉でまとめる事が出来たのか。 

全体の点数が 60％に満たない者には、再レポート等を課し、厳密

に評価する。 

なお、必要な提出物を提出しない者は原則として不合格とする。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

なし 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

なし 

３．参考書Ｂ（図書館での利用をすすめるもの） 

課題により様々。 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

     (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【プレチュートリアルⅠ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/14 木 3 ガイダンス
SGDの進め方、レポートの書き方など
の講義

担当教員

4/14 木 4 ガイダンス レポート作成の練習 担当教員

4/14 木 5 ガイダンス レポート作成の練習 担当教員

4/21 木 3 課題１　SGD-1 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

4/21 木 4 課題１　SGD-1 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

4/28 木 3 課題１　SGD-2 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

4/28 木 4 課題１　SGD-2 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

4/28 木 5 課題１　SGD-2 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

5/12 木 3 課題１　SGD-3 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

5/12 木 4 課題１　SGD-3 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

5/19 木 3 課題１　SGD-4 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

5/19 木 4 課題１　SGD-4 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

5/26 木 3 レポート 課題１のレポート作成 担当教員 課題シート

5/26 木 4 レポート 課題１のレポート作成 担当教員 課題シート

6/2 木 3 課題２　SGD-1 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

6/2 木 4 課題２　SGD-1 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

6/9 木 3 課題２　SGD-2 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

6/9 木 4 課題２　SGD-2 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

6/16 木 3 課題２　SGD-3 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

6/16 木 4 課題２　SGD-3 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

6/16 木 5 課題２　SGD-3 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

6/23 木 3 課題２　SGD-4 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

6/23 木 4 課題２　SGD-4 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

6/23 木 5 課題２　SGD-4 チューターを含めた討論会（SGD） チューター 課題シート

6/30 木 3 発表会 課題2の発表会 チューター 課題シート

6/30 木 4 発表会 課題2の発表会 チューター 課題シート
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学 科 目：プレチュートリアルⅡ 

科目責任者：柴原純二 教授（教務部長） 

担 当 教 員：教 授 松田剛明（理事長）、渡邊 卓（学長）、 

平形明人（医学部長）、渡邊衡一郎（学生部長）、 

大西宏明（臨床検査医学）櫻井裕之（薬理学）、

萬 知子（麻酔科学）、久松理一（消化器内科学）、

矢島知治（医学教育学） 

講 師 江頭説子（医学教育学) 

助 教 関口進一郎（医学教育学）  

 

Ａ．教育の基本方針 

医学を学ぶうえで、答えが定まっていないような課題あるいは臨床

医学に繋がるような課題に対して、自ら論理的に考え、多様な人と

と積極的に対話していく能力を養うことは大切である。プレチュー

トリアルではⅡでは、まず本学の建学の精神である「眞善美の探究」

について学ぶ。つぎに、自らテーマを決め、それについて対話する

能力を身につけることを目的とする。 

 

Ｂ．到達目標 

自らテーマを決め、それについて能動的かつ多角的に思考し、教員

や同級生と対話し、医学生として、（１）医師の社会的責任を自覚

し、（２）医学知識と技能を修得する意欲を高め、（３）問題解決能

力を養う習慣を身につける。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．能動的に取り組む姿勢 

２．自分なりの考えを表現する能力 

３．多くの人の考えを聴き、気づきを得られる能力 

４．対話する姿勢と能力 

 

Ｄ．学習内容 

前期は、教員から本学の建学の精神である「眞善美の探究」につい

ての話を聴き、自分なりにその精神について考え、医学生としての

学びに活かすことについて思考する。 

後期は、教員と対話したいテーマについて自ら考え、実際にそのテ

ーマについて少人数のグループでの対話を行う。その対話は複数回

行われる。各グループで対話した内容についても共有することによ

り、さらに学びを深める。 
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Ｅ．実習・課外授業 

ワークショップを実施する。実際に自分たちで教員と学生による対

話の場を創り、運営する。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

対話とは何か、その重要性とマナーについて自分なり調べ考える。

また、実際に教員と対話したいテーマについて考えておく。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

対話した内容を各自で内省(リフレクション)するとともに、事後学

習の場で各グループで対話した内容、そこから得られた気づきにつ

いて共有(シェア)する。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

全ての授業に出席することを必要とする。正当な理由のない欠席者

は不合格とする。参加した感想、参加した態度の自己評価等を Forms

で提出してもらい、評価の一部とする。また、授業中の態度も評価

する。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

なし 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

なし 

３．参考書Ｂ（図書館での利用をすすめるもの） 

テーマによって担当教員が提示する 

 ※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

   (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【プレチュートリアルⅡ】

月日 曜 時限 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

4/15 金 3 松田

4/18 月 1 松田

4/18 月 2 松田

4/19 火 1 松田

4/19 火 5 松田

7/4 月 4

10/14 金 2

11/2 水 3

11/2 水 4

11/7 月 5

久松

ワークショップの実施
学生と教員が対話する空間と時間を運営し、能動的に参加する。

ワークショップ実施にあたっての事前学習
過去に学生が実施した映像や資料を参考に、学生と教員が対話する空
間をどのように創り出すのかについて概説する。そのうえで、実際に
自分たちでテーマや空間創り、運営について検討し、準備をすすめ
る。

ワークショップ実施後の事後学習
対話した内容を共有化する。また、ワークショップを実施することの
意義や課題についても検討する。
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学 科 目：分子生物学および分子生物学実習 

科目責任者：今泉美佳 教授（細胞生化学教室） 

担当教員：教   授 今泉美佳（細胞生化学教室） 

教   授 粟﨑 健（生物学教室） 

准 教 授 青柳共太（細胞生化学教室） 

講   師 加藤健太郎（生物学教室） 

講   師 平井和之（生物学教室） 

非常勤講師 赤松和土（細胞生化学教室）             

非常勤講師 安西尚彦（細胞生化学教室） 

非常勤講師 岡村匡史（細胞生化学教室） 

 

Ａ．教育の基本方針 

分子生物学とは、生物を、“遺伝子”“分子”“細胞”の３つの主要

な構成要素に分け、それぞれのレベルで理解しようとする学問であ

る。従って、分子生物学は、生化学、遺伝学、生理学などを統合し

た学問として位置づけることが出来、生命科学を理解するためには

最も重要な基本的学問領域である。遺伝子に関する知識は、1970年

代に米国西海岸を中心におこった組み換え DNA 革命をきっかけに、

爆発的な速度で増加し続けている。特に、多細胞生物の遺伝子研究

における大きな展開は、分子生物学の新しい局面を開くに至った。

この様な多細胞生物の遺伝子研究の急速な発展は、生物間における

多様性の理解が、生物の全体像を把握するうえで必須であることを

知らしめた。従って、分子生物学において学習すべき内容は、現在

も増々膨張し続けている。この様な状況の中で、限られた時間内に

いかにこの全容を理解するのか？ それは学生自らが自己学習及

び継続学習能力を獲得し、生涯学習を行う以外に方法はない。本講

義においては、学生が将来に渡ってこれら学習を行うことができる

ような基礎知識並びに応用理解力を獲得することを基本方針とす

る。 

 

Ｂ．到達目標 

ヒトゲノム解析がほぼ完了した現在、分子生物学は、医学・医療の

すべての分野にわたって技術的にも概念的にもそれらを支える柱

となってきている。臨床医といえども、今や分子生物学の素養なく

して、急速なスピードで進化していく医療についていくことは出来

ない。従って本講義では、学生が将来臨床医となった時に要求され

る分子生物学及び遺伝子工学技術に関する最低限の知識と論理を

体得することを目標とする。 
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Ｃ．修得すべき能力 

1. 遺伝情報の本体である DNAと染色体の構造を説明できる。 

2. DNAの複製、修復、組換えを説明できる。 

3. DNAから RNAを介してタンパク質となる遺伝情報の変換過程 

（セントラルドグマ）を説明できる。 

4. 遺伝子発現の調節分子機構を説明できる。 

5. 遺伝子組換え技術の原理、方法を説明できる。 

6. ゲノム解析に基づく DNAレベルの個人差を説明できる。                         

7. 遺伝子研究の概略を知ると共に、核酸の化学構造、物理化学的

性質、その機能について説明できる。  

 

Ｄ．学習内容 

1.系統講義 年間コマ数（22） 

項目 概要 期 コ

マ 

担当 

分子生物学概論 真核生物の遺伝情報、DNA

の複製・修復、ゲノム情報

の読み取り（DNA からタン

パク質へ） 

前 9 粟崎 

加藤 

平井 

分子生物学各論 核酸代謝、遺伝子と染色体、

細胞内区画とタンパク質の

輸送、DNA の組換え、遺伝

子発現の調節、遺伝子組換

え技術 

後 13 今泉 

青柳 

岡村 

 

2.特別講義  年間コマ数（4） 

核酸代謝と疾患 

遺伝子改変疾患モデル動物 

iPS細胞と再生医療 

分子生物学的手法を用いた新型コロナウイルス検出法 

 

Ｅ．実習・課外授業 

実習は細胞生化学教室が担当し、分子生物学編（遺伝子工学実技）

と細胞機能編の２つに分けて、以下の項目につき行う。 

【項目 及び 到達目標】年間コマ数（20） 

１ 分子生物学編 （組み換え DNA実験法） 

１）組み換え DNA実験法の概略について説明できる。 
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２）プラスミドの制限酵素による切断法について説明すること

ができ、それを実施することができ、かつ生成した断片を

電気泳動によって分析し、各断片の分子量を測定すること

が出来る。 

３）細胞からの DNAの抽出法を説明することができ、またそれ

を実施することが出来る。 

４）抽出した DNAを用いて PCR（ポリメラーゼ・チェイン・リ

アクション）を行うことが出来る。 

 

２ 細胞機能編（生体高分子の抽出、定性、定量） 

１）組織よりグリコーゲンを抽出、更に加水分解によりグルコ

ースを単離する方法について説明、それを実施することが

出来る。 

２）酵素（グルコースオキシダーゼ）法を用いたグルコース測

定の原理を説明でき、かつ実施することが出来る。 

３）臨床現場で使用されている簡易血糖測定器の原理を説明で

き、かつ、それを用いた血糖測定が行える。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

履修案内・授業内容（シラバス）の「講義テーマ」と「講義内容」

を読み、それらの部分に相当する教科書、並びに参考書である「ワ

トソン遺伝子の分子生物学」に目を通しておくこと。（各１時間程

度） 

 

Ｇ．復習学習の内容 

講義で配布されたプリント、及び教科書の関連ページを熟読して、

サブノートを作製するなどを行い、復習すること (各１時間程度） 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．方針 

試験は前期試験と後期試験の２回に分けて行い、総合評価（前

期試験と後期試験と実習評価の総合評価）が 100 点満点中 60

点未満の学生に対し再試験を行う(前期試験では再試験を行わ

ず、後期試験終了後に再試験を行う)。前期試験は生物学教室、

後期試験は細胞生化学教室が担当する。なお、実習については、

出席、態度、レポート、実習試験成績等を総合的に評価する。 

２．判定基準 

出席の取り扱いについて：前期試験の受験資格は、前期の出席
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率をもって判定する。後期試験の受験資格は、実習に全て出席

し、レポート提出することを前提とし、後期講義の出席率をも

って判定する。 

以下に示す総合評価が 100 点満点のうち、60 点以上の時、合

格とする。 

総合評価：前期試験を全体の 30％、後期試験（実習評価が含

まれる）を全体の 70％として総合評価を算定する。但し、後

期試験の内訳は講義に対する試験の割合を 80％、実習評価の

割合を 20％とする。 

３．定期試験受験資格 

医学部学修規定第６条（４）に準ずる。 

 

Ｉ．学習指導書 

1. 教科書（学生が所持しなければならないもの） 

1) THE CELL 細胞の分子生物学（Albertsら著）第 6版 Newton 

Press 

2) 実習では、細胞生化学教室で作製した実習書を使用する。 

2. 参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

なし 

3. 参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

(R) 分子細胞生物学 東京化学同人 

(R) ヴォート基礎生化学 東京化学同人 

(A) ワトソン遺伝子の分子生物学 東京電機大学出版局 

(A) ヒトの分子遺伝学  

メディカル・サイエンス・インターナショナル 

(R) 分子生物学講義中継 Part 1 羊土社 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

(A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【分子生物学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

5/19 木 1
前期分子生物学ガ
イダンス
細胞とゲノム

前期分子生物学の授業の進め方、評
価基準の説明をする。地球上の細胞
が共有する特徴ならびにすべての細
胞が有する共通の遺伝情報について
概説し、ゲノムの多様性と生物の系
統樹について説明する。

粟崎　健 1-22

5/26 木 1
真核生物の遺伝情
報

真核生物の起源とゲノムの複雑化の
観点から、真核生物の遺伝情報につ
いて概説する。さらに、ゲノム情報
が発生プログラムを通じて多細胞生
物の形態を決めていることをモデル
生物を例に説明する。

粟崎　健 23-39

6/2 木 1 DNA複製−１

遺伝的安定性に必須な、高速で正確
なDNA複製機構について解説する。特
に、DNA複製に重要なはたらきをもつ
タンパク質の個別の機能と、それら
が協調的にはたらいて複製フォーク
を進行させるメカニズムに焦点を当
てる。

平井和之 237-254

6/9 木 1 DNA複製−２

複製起点の特徴と、1回の細胞周期に
おいて一度だけ起こるDNA複製の開始
機構を説明する。さらに、テロメア
の複製とDNA複製依存的なヌクレオ
ソーム形成のメカニズムについても
解説する。

平井和之 254-266

6/16 木 1 DNA修復

DNAに生じる損傷の種類を紹介した
後、それらをDNA修復酵素が検出、除
去し、修復するメカニズムについて
説明する。さらにDNA修復機構の欠損
が細胞へ及ぼす影響についても解説
する。

平井和之 266-276

6/23 木 1 DNAからRNAへ−１

DNAからmRNAへの転写について、RNA
ポリメラーゼの働きを中心に概説す
る。転写開始と基本因子について解
説するとともに、転写の伸長による
DNAのねじれの張力について説明す
る。

加藤健太郎 299-315

6/30 木 1 DNAからRNAへ−２

真核生物におけるmRNAの成熟に必須
である、5’キャップ形成、3’ポリ
アデニル化、そしてRNAスプライシン
グについて説明する。また、真核生
物のmRNAが核から選択的に運び出さ
れる仕組みや非翻訳RNAの合成につい
て概説する。

加藤健太郎 315-333

7/7 木 1
RNAからタンパク
質へ-１

tRNAとリボソームの構造と機能を解
説したうえで、mRNA上の遺伝暗号で
あるコドンから、いかにしてタンパ
ク質が合成されるか、その仕組みを
概説する。

加藤健太郎 333-343

7/11 月 3
RNAからタンパク
質へ−２

タンパク質合成の開始と終了、機能
的なタンパク質にするための折りた
たみ、合成中の品質管理機構として
のナンセンス変異によるmRNA分解、
合成されたタンパク質の品質管理と
してのプロテオソームによるタンパ
ク質の分解について解説する。

加藤健太郎 343-362
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 2022年度　1年　講義予定表

【分子生物学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

8/30 火 3
後期イントロダク
ション

ガイダンス（講義内容、進級判定基
準など）

今泉美佳
配布プリン

ト参照

8/30 火 4 核酸の代謝-1

ヌクレオチドはDNAとRNAのモノマー
成分である。プリンヌクレオチド、
ピリミジンヌクレオチドの生合成、
およびデオキシリボヌクレオチドの
生成について解説する。

今泉美佳
配布プリン

ト参照

9/1 木 3 染色体-1

遺伝形質は、安定して次世代に引き
継がなければならない。疾患を引き
起こす遺伝子も引き継がれることか
ら、染色体の機能を含めた遺伝形質
の伝達について概説する。

岡村匡史
173-216,
800-809

9/1 木 4 染色体-2

染色体の構造的特徴とクロマチンの
構造変化について解説する。また遺
伝子を保持するDNAの二重らせん構造
が染色体構造を形成する上で必要な
構成因子についても解説を行う。

岡村匡史
173-216,
800-809

9/14 水 3 核酸の代謝-2

プリンヌクレオチド、ピリミジンヌ
クレオチドの分解と再利用について
解説する。また、ヌクレオチドの代
謝異常と疾患について概説する。

今泉美佳
配布プリン

ト参照

9/14 水 4 特別講義-1 核酸代謝と疾患 安西尚彦
配布プリン

ト参照

9/21 水 2 DNAの組み換え-1

ゲノムDNAの再編成過程である相同組
み換えと部位特異的組み換えについ
て概説した後、ほ乳類における相同
組み換えの特徴とその分子機構につ
いて解説を行う。

青柳共太 273-287

9/28 水 1 DNAの組み換え-2

トランスポゾンを例に、部位特異的
組み換えの分子機構について解説を
行う。あわせて、トランスポゾンが
ゲノムの多様化を通して、生命の多
様化に寄与していることについて説
明する。

青柳共太 287-292

10/6 木 1 DNAの組み換え-3

相同組み換えならびに部位特異的組
み換えの分子機構について復習し、
応用例として遺伝子改変動物の作製
を解説する。

岡村匡史
配布プリン

ト参照
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 2022年度　1年　講義予定表

【分子生物学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

10/6 木 2 特別講義-2
遺伝子改変疾患モデル動物：治療法
開発への応用

岡村匡史
配布プリン

ト参照

10/20 木 2
細胞内分画と蛋白
質の輸送

タンパク質の生合成はまず細胞質で
行われ、それを必要とする細胞内区
画へ運ばれる。この細胞内のタンパ
ク質輸送について解説する。

今泉美佳 641-697

10/27 木 2
遺伝子発現の調節
－１

タンパク質によるDNA塩基配列の識別
様式について解説を行った後、遺伝
子発現調節タンパク質による遺伝子
発現調節機構について解説を行う。

青柳共太 369-392

11/9 水 2
遺伝子発現の調節
－２

一過性および永続的な遺伝子発現調
節機構について解説する。その後、
転写から翻訳に至る様々な段階にお
ける転写後調節機構について解説を
行う。

青柳共太 392-436

11/16 水 2
遺伝子組換え技術
－１

DNAの物性について確認した後、分子
生物学に必要不可欠な制限酵素とPCR
法について解説を行う。また、PCR方
の応用例であるジデオキシ法による
DNA塩基配列決定法についても解説を
行う。

青柳共太 463-509

11/17 木 2 特別講義-3 iPS細胞と再生医療 赤松和土
配布プリン

ト参照

11/25 金 2 特別講義-4
分子生物学的手法を用いた新型コロ
ナウイルス検出法

未定
配布プリン

ト参照

11/25 金 4
遺伝子組換え技術
－2　および　実
習説明

遺伝子多型について解説した後、分
子生物学的手法を用いた遺伝子診断
法について解説を行う。また、分子
生物学実習で行う実習内容について
解説を行う。

青柳・今泉 463-509
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 2022年度　1年　講義予定表

【分子生物学実習】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

11/28 月 2 分子生物学実習 組み換えDNAに関する実習 教室員 配布テキスト

11/28 月 3 分子生物学実習 〃 教室員 〃

11/28 月 4 分子生物学実習 〃 教室員 〃

11/28 月 5 分子生物学実習 〃 教室員 〃

11/29 火 2 分子生物学実習 〃 教室員 〃

11/29 火 3 分子生物学実習 〃 教室員 〃

11/29 火 4 分子生物学実習 〃 教室員 〃

11/29 火 5 分子生物学実習 〃 教室員 〃

11/30 水 2 分子生物学実習 〃 教室員 〃

11/30 水 3 分子生物学実習 〃 教室員 〃

11/30 水 4 分子生物学実習 〃 教室員 〃

11/30 水 5 分子生物学実習 〃 教室員 〃

12/1 木 2 細胞機能実習 生体高分子の抽出・分離・定量 教室員 〃

12/1 木 3 細胞機能実習 〃 教室員 〃

12/1 木 4 細胞機能実習 〃 教室員 〃

12/1 木 5 細胞機能実習 〃 教室員 〃

12/2 金 2 細胞機能実習 〃 教室員 〃

12/2 金 3 細胞機能実習 〃 教室員 〃

12/2 金 4 細胞機能実習 〃 教室員 〃

12/2 金 5 細胞機能実習 〃 教室員 〃

教室員：今泉美佳,青柳共太
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学 科 目：代謝生化学および代謝生化学実習 

科目責任者：後藤田貴也 教授（代謝生化学教室） 

担当教員：教  授 後藤田貴也（代謝生化学教室） 

講  師 田原義和（代謝生化学教室） 

学内講師 山本隆史（代謝生化学教室） 

 

Ａ．教育の基本方針 

生命現象を「生成」と「分解」を通じた物質のやりとりと捉えると、

それぞれの反応に必要なエネルギーと生体構成成分の源となりう

る栄養素はまさに生命維持の根幹をなす。この一連の物質のやりと

りの過程を「代謝（metabolism）」と称し、その破綻はさまざまなレ

ベルの異常あるいは疾患を引き起こす。例えば、代謝の過程を担う

分子を規定する遺伝子の異常は多様な先天性代謝疾患を引き起こ

し、一方で、飽食による栄養過多と運動不足に伴うエネルギー消費

減少に起因する代謝バランスの破綻は、現代人に糖尿病や脂質異常

症、肥満症やメタボリックシンドロームという重い代償を強いるこ

ととなる。「代謝生化学」は、生命現象を細胞、臓器、そして個体レ

ベルで化学（科学）の言葉を用いて理解・説明する学問であり、基

礎医学はもとより、学生諸君が今後臨床医学を学ぶ上でも大きな礎

となる学問である。代謝生化学では通常の講義に加え、実習では実

際の臨床検査の基礎となる実習技能を体験し、特論・特別講義では

とくに基礎医学から臨床医学への橋渡し的な側面をもつ代謝生化

学の魅力を存分にお伝えしたい。 

 

Ｂ．到達目標 

医師・医学研究者としての礎となる生化学的教養を身につけ、基本

的な実習手技を習得し、科学的思考により問題解決を図る能力と研

究的な態度を身につける。さらに、代謝機構を分子レベルで包括的

に理解するとともに、代謝性疾患の病態生理およびその診断・治療

法に関する科学的洞察力を涵養し、あわせて医師・医学研究者にふ

さわしい協調性と価値観、自律的な学習態度を身につける。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．糖質・脂質・アミノ酸（タンパク質）・核酸がどのように代謝

（物質代謝）され、ATPがどのように合成・利用（エネルギー代謝）

され、そして両者がどのように関わるかを説明できる。 

２．これらの代謝機構において重要となる酵素と代謝物質、および

関連する調節機構を説明できる。 
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３．これらの代謝機構の破綻に起因する代謝性疾患の病態生理と診

断・治療法について説明できる。 

４．実習を通じて基本的な実験手技を身につけ、実験結果に対する

科学的考察を加えることができる。 

 

Ｄ．学習内容 

１．系統講義：教科書『ヴォート基礎生化学（第５版）』に準拠し、

13～23章に関連した講義を行う。 

２．代謝学特論：系統講義終了後、代謝に関するより横断的かつ臨

床的・基礎的な内容をもとに、臨床医学や基礎医学を修得し応用す

るのに必要となる基本的知見に関連した講義を行う。 

３．特別講義：外部講師を招聘して、医療の現場や研究の最前線に

関連する代謝生化学を講義して頂く。 

４．講義の項目・内容は、講義担当者と共に、「講義予定表」に記

載されている。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

１．実習の目的：実習では、単に実験手技を経験するだけではなく、

タンパク質、特に酵素についてのイメージを獲得し代謝に対する理

解を深めることを目的とし、以下の２項目を実習の課題とする。 

２．内容：実習課題Ａ（山本・後藤田担当）：タンパク質・脂質の分

離、実習課題Ｂ（田原担当）：酵素反応速度論：LDHによる乳酸生成

反応の解析 

３．実習の流れ：実習開始前に実習全般についての注意および各実

習の概要を説明する。学生は課題Ａ・Ｂそれぞれについて３日間ず

つ実習を行う。なお、実習テキストは当教室で作成する。各実習の

実験終了後に実習で得た結果について議論することにより、実習内

容の理解をさらに深める。また、実習最終日に、実習別に実習内容

を再確認し実習中の問題点等を指摘するとともに、講義内容との関

連を含めより広い視野から実習の背景を紹介する。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

１．前期（とくに生物学・生体化学）で履修した内容を理解してい

ることを前提として講義する。 

２．事前に履修案内・授業内容（シラバス）の「講義テーマ」や「講

義内容」を読み、教科書や参考書、文献検索等により基本事項につ

いて理解しておくこと。１時間程度。 

３．各章は比較的独立しているとはいえ、生化学の中の一項目にす
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ぎない。章と章の関連を意識し、自らの思考で体系化し関連づける

努力が望まれる。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

講義で配布されたプリントや教科書の関連ページを熟読して復習

すること。１時間程度。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．系統講義に関する評価：定期試験と再試験 

（１）受験資格 

杏林大学医学部学修規定第６条（４）に則り、講義のみの授業時数

をもとに判定する。出席時数が不足する場合、学修規定第６条（５）

に従い判断する。 

（２）方針 

代謝の本質を理解しているか否かに主眼を置いて、記述問題、計算

問題、選択問題等からなる筆答試験を行う。講義予定表に示した担

当者が、各章に関して出題し採点する。 

（３）実施日 

第１回試験（10月、実習前） 

第２回試験（11月、実習後） 

第３回試験（１月、学年末定期試験期間中） 

再試験 （２月、再試験期間中） 

各々の試験において、試験結果（点数および全体の成績分布）は各

人に直接通知し、また模範解答例の公表をもってフィードバックす

る。再試験の結果は講義評価点に反映されるが、再試験の結果の通

知や模範解答例の公表は行わない。 

２．実習に関する評価 

実習評価点は、実習課題Ａと実習課題Ｂの２項目の実習点の合計と

出席点に基づく。 

【実習点】 

実習点は各項目ごとに独自の基準によって見積もるが、以下に基本

的な点を示す。 

（１）出席を重視する。 

（２）実習全般への取組み姿勢を評価する。 

（３）議論の時間を通じて実習内容の理解を評価する。 

（４）実習項目ごとに提出されたレポートを評価する。 
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【出席点】 

遅刻・欠席の場合には実習点から減点する。遅刻は欠席扱いとする

が、実習への参加は認める。 

３．合否の判定 

再試験終了後の講義評価点（各章の得点の平均点）と実習評価点に

基づいて算出した総合評価点が 60点以上を合格とする。総合評価

の算出に際しては、実習評価点と講義評価点の比を 20：80で決定

する。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

D. Voet・J. Voet・C. Pratt著、田宮信雄・八木達彦、遠藤斗志

也、吉久徹訳「ヴォート基礎生化学（第５版）」東京化学同人、2017 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

(R) V.W．Rodwell・D.A．Bender・K.M．Botham著、清水孝雄監訳 

「イラストレイテッドハーパー・生化学（原書 30版）」丸善出版、

2016 

(R) R.A. Harvey・D.R. Ferrier著、石崎泰樹、丸山敬監訳「リッ

ピンコットイラストレイテッド生化学（原書 7版）」丸善出版、2019 

 (R) Alberts他著、中村桂子・松原謙一監訳「細胞の分子生物学

（第６版）」ニュートンプレス、2017 

３．参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

(A) D. Voet・J. G. Voet著、田宮信雄ほか訳「ヴォート生化学

（上・下）（第４版）」東京化学同人、2012 

(A) T.M. Devlin著、上代淑人、澁谷正史、井原康夫監訳「デブリ

ン生化学（原書７版）」丸善出版、2012 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

    (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【代謝生化学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

9/1 木 2
代謝生化学オリエ
ンテーション

2021 M1代謝生化学全般に関するオリ
エンテーション。

後藤田貴也 なし

9/2 金 3
１４．代謝（１／
３）

１４・１代謝概説：代謝は第一に化学
反応である。栄養素と代謝中間体の関
係、代謝反応におけるギブズエネル
ギー変化、触媒である酵素、反応速度
の調節などの代謝経路に関する様々な
要素を理解する。

田原義和
２９３-２
９８

9/2 金 4
１４．代謝（２／
３）

１４・２高エネルギー化合物：細胞は
異化代謝で獲得したギブズエネルギー
を原動力として活動する。代謝経路中
のギブズエネルギー獲得段階、エネル
ギーを固定する高エネルギー化合物、
ATPの特別な分子構造を理解する。

田原義和
２９８-３
０４

9/5 月 2
１４．代謝（３／
３）

１４・３：酸化還元反応：ヒトは栄養
素を酸素で酸化してエネルギーを得
る。生体酸化剤の関わる酸化反応を通
したギブズエネルギーの獲得過程であ
る。１４・４：代謝研究の実験法　ト
レーサー実験、オミクス研究など代謝
研究の主な方法論を例示する。

田原義和
３０４-３
１１

9/6 火 4
１５．グルコース
の異化代謝（１／
５）

１５・１解糖の概要：解糖系の研究の
歴史を振り返り、解糖の全体像、生理
的意義を学ぶ。１５・２ 解糖の反
応：１０段階の解糖系の各反応におい
て、基質、生成物、酵素、補酵素、
ATP合成について学ぶ。

後藤田貴也
３１４−３
２７

9/8 木 3
１５．グルコース
の異化代謝（２／
５）

１５・３発酵・嫌気条件でのピルビン
酸の変化：解糖系で生じたピルビン酸
は、筋肉および酵母内で発酵という反
応によって、乳酸またはアルコールに
変化する。その発酵過程について学
ぶ。

後藤田貴也
３２７−３
３０

9/8 木 4
１５．グルコース
の異化代謝（３／
５）

１５・４ 解糖の調節：解糖の速度が
身体のエネルギー需要に応じて調節さ
れる仕組みを学ぶ。　１５・５ グル
コース以外のヘキソースの代謝：フル
クトースやガラクトースなどが解糖系
に取り込まれる仕組みを学ぶ。

後藤田貴也
３３０−３
３６

9/9 金 4
１３．シグナル伝
達の生化学（１／
３）

１３．１ホルモン：生体は外部刺激に
応答しホルモンを通じて組織間・細胞
間の情報伝達を行う。シグナル伝達の
各論に入る前に、多彩な生理作用を有
するホルモンの機能について学ぶ。

山本隆史
２６５−２
６９

9/12 月 3
１３．シグナル伝
達の生化学（２／
３）

１３．２受容体チロシンキナーゼ：受
容体チロシンキナーゼや非受容体チロ
シンキナーゼがホルモン刺激に応答
し、細胞内へとシグナルを伝達する仕
組みについて学ぶ。

山本隆史
２６９−２
７９
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 2022年度　1年　講義予定表

【代謝生化学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

9/12 月 4
１３．シグナル伝
達の生化学（３／
３）

１３．３ヘテロ三量体Gタンパク：ヘ
テロ三量体Gタンパクによるシグナル
伝達の仕組みについて学ぶ。１３．４
ホスホイノシチド経路：ホスホイノシ
チド経路で生じる第二メッセンジャー
のシグナル伝達における働きについて
学ぶ。

山本隆史
２７９−２
９１

9/15 木 3
１５．グルコース
の異化代謝（４／
５）

１５・６ペントースリン酸経路：脂肪
酸・核酸合成に必要なNADPH及びリ
ボースリン酸を生産する反応の機序と
関連する疾患について学ぶ。

後藤田貴也
３３６−３
４１

9/15 木 4
１５．グルコース
の異化代謝（５／
５）

１５章全体の復習とまとめ 後藤田貴也

9/20 火 3
１６．グリコーゲ
ン代謝と糖新生
（１／４）

１６・１グリコ－ゲンの分解：グリコ
－ゲンが分解してグルコ－ス６－リン
酸になる機構を学ぶ。１６・２グリコ
－ゲン合成：細胞内に取り込まれたグ
ルコ－スがグリコ－ゲンとして貯蔵さ
れる反応機構について学ぶ。

後藤田貴也
３４４−３
５２

9/20 火 4
１６．グリコーゲ
ン代謝と糖新生
（２／４）

１６・３グリコ－ゲン代謝の調節：グ
リコ－ゲン代謝の調節物質、調節ホル
モンとその機構について学ぶ。１６・
４糖新生：乳酸、ピルビン酸、アミノ
酸からグルコ－スが合成される機構に
ついて学ぶ。

後藤田貴也
３５３−３
６２

9/26 月 1
１７・１８．ミト
コンドリアの異化
代謝（１／６）

１７・１クエン酸サイクルの概要：ミ
トコンドリア代謝の中心であるクエン
酸サイクル（TCA回路）は、脂肪酸β
酸化、電子伝達等と接続する。１７・
２アセチルCoAの生成：ピルビン酸デ
ヒドロゲナーゼ反応で供給されるアセ
チルCoAはTCA回路の燃料である。

田原義和
３６８-３
７４

9/26 月 2
１７・１８．ミト
コンドリアの異化
代謝（２／６）

１７・３クエン酸サイクルの諸酵素：
アセチル基は担体をCoAからオキサロ
酢酸に換えクエン酸を生じる。クエン
酸分子がTCA回路を進むに従い酸化・
脱炭酸されサイクルの触媒であるオキ
サロ酢酸を再生する。

田原義和
３７４-３
７８

9/28 水 2
１７・１８．ミト
コンドリアの異化
代謝（３／６）

１７・４クエン酸サイクルの調節：
TCA回路流量は導入されるアセチルCoA
とC4中間体で調節される。１７・５ク
エン酸サイクルの関連反応：TCA回路
による他経路への基質供給とアミノ酸
等からのTCA回路中間体の供給反応を
概観する。

田原義和
３７９-３
８５

－168－



 2022年度　1年　講義予定表

【代謝生化学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

9/28 水 3
１７・１８．ミト
コンドリアの異化
代謝（４／６）

１８・１ミトコンドリア：二重膜を持
つ特異な形態はH+濃度勾配によるADP
リン酸化に必要である。１８・２電子
伝達：NADH、FADH2に保持される電子
対のエネルギーは、複合体Ⅰ〜Ⅳによ
る酸化還元反応の連鎖を経てH+濃度勾
配に変換される。

田原義和
３８８−４
０２

9/29 木 2
１６．グリコーゲ
ン代謝と糖新生
（３／４）

１６・５その他の糖鎖生合成経路：多
くのタンパクには糖鎖が結合してお
り、その合成機構について学ぶ。ま
た、グリコーゲン代謝異常症である糖
原病について学ぶ。

後藤田貴也
３６２−３
６５

9/29 木 4
１６．グリコーゲ
ン代謝と糖新生
（４／４）

１６章全体の復習とまとめ 後藤田貴也

10/3 月 2
１７・１８．ミト
コンドリアの異化
代謝（５／６）

１８・３酸化的リン酸化：電子伝達複
合体I〜IVが形成したH+濃度勾配を
使ってATP合成酵素がATPを合成する。
その構造とATP合成の分子機構。

田原義和
４０３−４
０９

3

4

10/5 水 2
１７・１８．ミト
コンドリアの異化
代謝（６／６）

１８・４酸化的代謝の制御：解糖から
供給されるピルビン酸由来の電子は最
終的に電子伝達系で酸素に捕捉され
る。各々の代謝経路の協調的制御によ
る糖異化代謝全体の制御。

田原義和
４０９−４
１３

10/6 木 3
２０．脂質代謝
（１／３）

２０・１脂質の消化、吸収と輸送、２
０・２脂肪酸の酸化：食物由来の脂質
と新規合成された脂質のマクロな動態
に始まり、小腸での吸収、組織への分
配過程を理解する。さらに、肝臓にお
ける脂質代謝を異化経路を中心として
学ぶ。

後藤田貴也
４４０−４
５４

10/11 火 3
２０．脂質代謝
（２／３）

２０・３ケトン体：飢餓の指標とされ
るケトン体が実は重要な代謝燃料であ
ることを脂質の異化代謝の延長として
とらえる。２０・４脂肪酸の生合成：
余剰のエネルギーを脂肪として貯蔵す
るための脂肪酸合成経路を酸化的代謝
と比較しつつ理解する。

後藤田貴也
４５４−４
６２

第１回試験 　１３，１４，１５，１６章
後藤田貴也
田原義和
山本隆史

10/4 火
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10/11 火 4
２０．脂質代謝
（３／３）

２０・５脂肪酸代謝の調節：異化・同
化両方向の脂肪酸代謝のホルモンによ
る厳密なコントロールを理解し、メタ
ボリックシンドロームなど代謝異常理
解の基礎とする。２０・６他の脂質の
合成：生体に必須なリン脂質や糖脂質
の合成、及びエイコサノイド代謝、お
よび２０・７コレステロール代謝を概
説する。

後藤田貴也
４６２−４
７４

3

4

3

4

11/1 火 3

２２．哺乳類燃料
分子の代謝：組織
化と調節（１／
３）

２２・１　臓器・器官の分業：種々の
臓器が生体機能の維持に果たす代謝生
化学的役割をまとめる。

後藤田貴也
５１４－５
１９

11/1 火 4

２２．哺乳類燃料
分子の代謝：組織
化と調節（２／
３）

２２・２　燃料代謝のホルモン制御：
糖質・タンパク質・脂質の代謝のホル
モンによる制御の仕組みを考察する。

後藤田貴也
５２０－５
２３

11/2 水 1
１９．光合成（１
／３）

１９・１葉緑体：ミトコンドリア類似
の小器官である葉緑体の形態と光のエ
ネルギーを捕捉する光合成色素の構造
と特性を理解する。１９・２明反応：
光合成細菌が行う循環型電子伝達の機
構を学ぶ。

田原義和
４１６−４
２２

11/2 水 2
１９．光合成（２
／３）

１９・２明反応（続き）：植物と藍藻
の行う酸素発生型の明反応はヒトを含
む好気性生物の代謝を支える酸素分子
を供給する。同時にミトコンドリア類
似の電子伝達でH+輸送を行いATPを生
成する。

田原義和
４２２−４
３０

11/7 月 1
１９．光合成（３
／３）

１９・３暗反応：明反応によってATP
だけでなく還元剤NADPHを生じ、これ
らを用いてカルビンサイクルを回し炭
酸同化によって地球上の全動物の生命
を支える炭水化物を生み出す。

田原義和
４３０−４
３７

11/7 月 2

２２．哺乳類燃料
分子の代謝：組織
化と調節（３／
３）

２２・３　代謝のホメオスタシス：エ
ネルギー代謝、食欲、体重の調節、２
２・４　燃料代謝の乱れ：臓器間のエ
ネルギー物質の受け渡しと、飢餓・肥
満での代謝生化学を概説する。

後藤田貴也
５２３－５
３１

後藤田貴也
田原義和
山本隆史

10/13 木
実習オリエンテー
ション及び実習講
義

実習に必要なテキスト等を配布する。
器具の取扱や回帰直線など、実習の理
解に必要な諸事項と、各実習のポイン
トを解説する。

後藤田貴也
田原義和
山本隆史

資料配布

10/27 木 実習まとめ

実習内容を振り返り、測定結果の意味
など実習中には気づかなかったことや
他班のデータなどを紹介し、実習のま
とめとする。
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11/7 月 4
２１．アミノ酸代
謝（１／３）

２１・１　タンパク分解：蛋白質を細
胞内で分解する装置とその機構。２
１・２　アミノ酸の脱アミノ：アミノ
酸特有のアミノ基を除去するアミノ基
転移反応とα−ケト酸の役割、Glu、
Aspの特殊性。

山本隆史
４７７−４
８３

11/9 水 3
２１．アミノ酸代
謝（２／３）

２１・３　尿素サイクル：アミノ酸か
ら解離した有毒なアンモニアを無毒な
尿素に変換する分子機構および他経路
との関わり。２１・４　アミノ酸の分
解：アミノ酸は異化産物で生じる代謝
中間体でグループ分けされる

山本隆史
４８３−４
９６

11/9 水 4
２１．アミノ酸代
謝（３／３）

２１・５　アミノ酸の生合成：アミノ
酸から別のアミノ酸への変換と２１・
４と逆の同化経路。２１・６　アミノ
酸代謝の他の生成物：ヘム、ホルモ
ン、生理活性アミン、一酸化窒素など
の生体分子の前駆体としてのアミノ酸

山本隆史
４９６−５
１１

11/14 月 1

代謝学特論：トラ
ンスポーターの構
造生物学（１／
３）

受動仲介輸送体：K+チャネルなどのイ
オンチャネル、水チャネルなどの小分
子チャネルの三次構造と四次構造、そ
れに基づくイオンや溶質分子の選別メ
カニズムの理解を示す。

田原義和 資料配布

11/16 水 1

代謝学特論：トラ
ンスポーターの構
造生物学（２／
３）

１次能動輸送体：ATP加水分解と共役
してイオンや溶質分子を濃度勾配に逆
らって輸送するP型ATPアーゼやABCト
ランスポーターなどの輸送機構を構造
に基づいて理解する。

田原義和 資料配布

11/16 水 4
２３．ヌクレオチ
ド代謝（１／２）

２３・１　プリンリボヌクレオチドの
合成：全てのプリンヌクレオチドの元
となるイノシン－リン酸のde novo合
成経路と調節、食物中のプリン塩基を
再利用するサルベージ経路を理解す
る。２３・２　ピリミジンリボヌクレ
オチドの合成：共通前駆体であるウリ
ジン－リン酸のde novo合成経路とそ
の調節を理解する。

山本隆史
５３３−５
４０

11/16 水 5
２３．ヌクレオチ
ド代謝（２／２）

２３・３　デオキシリボヌクレオチド
の生成：ヌクレオチドを還元してDNA
前駆体であるデオキシリボヌクレオチ
ドを得る経路の鍵となる酵素リボヌク
レオチドレダクターゼは厳密に調節さ
れる。２３・４　ヌクレオチドの分
解：プリン塩基の尿酸への代謝と、ヌ
クレオチド代謝を標的とする薬剤につ
いて学ぶ。

山本隆史
５４０−５
５１

3

4
第２回試験

ミトコンドリアの異化代謝（１７，１
８），２０，２１章

後藤田貴也
田原義和
山本隆史

11/17 木
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11/21 月 3

代謝学特論：トラ
ンスポーターの構
造生物学（３／
３）

２次能動輸送体とその他の輸送体：１
次能動輸送体などで形成されたイオン
濃度勾配を利用して溶質を輸送する
SLCファミリーや多剤排出トランス
ポーター、太陽光や電子伝達のエネル
ギーでイオン輸送する膜蛋白質などの
輸送機構を学ぶ。

田原義和 資料配布

11/21 月 4
代謝学特論：ウイ
ルスの構造生物学

ウイルスは細菌と同程度に環境中に存
在する非生物だが標的細胞の複製・転
写・翻訳装置を使って増殖する点で極
めて生物的である。ウイルスの一般的
特徴とIFV, HIV, SARS-CoV2等の感染
や増殖、薬物治療について構造に基づ
いて概観する。

田原義和 資料配布

11/24 木 2
代謝学特論：免疫
分子の構造生物学

ヒトの免疫応答は自然免疫と適応免疫
に大別される。前者は可溶性エフェク
ターや進化の過程で記憶した病原体の
特徴を捉える受容体により異物を排除
する。後者はより柔軟にあらゆる抗原
に対応する。これら免疫応答の分子群
を構造に基づいて概観する。

田原義和 資料配布

12/6 火 3
代謝学特論：酵素
の異常と疾患

酵素活性の異常は代謝経路の破綻を介
して様々な疾患の原因となる。原発性
の脂質異常症の原因となる酵素欠損症
を例として、その臨床的重要性、診断
および治療に関して概説する。

後藤田貴也 資料配布

12/6 火 4
代謝学特論：転送
蛋白質の異常と疾
患

転送蛋白質の異常は物質輸送経路の破
綻を介して様々な疾患の原因となる。
原発性の脂質異常症やビタミン欠損症
の原因となる転送蛋白質欠損症を例と
して、その臨床的重要性、診断および
治療に関して概説する。

後藤田貴也 資料配布

12/7 水 2
代謝学特論：栄養
分子の基礎知識
（１／２）

「特別講義Ⅰ」受講のための基礎知識
（その１）。まず三大栄養素の代謝を
概観し、ビタミンやビタミン類似物質
と代謝との関わりを概観する。

田原義和 資料配布

12/7 水 3
代謝学特論：栄養
分子の基礎知識
（２／２）

「特別講義Ⅰ」受講のための基礎知識
（その２）。ミネラルと水は体液に一
定量含まれることがホメオスタシスの
維持に必須である。また代謝に必須の
分子状酸素とそれから体内で発生する
活性酸素種について概観する。

田原義和 資料配布
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12/8 木 1

代謝学特論：肥満
症とメタボリック
シンドロームの成
因的基盤

摂食抑制ホルモン（レプチン）の発見
を契機として解明されつつある肥満症
の分子生物学的基盤と、臓器・代謝
ネットワークの破綻に起因するメタボ
リックシンドロームの成因的基盤に関
して概説する。

後藤田貴也 資料配付

12/8 木 2
代謝学特論：栄養
と老化・寿命

カロリー制限による寿命延長が多くの
生命体で確認され、突然変異体の解析
から栄養関連のシグナル分子が寿命延
長に関与する可能性が示唆されてい
る。この分野での最新の知見をもと
に、栄養と老化・寿命との関連に関し
て概説する。

後藤田貴也 資料配布

12/12 月 2
特別講義Ⅰ（１／
２）

『食事療法ｰ１』 「食事」「栄養」が
必要な理由：入院中の栄養管理におけ
る医師の責任、健康な社会の実現のた
めに何を成すべきか。また、栄養アセ
スメントを通した摂取エネルギー・栄
養素必要量の把握、栄養補給ルートの
選択などの実務的側面。

塚田芳枝 資料配布

12/14 水 3
特別講義Ⅰ（２／
２）

『食事療法ｰ２』 病態栄養の実際：糖
尿病、脂質異常症など疾患別の食事療
法や周術期の栄養管理から終末期の栄
養補給に至る病態栄養学、および多業
種協働によるチーム医療での栄養部門
の役割など、臨床現場における栄養管
理の実際。

塚田芳枝 資料配布

3

4

12/15 木 特別講義Ⅱ 外部講師 資料配布
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10/17 月 2
代謝生化学実習
（１／２）

実習Ａ・Ｂ（１／２の１日目）
準備・実習

10/17 月 3 〃 実習

10/17 月 4 〃 〃

10/17 月 5 〃 〃

10/18 火 2
代謝生化学実習
（１／２）

実習Ａ・Ｂ（１／２の２日目）　実習

10/18 火 3 〃 〃

10/18 火 4 〃 〃

10/18 火 5 〃 〃

10/19 水 2
代謝生化学実習
（１／２）

実習Ａ・Ｂ（１／２の３日目）　実習

10/19 水 3 〃 〃

10/19 水 4 〃 議論

10/19 水 5 〃 まとめ

10/24 月 2
代謝生化学実習
（２／２）

実習Ａ・Ｂ（２／２の１日目）　実習

10/24 月 3 〃 〃

10/24 月 4 〃 〃

10/24 月 5 〃 〃

10/25 火 2
代謝生化学実習
（２／２）

実習Ａ・Ｂ（２／２の２日目）　実習

10/25 火 3 〃 〃

10/25 火 4 〃 〃

10/25 火 5 〃 〃

10/26 水 2
代謝生化学実習
（２／２）

実習Ａ・Ｂ（２／２の３日目）　実習

10/26 水 3 〃 議論

10/26 水 4 〃 〃

10/26 水 5 〃 まとめ、後片付け

後藤田貴也
田原義和
山本隆史

配布実習書
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学 科 目：医学統計学 

科目責任者：遠山 満 特任教授  

担当教員：准教授 高原哲士（物理学教室）、大谷宗久（物理学教室） 

 

Ａ．教育の基本方針 

統計学は、生活習慣と疾病の罹患率との相関や、臨床試験における

新薬の薬効の有無などを定量的に評価するにあたって、医療の現場

でも多く用いられている。新しい診断検査方法や治療方法の有効性

を判断するために、統計的手法の取得は不可欠なものであり、不必

要な検査や投薬を最小限に抑えるためにどのような考え方に基づ

き判断すべきか、統計学はその指標を与える礎となるものである。 

本講義は、本学医学部学生の到達目標のうち「問題解決能力」や「医

学・医療と地域・社会との関わり」を勘案して、統計学の基本的知

識とデータ解析のための基礎技術の習得を目標とし、疫学や治験な

どで用いられる統計学的手法の基礎を学習することを主題とする。

本科目は、「医学物理学実習」をはじめ「生体化学実習」・「生物学

実習」およびＭ３で履修予定の「薬理学実習」等で必要となる統計

的仮説検定や回帰分析といった統計解析法とその原理の解説を講

義内容として含み、Ｍ３やＭ６で学習する「衛生学」や「公衆衛生

学」の基盤を与える講義・演習として位置づけられるものである。 

 

Ｂ．到達目標 

“医学のための統計学修得”を目標に以下のことを明確に説明で

き、かつ対処できる知識や技能を得ることを目標とする。 

１．データの基本統計量とその分布 

２．相関と回帰分析 

３．統計的仮説検定 

４．相関分析における相関係数の解釈、検定における有意確率の

解釈 

５．統計処理から得た結果の解釈 

６．臨床医学との係わり合い、一般的に公表されたデータ等につ

いての適切な解釈 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．確率変数とその分布について、その意義を説明できる。 

２．統計的推測（推定と検定）の原理と方法を修得する。 

３．統計ソフトを用いた解析方法を身につける。 

 

－175－



Ｄ．学習内容 

１．基本方針 

本科目は、カリキュラムマップにおける「行動科学」と「社会医学」

および「医学準備教育」の内容を含み、科学的根拠に基づく医学を

実践するための分析的・科学的手法の原理修得に主眼を置いて、医

学に必要な統計学の基礎理論や基礎知識の解説を行う。コンピュー

ターが算出した数値を鵜呑みにするのではなく、そのブラックボッ

クスの中で何が行われているかの基本的理解とその数値があらわ

す意味をしっかりと理解することが大切である。 

２．概要 

項目 概要 
期/コ

マ 
担当 

医学統計学講

義 

記述統計 前期/3 大谷 

母数の推定 前期/2 大谷 

統計的仮説検定 前期/4 大谷 

回帰分析 前期/1 大谷 

生存時間分析、ROC曲線 前期/2 大谷 

統計学演習 
エクセルによる統計分析 後期/1 高原、大谷 

SPSSを用いた統計分析 後期/1 高原、大谷 

３．アクティブラーニング 

講義内容の理解度をはかるため、スマートフォン等で回答可能な評

価外の小テストを実施する。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

１．実習 

情報演習室での表計算ソフト（Excel）及び統計ソフト（SPSS）を

用いた医学統計学演習を主に行う。 

講義で解説した統計学の基礎知識や基礎理論、そして実データの統

計処理について、学習・体験する。情報演習室の開放時間を確認し

て、各自、統計ソフトを自由に操作しデータの統計処理ができるよ

うな復習態勢をとることが望まれる。また、統計ソフトに頼らず、

電卓を用いた解析や結果解釈を行う。 

２．課外授業 なし 

 

Ｆ．準備学習の内容 

事前に履修案内・授業内容（シラバス）の「講義テーマ」や「講義

内容」を読み、教科書や参考書から関連事項についての情報を得た
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うえで講義に臨むことが望まれる。なお、医学統計学演習では、短

時間のうちにコンピューター上でのデータ処理をするため、事前に

コンピューターの使用法やエクセルの取り扱いなどに習熟して受

講されたい。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

講義中に出題された演習問題が時間内に解けなかった場合は、次回

の講義開始時までに問題を解いてくること。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．試験の方法：講義内容の理解度と応用力について確認する。 

２．試験の期日と実施方法 

前期の定期試験期間中に期末試験を行う。試験の際は必ず関数電卓

を持参すること。再試験は、後期講義期間中の講義・実習の無い時

間帯に実施する。試験においては、総合的な理解力を確認するため

記述式問題と電卓で計算できる統計処理の計算問題を出題する。 

３．評価方法 

定期試験の結果および演習時の提出物を評価し、出席、学習態度、

レポートも参考にする。 

４．判定基準 

判定基準は 60点以上を合格とする。 

５．定期試験受験資格に関する出席の取り扱い 

講義・実習を別々として通年の出席率で判定する。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が必ず所持すべき本） 

基礎医学統計学 改訂第７版 加納克己、高橋秀人著 南江堂 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

なし 

３．参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

（R）統計学入門 第７版 杉田暉道、栃久保修著 医学書院 

（A）バイオサイエンスの統計学 市原清志著 南江堂 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

    (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 

 

 

 

－177－



 2022年度　1年　講義予定表

【医学統計学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/21 木 2
標本抽出とデータ解
析

統計学における母集団や標本などの基本的
概念について説明し、さまざまな標本抽出
法や、得られるデータの種類について解説
する。

大谷宗久 3～10

4/25 月 3
分布の代表値と散布
度

母集団から抽出して得られる標本の性質を
記述する基本統計量として、平均値や中央
値といった代表値、および分布のばらつき
を表す標準偏差や範囲などの散布度につい
て解説する。

大谷宗久 11～21

5/11 水 2 誤差伝播と有効数字

データの測定によって得られる値の有効数
字および誤差について説明し、データを用
いた科学量の評価にあたって測定値の誤差
がどのように伝播するか解説する。

大谷宗久 配布資料

5/12 木 2
確率分布と中心極限
定理

確率変数が従うさまざまな分布を紹介し、
複数回の測定値の平均がどのような分布に
従うかを規定する中心極限定理について説
明を行う。

大谷宗久 29～44

5/19 木 2 母数の推定

有限回の標本抽出によって得られる標本平
均と分散のデータから、母平均や母分散が
存在しうる区間を推定する方法について解
説を行う。

大谷宗久 83～87

5/25 水 2 母平均の差の検定

統計的仮説検定の概要を説明し、帰無仮説
と背理法を用いた検定の方法について解説
する。検定の具体例として２群間の平均値
の差の検定（t-検定）を取り上げる。

大谷宗久 51～55

6/16 木 2
２群の割合の差の検
定

有意確率や片側検定といった検定にかかわ
る概念を説明する。また、等分散性の検定
や、２群間の割合の差の検定について解説
を行う。

大谷宗久 56～57, 79

6/23 木 2 回帰直線と相関係数

連続変量の二変数間の関係を検討する際に
使用する相関分析、回帰分析について解説
する。また、死亡率など値域が有限区間で
ある場合に用いられるロジスティック回帰
分析についても触れる。

大谷宗久 99～114

6/30 木 2
クロス集計表と独立
性の検定

正規分布に従わないデータの際に利用され
る「ノンパラメトリック検定」の概要と、
その代表である「クロス表分析（カイ二乗
検定）」について、解説する。

大谷宗久 69
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 2022年度　1年　講義予定表

【医学統計学】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

7/5 火 4 順位和検定

「ノンパラメトリック検定」での２群間の
代表値の差の検定に相当する「Mann-
Whitney's U検定」と、分散分析に相当す
る「Kruskal-Wallis検定」について説明す
る。

大谷宗久 58～60

7/7 木 2 一元配置分散分析

３群以上の多群間での平均値の差の検定で
ある「一元配置分散分析」について解説す
る。また、どの２群の平均値に差が生じて
いるかを明らかにする多重比較の方法につ
いても触れる。

大谷宗久 115～130

7/12 火 3
生存時間解析とROC
曲線

生存率の時間変化を記述するKaplan-Meier
推定量について説明し、２群の生存確率の
差を検証するログランク検定について解説
する。検査値の最適閾値を決めるための
ROC曲線についても触れる。

大谷宗久 131～151

8/31 水 3
医学統計学演習１

Excelを用いて2群間の平均値の差の検定
（t検定）を学ぶ。関数を使う方法と分析
ツールを用いる方法を紹介する。

高原哲士、
大谷宗久

6章

8/31 水 4
医学統計学演習２

SPSSを使った統計分析の方法を学ぶ。デー
タ入力方法から始めて、基本統計量、ヒス
トグラム、平均値の差の検定、順位和検
定、カイ二乗検定などを扱う。

高原哲士、
大谷宗久

6,7章
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学 科 目：肉眼解剖学Ⅰおよび肉眼解剖学Ⅰ実習 

科目責任者：長瀬美樹 教授（肉眼解剖学教室） 

担当教員：教  授 長瀬美樹（肉眼解剖学教室） 

客員教授 松村讓兒（肉眼解剖学教室） 

講  師 上野仁之（肉眼解剖学教室） 

講  師 大石篤郎（肉眼解剖学教室） 

 遠藤秀紀（肉眼解剖学教室） 

 

Ａ．教育の基本方針 

肉眼解剖学では、講義と実習を通して医学の根幹となる人体の構造

と仕組みについて学習する。肉眼解剖学Ⅰ講義では、人体の構造と

機能に関する導入的事項、器官が作られる過程、発生学的視点から

みた人体構造、先天性疾患の成因などを修得する。実習（骨学）で

は人体を構成する骨格について学ぶ。解剖学の扱う範囲は広く、医

学の進歩に伴い覚えるべきことは益々増えているが、単なる用語の

暗記ではなく、人体構造を、その背景にある機能をイメージしなが

ら身につけることを目標とする。臨床医学との関連を重視し、病気

の成り立ちの理解や医療画像の読影スキルなど、臨床医学の基盤と

して役立つ解剖学的知識、発生学的知識や技能の修得を目指す。 

 

Ｂ．到達目標 

医師に求められる医学知識の基盤となる人体の正常構造のイメー

ジを身につけ、その概略を説明することができる。人体の構造を生

理機能や病態と関連づけ、各構造が持つ医学的意味を理解すること

ができる。ヒトの発生過程の概略を理解し、発生学的視点から人体

の構造や先天性疾患を理解することができる。人体の骨格の構成、

個々の骨の形状や連結様式について理解し、構造と機能を関連付け

て説明することができる。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．人体構造のイメージを把握したうえで生理機能や病態との関連

について、その概略を説明できる。 

２．ヒトの発生過程の概略を理解し、各段階において起こる現象や

派生異常の要因について説明できる。 
３．骨学実習で骨標本から直接情報を獲得し、人体構造の理解に活

用する術を身につける。 
 

Ｄ．学習内容 
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  １．系統講義 

 項目 概要 期 コマ 担当 

総論 肉眼解剖

学 

発生学 

臨床医学を修得し応用するために必

要となる、人体の各部の構造と機能、

発生過程の概略を講義する。 

後 2 長瀬 

大石 

各論 肉眼解剖

学 

発生学 

人体の構造に関する導入的知識を器

官系ごとに整理して講義する。 

器官発生について学び、発生学的視点

から人体の構造や先天異常を理解す

る。 

後 8 長瀬 

松村 

上野 

大石 

特別講義 進化史から体構造を考える 後 1 遠藤 

 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策として、対面講義は

原則として 2 講堂を、骨学実習は 2 実習室を用いる。手指消毒、換気

を行い、密を避けて実施する。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

実習： 

 １．実習の基本方針 

骨学実習では、骨学実習マニュアルにそって骨標本（個々の骨や交

連骨格）を観察し、人体の骨格の構成、個々の骨の名称や形状、上

下左右の鑑別、体表から触知できる骨の部位について説明できるよ

うにする。関節について、その名称、構成する骨とその部位の名称、

関節の種類、関節の運動を理解し、実際に骨同士を連結させ、関節

を動かし、構造と機能を関連づける。実習の成果は自学自習によっ

てもたらされるので、必ず骨実習マニュアル、教科書、図譜で予習

し、目標をもって実習に臨むこと。 

出席番号順に班分けし、さらに各班を A・B・C・D グループに分け

て実施する。初日は実習講義を行い，第２日以降は基礎棟地下１階

の解剖学実習室と 2階または 5階実習室にて骨学実習（３コマ×５

回）を行う。実習時間は 13：15～17：30 で、休憩時間は各回指示

する。勝手な退室・休憩は認めない。 

実習室では白衣を着用、身だしなみに注意する（長髪は束ねる・爪

は短く切っておく・スリッパやハイヒールは避ける）。 

貴重品はロッカーにしまい、実習室には持参しないこと。 

実習室内での以下の行為は厳禁である。 

①写真撮影（カメラ・スマホ・タブレット等の撮影可能機器の持ち

込み禁止） 
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②標本の持ち出し、持ち歩き、複写 

③飲食物の持ち込みと飲食・飲酒・喫煙 

 

２．課外授業：なし（M2で受け入れる） 

 

 ２．実習の項目 

項目 概要 期 コ

マ 

担当 

骨学実習 人体の骨格の構成、個々の骨の名称や形

状、上下左右の鑑別、体表から触知でき

る骨の部位について説明できるように

する。関節の名称、構成する骨とその部

位の名称、関節の種類、関節の運動を理

解する。 

体幹、上肢、骨盤・下肢、頭蓋骨の観察

を行う。頭蓋骨分解模型を組み立て、骨

の構成を身につける。 

後 1７ 長瀬 

松村 

上野 

大石 

 

Ｆ．準備学習の内容 

１）講義：講義予定表の講義テーマと講義内容を見て、「何につい

てききたいか」をメモして講義に臨むこと。ビジュランクラウドの

該当箇所を視聴する。各 30分。 

２）実習：骨学実習マニュアルの該当ページをよく読み、その日観

察する構造物をあらかじめ書き出し、実習内容を説明できる状態で

実習に臨むこと。各 1時間。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

１）講義：配布プリントならびに教科書の関連ページを熟読して復

習し、確認テストを提出する。講義でとったノート・メモをもとに

キーワードと思う用語を選び出し、教科書や図譜、参考書で調べま

とめておくこと（自分だけの教科書をつくる）。各 1時間。 

２）骨学実習：骨学実習マニュアルを中心に、図譜、教科書を参照

いながら骨の形態と機能を理解する。必ず自分で模式図を描いて説

明できるようにすること。各 1時間。 

３）英単語と画像問題：英単語リストを配布するとともに、

e-learning形式（monoxer）で英単語や画像問題の課題を配信する

ので各自学習すること。20分。 
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Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．受験資格 

講義の出席回数は総講義回数の２／３以上を必須とし、欠席回数が

限度を超えた場合は筆記試験の受験資格を失う。骨学実習は６回全

て出席が原則である。２回以上欠席した場合は骨学実習試験の受験

資格を失う。確認テストの提出状況が悪い場合にも、受験資格を失

うことがある。ただし、発熱など新型コロナウイルス感染症の疑い

がある場合には可能な範囲で対応するので、無理して出席せず、学

生係に連絡すること。 

２．評価方法（形成的評価と総括的評価） 

①形成的評価：講義期間中に筆記試験１を行い、成績不振学生を早

期に抽出し指導する。各試験の採点後すぐに、成績を個人のメール

に通知し、試験の模範解答と成績のヒストグラムを開示し、学生に

フィードバックする。質問に対しては、メールまたは直接教室にて

対応する。 

②総括的評価：期末試験（筆記試験２、骨学実習試験）にて、発生

学ならびに２年次の実習に十分な座学知識の定着を確認する。学生

へは試験情報（各試験の比重など）を開示する。 

③履修態度：講義後に確認テストを行い、全学生の講義理解度を確

認する。実習時に口頭試問を行い、実習態度を確認する。確認テス

トの提出や骨学実習態度を、履修態度として評価する。 

３．試験の期日と実施方法 

1) 筆記試験 1：講義期間中（10月 25日 1限）に実施する。講義１

～５の講義内容（配布資料、教科書該当ページ）を中心に、英単語

リストからも出題される。 

2) 骨学実習試験：骨学実習終了後（12月 14日 4～5限）に実施す

る。画像提示による筆答試験形式で行う。骨学実習の観察内容およ

びこれと関連する事項について日本語及び英語解答にて出題され

る。 

3) 筆記試験 2：骨学実習終了後（12月 14日 4～5限）に骨学実習

試験とあわせて実施する。講義６～１０の講義内容（配布資料、教

科書該当ページ）を中心に、・骨学実習の内容、英単語リストから

も出題される。 

※試験の解答に使用する用語は、原則として英語・日本語とも解剖

学用語（改訂 13版）掲載の用語を以て正解とする。 

４．判定基準 

筆記試験 1（30点）、筆記試験 2(35点)、骨学実習試験(35点)で換

算し、総合点 100点（6割以上合格）で学年成績として評価判定す
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る。試験欠席者に対しては、原則として杏林大学医学部学修規定第

7条に準じて対応するが、新型コロナウイルス感染症の感染状況に

より変更される場合があるので、教務に相談すること。不合格者に

は筆記再試験を行う（受験有資格者のみ）。再試験受験者の最終成

績は、筆記再試験（75 点満点に換算）および骨学実習本試験（25

点満点に換算）の合計を素点（60 点を最高限度）として報告され

る。進級判定については、試験の成績の他、履修態度等も含め総合

的に行う。 

通年成績優秀者若干名には、当教室より「優秀成績証明書」と副賞

（粗品）を授与する。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書 

○イラスト解剖学 第１０版：中外医学社 

○ネッター解剖学アトラス 第７版：南江堂 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

○グレイ解剖学 原著第４版：エルゼビア・ジャパン 

○プロメテウス解剖学コアアトラス第３版：医学書院 

〇カラー図解 人体誕生 からだはこうして造られる（ブルーバ

ックス） 

○ムーア人体発生学 第 8版：医歯薬出版 

○医学大辞典 WEB パッケージ アカデミック専用 6 年版：医学

書院 

３．参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

○カラー図解 人体の正常構造と機能 縮刷版第４版：日本医事

新報社 

○ムーア臨床解剖学 第 3版：MEDSi 

○解剖学講義 第 3版：南山堂 

○標準解剖学：医学書院 

〇カラー図解 新しい人体の教科書 上下 (ブルーバックス) 

〇トリセツ・カラダ カラダ地図を描こう (宝島社新書) 

○プロメテウス解剖学アトラス（3冊組）：医学書院 

○解剖学カラーアトラス（Rohen・横地） 第８版：医学書院 

○グラント解剖学図譜 第７版：医学書院 

〇ソボッタ解剖学アトラス 原書 24版（3冊組）：丸善出版 

○ラングマン人体発生学 第 11版：MEDSi 

○ラーセン人体発生学 第 4版：西村書店 

○人体発生学講義ノート 第 2版：金芳堂 
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○新発生学 改訂第 4版 Ｑシリーズ：日本医事新報社 

○解剖学用語 改訂 13版：医学書院（試験の解答はこれに則る） 

○医学大辞典 改訂 20版：南山堂 

○ステッドマン医学辞典（英和・和英）第 6 版：メジカルビュ

ー社 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

(A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【肉眼解剖学Ⅰ】

月日 曜 時限 講義・実習テーマ 講義・実習内容 担当 教科書

9/27 火 4
講義１
解剖学序論

解剖学総論・解剖学の歴史・器官系 長瀬美樹 配布資料

9/29 木 5
講義２
初期発生

受精・着床・妊娠・妊娠期間・内細胞塊・
二層性胚盤・三層性胚盤（外胚葉・中胚
葉・内胚葉）・胚子期・胎児期・胎盤・分
娩・双胎・異所性妊娠

大石篤郎 配布資料

10/11 火 1 特別講義 進化史から知る体構造を決める要因 遠藤秀紀 配布資料

10/14 金 4
講義３
消化器系

食道・胃・十二指腸・小腸・大腸・原腸（前
腸・中腸・後腸）・中腸ループ・腸間膜・肝
臓・胆嚢・膵臓

上野仁之 配布資料

10/18 火 1
講義４
呼吸器系

鼻腔・喉頭・気管・気管支・肺・肺胞・体
腔・横隔膜

松村讓兒 配布資料

10/20 木 3
講義５
循環器系

心臓・弁・動脈・毛細血管・静脈・リンパ
管・体循環・肺循環・心ループ・心房と心
房中隔・心室と心室中隔・胎児循環・出
生時の循環系の変化

長瀬美樹 配布資料

10/25 火 1
筆記試験１
（大学院講堂）

範囲：講義１～５ 全員

10/28 金 4
講義６
神経系

神経管・神経堤・脊髄・延髄・橋・中脳・小
脳・間脳・終脳・脳神経・脊髄神経・自律
神経系

松村讓兒 配布資料

10/31 月 4
講義７
泌尿生殖器系

腎臓・ネフロン・糸球体・尿細管・集合管・
前腎・中腎・後腎・尿管・膀胱・尿道・精
巣・卵巣・生殖管・付属腺

長瀬美樹 配布資料

11/4 金 2
講義８
鰓弓ほか

鰓弓器官・咽頭嚢・甲状腺・舌・唾液腺・
顔面・鼻腔と口腔・口蓋

松村讓兒 配布資料

11/8 火 3
講義９
感覚器系

眼と耳の構造、眼の発生（眼胞・眼杯・水
晶体プラコード）・耳の発生(耳板・耳胞)

上野仁之 配布資料

11/8 火 4

11/8 火 5

11/10 木 1
講義１０
運動器系

骨・軟骨・脊柱・頭蓋・筋組織・四肢の形
成・体幹の形成

大石篤郎 配布資料

11/15 火 3

11/15 火 4

11/15 火 5

骨学実習２ 全員

Aグループ：体軸骨格の観察
Bグループ：上肢の骨の観察
Cグループ：骨盤と下肢の骨の観察
Dグループ：頭蓋の骨の観察

配布資料

骨学実習１ 実習講義 全員 配布資料
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 2022年度　1年　講義予定表

【肉眼解剖学Ⅰ】

月日 曜 時限 講義・実習テーマ 講義・実習内容 担当 教科書

11/22 火 3

11/22 火 4

11/22 火 5

11/24 木 3

11/24 木 4

11/24 木 5

12/8 木 3

12/8 木 4

12/8 木 5

12/12 月 3

12/12 月 4

12/12 月 5

12/14 水 4

12/14 水 5

全員 配布資料

骨学実習試験（スラ
イド）
筆記試験２
（大学院講堂）

範囲：骨学実習１～６
　　　　講義６～１０

全員

全員：長瀨 美樹・松村 讓兒・上野 仁之・大石篤郎

骨学実習３

骨学実習４

骨学実習５

全員

Dグループ：体軸骨格の観察
Aグループ：上肢の骨の観察
Bグループ：骨盤と下肢の骨の観察
Cグループ：頭蓋の骨の観察

Bグループ：体軸骨格の観察
Cグループ：上肢の骨の観察
Dグループ：骨盤と下肢の骨の観察
Aグループ：頭蓋の骨の観察

全員

全員

配布資料

骨学実習６ 骨学実習の復習

配布資料

配布資料

Cグループ：体軸骨格の観察
Dグループ：上肢の骨の観察
Aグループ：骨盤と下肢の骨の観察
Bグループ：頭蓋の骨の観察
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学 科 目：英語・医学英語Ⅰ（共通） 

科目責任者：柴原純二 教授（教務部長） 

担当教員：准 教 授 黒田 航 

講 師 Khan, Fayyaz Ahmad 

非常勤講師 鈴木 一存, 山田 奎裕 

 

まえがき 

 本学部の英語は，M1と M2では「英語・医学英語 n」と「実践英

語 n」(n=1,2)とに大別される（M3, M4, M5 では「医学英語 n」

(n=3,4,5)のみとなる）。これら 2つは異なる目的のために設計され、

担当する教員のグループも分かれており、評価の方法も異なる。「英

語・医学英語 n」の目的は教養の獲得で評価は学内試験で決まり、

「実践英語 n」の目的は運用技能の向上で評価は外部試験の 

TOEFL-ITP の得点を用いる。本項目では「英語・医学英語 I」の指

導要領を述べる。「実践英語 I」の指導要領はそれ専用の項目を参

照するように。 

 

Ａ．教育の基本方針 

 英語は人々の生活の地球規模化が進む中で修得要求の増してい

る重要な技能である。これは医療関係者でも変わらない。文献に当

るだけでなく、患者や医療スタッフとの日常的な係わりで英語が実

技として必要とされる度合いは高まる一方である。 

英語を実用技能だと認識した場合、多くの日本人には（ａ）英語

で話す技能と（ｂ）英語で書く技能が不足しているだけでなく、（ｃ）

話された事を正確に聴き取る技能と（ｄ）十分に早く多量に読む技

能も欠けている。本科目では不足している技能を獲得するための指

導を行なう。 

その一方、英語は医学部の教育カリキュラムで不足しがちな人文

学や社会科学との接点となる教科の一つである。その点を考慮し、

英語で取り上げる教材は医療に特化する事を避け、教養としての価

値の高い素材を、クラスごとに受講生の実力と志向性を考慮しつつ

選ぶ。 

ただし具体的な指導は担当教員に拠るものとする。従ってＡ、Ｂ、

Ｃ、Ｄのそれぞれのクラスで学生が取り組む授業の内容は異なる。

なお、成績は特定のクラスにいることが不利にも有利にもならない

ように調節する。 

 クラスにより課題の難度が異なるため、その補正が必要である。

そのため、クラスごとに最高点を別に定める。具体的には、Ａ、Ｂ
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クラスの最高点は 100 点、Ｃクラスの最高得点は 95 点、Ｄクラス

の最高点は 90 点とする。得点算出の具体的な方法については、後

述する。 

 

Ｂ．到達目標 

 英語・医学英語ＩＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの当該項目をそれぞれ参照のこ

と。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

 修得すべき能力は英語・医学英語ＩＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄによって異な

る。当該項目をそれぞれ参照のこと。 

 

Ｄ．学習内容 

 英語・医学英語ＩＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの当該項目をそれぞれ参照のこ

と。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

 特になし。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

 英語・医学英語ＩＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの当該項目をそれぞれ参照のこ

と。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

 英語・医学英語ＩＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの当該項目をそれぞれ参照の

こと。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

 出席と成績は英語・医学英語ＩＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄで独立に評価する

のではなく、英語・医学英語Ⅰ全体として行う。出席は授業回数の

比率に基づいて全体評価とする。 

成績評価は前期と後期の二期に分けて出すが、後期の成績は通年

の成績と等価である。 

前期成績と後期成績はそれぞれ次のように決める： 

i) クラスの別によらず、学期の成績 T は学期中に複数回実施する

授業内課題 t1, t2, ..., tn の平均得点 U と期末試験の得点 V と

で決める。Uと Vの混合比率は 5:3とする (つまり T = (5 * U + 3 

* V)/8 で Vの端数を切り上げ)。 
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ii) 100≧Ｔ≧90の学生の評価はＳ、90＞Ｔ≧80の学生の評価はＡ、

80＞Ｔ≧70 の学生の評価はＢ、70＞Ｔ≧60 の学生の評価はＣ、60

＞Ｔの学生の評価はＤ（不合格）。この際、クラスごとの課題の難

度の不公平を解消するため、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄのクラスごとの平均点

平均点が 

 Ａの平均点≧Ｂの平均点＞Ｃの平均点＞Ｄの平均点 

となるようにＴを事後調節する。ただし A、Bの最高点の上限は 100

点、Cの最高点の上限は 95点、Dの最高点の上限は 90点とする。 

iii）調節後にＤ評価を受けた者は前期末と年度末（＝後期末）に

再試を課し，その評価に基づきＴを 60 点に修正できるかを判定す

る。 

 前期と後期のそれぞれについて出席率が要件に達しない場合、学

期ごとに Tを無効とする（つまり T=0とする）が、この条件により

前期の得点が 0点になった場合でも，後期の出席率の明らかな改善

によって通年で 2/3の出席を有意に越える場合、前期分の無効化を

無効にする可能性がある。 

 前期のみの成績をα、後期のみの成績をβとすると、通常授業の

通年の評価はαとβの平均値γ＝（α＋β）／２である。γが 60

点に満たない場合、年度末の再試験で補正をする（補正の最大値は

60点）。年度末の再試には通年の出席率が 2/3以上ある事を要件と

する。 

 英語・医学英語 Iの単独では成績を評価せず，実践英語 Iと合わ

せて英語 Iとして評価する。 

 

Ｉ．学習指導書 

英語・医学英語ＩＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの当該項目をそれぞれ参照のこと。

 

－191－





学 科 目：英語・医学英語Ⅰ[Cell Biology/Embryology & Anatomy 

Modules]（前期・後期Ａ班） 

科目責任者：柴原 純二 教授（教務部長） 

担当教員：講師 Khan, Fayyaz Ahmad 

 

Ａ．教育の基本方針 

Same as the general description for English/Medical English I. 

 

Ｂ．到達目標 

Learning outcomes  

On successful completion of the modules, students should be 

able to: 

• Discuss the key areas of cell biology and embryology.  

• Demonstrate basic anatomical knowledge. 

• Communicate effectively in both written and verbal 

presentation. 

 

Ｃ．修得すべき能力 

Collaboration and teamwork- Oral and written communication 

skills- Technology literacy. 

 

Ｄ．学習内容 

Spring and Fall semesters have different objectives. Their 

outlines are the following: 

 

Semester 1 （Spring） 

Week 1 General guidance 

Week 2 - Introduction to the course. Assessment for class A. 

Week 3 and 4 -Video and discussion on cell biology. 

Week 5 – In-Course Assessment 1 (lesson 2 and 3) 

Week 6 and 7 - Video and discussion on cell biology. 

Week 8 – In-Course Assessment 2 (lesson 5 and 6) 

Week 9 to 11 - Video and discussion on embryology. 

Week 12 – In-Course Assessment 3 (lesson 8 to 10) 

 

Semester 2 （Autumn） 

Week 1 to 3 - Appendicular Skeleton - Upper limbs bones 

Week 4 - In-Course Assessment 1 (lesson 1 to 3) 
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Week 5 to 7 - Appendicular Skeleton - Lower limbs bones 

Week 8 - In-Course Assessment 2 (lesson 5 to 7) 

Week 9 to 11- Axial Skeleton - Bones of the skull, vertebral 

column and thoracic cage 

Week 12 - In-Course Assessment 3 (lesson 9 to 11) 

Week 13 – Group discussions on the skeletal system. 

  

Ｅ．実習・課外授業 

Same as the general description for English/Medical English I. 

 

Ｆ．準備学習の内容 

You are required to do the essential reading (as instructed 

by the tutor) before each face-to-face tutorial. 

 

Ｇ．復習学習の内容 

After each tutorial, you will be required to continue your 

discussions on the online discussion forum and complete a 

reflective report on the lesson as part of your self-assessment. 

You can find the reflective report section in your e-portfolio 

(Moodle/Padlet Backpack). 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

Same as the general description for English/Medical English I. 

At the end of each semester, your provisional mark for the 

summative assessment will be based on the following: 

    Discussion Board and In-Class Discussions (20%) 

In-Course Assessments (50%) 

End-of-Course (Term-Final) Assessment (30%) 

    During the modules, there will also be a formative assessment 

    to test your knowledge.    

 

Ｉ．学習指導書 

    Reading list 

    CORE:             Handout 

    FURTHER READING:  Gray's Anatomy: The Anatomical Basis of   

                      Clinical Practice. Elsevier, 41st Edition. 

    Apps List 

    Essential:   Moodle, Complete Anatomy 22 & Padlet 

－194－



    Recommended: Khan Academy 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

   (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

英語・医学英語Ⅰ【Ａ班】前期

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/19 火 2 開講案内
講師の自己紹介、授業の方針の説明、聞き
取り調査，プレースメント試験

黒田 航
Khan,Fayyaz
鈴木 一存
山田 奎裕

スライド

4/26 火 2 Lesson 1
Introduction to the course. Class A
Assessment.

Khan,
Fayyaz

5/10 火 2
Lesson 2
Introduction to
Cell Biology

Video and discussion
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

5/17 火 2
Lesson 3
Introduction to
Cell Biology

Video and discussion
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

5/24 火 2
Lesson 4 In-Course
Assessment 1

復習のための課題 1
Khan,
Fayyaz

5/31 火 2
Lesson 5 Cell
Biology

Video and discussion
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

6/7 火 2
Lesson 6 Cell
Biology

Video and discussion
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

6/14 火 2
Lesson 7 In-Course
Assessment 2

復習のための課題 2
Khan,
Fayyaz

6/21 火 2
Lesson 8
Embryology

Video and discussion
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

6/28 火 2
Lesson 9
Embryology

Video and discussion
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

7/5 火 2
Lesson 10
Embryology

Video and discussion
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

7/12 火 2
Lesson 11 In-
Course Assessment
3

復習のための課題 3
Khan,
Fayyaz
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 2022年度　1年　講義予定表

英語・医学英語Ⅰ【Ａ班】後期

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

8/30 火 2 Lesson 1 Anatomy Bones of the Appendicular Skeleton 1
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

9/6 火 2 Lesson 2 Anatomy Bones of the Appendicular Skeleton 1
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

9/13 火 2 Lesson 3 Anatomy Bones of the Appendicular Skeleton 1
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

9/20 火 2
Lesson 4 In-Course
Assessment 1

復習のための課題 1
Khan,
Fayyaz

9/27 火 2 Lesson 5 Anatomy Bones of the Appendicular Skeleton 2
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

10/4 火 2 Lesson 6 Anatomy Bones of the Appendicular Skeleton 2
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

10/11 火 2 Lesson 7 Anatomy Bones of the Appendicular Skeleton 2
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

11/1 火 2
Lesson 8 In-Course
Assessment 2

復習のための課題 2
Khan,
Fayyaz

11/8 火 2 Lesson 9 Anatomy Bones of the Axial Skeleton
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

11/15 火 2 Lesson 10 Anatomy Bones of the Axial Skeleton
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

11/22 火 2 Lesson 11 Anatomy Bones of the Axial Skeleton
Khan,
Fayyaz

Blended
learning

12/6 火 2
Lesson 12  In-
Course Assessment
3

復習のための課題 3
Khan,
Fayyaz

12/13 火 2 Lesson 13 Review Course review
Khan,
Fayyaz
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学 科 目：英語・医学英語Ⅰ（前期Ｂ班、後期Ｃ班） 

科目責任者：柴原 純二 教授（教務部長） 

担当教員：准教授 黒田 航 

 

Ａ．教育の基本方針 

英語Ⅰの共通項目として指定した通り。 

 

Ｂ．到達目標 

日本の英語教育の主流である（読解中心の）実用性からかけ離れた

英語ではなく、日本人にもっとも欠落している（ａ）聴き取り技能

と（ｂ）（日本語への翻訳を媒介としないで）十分に速く読む技能

の修得のための訓練を行なう。それを通じて専門教育で必要となる

専門英語運用への橋渡しを目的とする。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

1) 自然な速度で話される英語発話を聴き取る実力． 

2) 十分な速度で英文を読める実力． 

3) 英文を逐一日本語に訳さないで直観で概要を把握できる理解力． 

 

Ｄ．学習内容 

授業は次の４つの段階を 1サイクルとする実習形式で実施する（１

学期あたり３サイクル）: 

段階１で授業で取り上げる教材Ｘを選ぶ。具体的には、教員が用

意した３つか４つの TED講演を視聴して貰い、学生の希望に基づい

て１つの講演を選ぶ。 

第２段階で教員が講演Ｘの解説をする（Ｘが長い場合、解説が２

回に渡る場合もあるが、原則として一度の授業で解説を終える）。 

第３段階で、Ｘに基づいて作成した読解課題を実施する。これは

単なるテストと言うより実習を兼ねた課題である。 

第４段階で、Ｘに基づいた聴き取り課題を実施する。これを一学期

に三サイクル実施する予定である。 

学期の途中に一度だけ、TED講演を離れて QuickReaderというツ

ールを使った速読の訓練を実施する。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

英語Ⅰの共通項目として指定した通り。 
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Ｆ．準備学習の内容 

授業は講義内で完結する。従って、１．受講生の事前の予習を前提

とせず、２．復習を強要しない。この方針は個々の受講生の自主的

な予習と復習の実行を妨げるものではない（予習と復習を自主的に

実行すれば、受講生は自分の予想以上の実力を身につけることがで

きる）。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

段階３と段階４の課題が成績評価に直結するので，それに対して十

分な準備をする事が大切である。本授業では方針として、どの課題

でも日本語訳を要求しない。実地で英語が使えるようになる（ため

の準備を整える）のに，それは効果的でないからである（翻訳家に

なるのでもなければ、日本語訳がどんなに上手にできても英語が使

えるとは言えない）。教材を日本語に訳して内容が分った段階で学

習を終わりにすると、段階３と段階４の課題に十分に対応できない。

段階３の読解は TOEFL形式の全文英文課題である。特に段階４の準

備のために必要なのは講演を繰り返し、繰り返し聴いて、音声記憶

を定着させる事である。聴き取り課題を最後の段階４に配置してい

るのは準備の時間を十分に与えるためである。聴き取り技能向上の

支援ツールの使い方は授業で紹介する。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

英語Ⅰの共通項目として指定した通り。 

 

Ｉ．学習指導書 

教科書は特に指定しない（教材は TED講演を元に教員が用意する）。

教科書とは別に学習参考書を幾つか挙げておく： 

**学習法関係** 

［１］日本人の英語勉強法：なぜ日本人はこんなにも英語ができな

いのか？（J・バーダマン）．中経出版． 

［２］毎日の英速読：頭の中に「英文読解の回路」をつくる（J・

バーダマン）．朝日新聞出版． 

**単語習得関係** 

［３］毎日の英単語：日常頻出語の 90％をマスターする．朝日新聞

出版． 

［４］読んで覚える英単語【標準編】3000語レベル．桐原書店． 

［５］読んで覚える英単語【発展編】4500語レベル．桐原書店． 

［６］英単語レボリューション Book 1 Classic（宮岸羽会），南雲
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堂． 

［７］英単語レボリューション Book 2 Renaissance I（宮岸羽会）．

南雲堂． 

［８］英単語レボリューション Book 3 Renaissance II（宮岸羽会）．

南雲堂． 

［９］英単語レボリューション Book 4 Modern（宮岸羽会），南雲

堂. 

［10］語源で増やすサイエンス英単語（清水建二＋William Currie）．

ベレ出版． 

**英文法関係** 

［11］毎日の英文法：頭の中に「英語のパターン」をつくる（J・

バーダマン）．朝日新聞出版． 

［12］一億人の英文法（大西泰斗＆ポール・マクベイ）．東進ブッ

クス． 

［１，２］はいわゆる〈勉強法の概説〉である。特に英語が不得意

な学生は［１］を読んで自分の英語の勉強法の建て直しを強く勧め

る。英語を苦手になる最大の理由は、他に良い勉強法があるのにそ

れを知らずに、我流の誤った勉強法を続け、さっぱり効果があがら

ないことである。その悪循環は早く脱した方が良い。 

［３］－［10］はいわゆる〈単語帳〉であるが、学習が効果的にな

るように工夫されている。［３，４，５］は基礎固めに良い。品詞

別の学習という方略を採用しているのが［６，７，８，９］である。

［６］では動詞の使い方を、［７，８］では名詞と動詞の組み合わ

せ方を、［９］では形容詞の使い方を効率的に学べる。日本人が不

得意分野に的を絞った［６］だけでも試す価値がある。［10］は自

然科学で使われる英単語を語源的に解説したものである。ある程度

の語彙力があり更に語彙を増やしたい場合には勧められる。 

［11，12］はいわゆる〈文法書〉であるが、実用的な英語（話し言

葉への適用）も射程に入れたもので，他の読解中心の文法書とは一

線を画す。［11］は読み物風で気楽に読め、［12］は研究書風で説明

が丁寧で詳しい。ただ、その分読み通すのは大変である。 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

   (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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学 科 目：英語・医学英語Ⅰ（前期 C班、後期 B班） 

科目責任者：柴原 純二 教授（教務部長） 

担当教員：非常勤講師 鈴木 一存 

 

Ａ．教育の基本方針 

英語Ⅰの共通項目として指定した通り。 

 

Ｂ．到達目標 

職業人としての医師の人格形成に資する社会科学系の教養を、英

語を通して学修する。英文中の読解・聴解できない要素に遭遇し

ても、文中の各語の断片的情報を最大限活用して文の大意を論理

的に推測し、英文を独力で理解する地力を養う。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

・ 英文の聴解が困難である場合でも、聴きとれる箇所のみをヒン

トにして、文の大意を推測する能力 

・ 英文の統語的構造の解釈が通用しない場合でも、文を構成する

一つ一つの語の意味をヒントにすることで、文全体のニュアンス

を直観的に把握する能力 

 

Ｄ．学習内容 

 本授業では、社会科学的内容（ミクロ経済・法・観光などをテ

ーマとする予定）のテキストの読解を通して、英語を多角的に学

修する。 

 発音に対して強い苦手意識を持つ学生にとっては、発音のしく

みは一朝一夕では修得し難い場合も多い。そうした学生に配慮す

ることもあり、テキスト中の音声で解説が必要と考えられるもの

を随時ピックアップし、発音のしくみを口腔断面図や IPA（国際

音声字母）などを用いて個別具体的に少しずつ学習する。 

 リスニング力を地道に向上させるべく、毎回ディクテーション

演習を行う。ディクテーション演習は、授業で扱うテキストを使

用する。授業の序盤で、テキストを見ない状態で、独力で英文を

聴きとる訓練を実施する。訓練実施後、聴きとれなかった箇所の

原因を講師と学生が共同で分析する。聴解訓練実施後のテキスト

の意味解説の後、聴解困難である箇所以外の要素の意味を論理的

に関連付け、文の大意を可能な限り正確に推測する地力を養成す

る。 

 音声知覚・内容理解・発話感覚の習得など、英語能力の向上に
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多方面で資するため、音読を可能な限り反復する。音読は、授業

で扱うテキストを用い、テキスト解説の前後に少なくとも２回実

施する。 

 テキストの解説に関しては、統語的構造の解説に加え、意味解

説にも重点を置く。特に、しばしば英文理解の妨げとなりうる多

義語がテキスト内に見受けられる場合、これを詳しく解説する。 

 テキスト中の語彙を中心に、語彙力の増強に努める。テキスト

中の語彙を記憶するための方略を丁寧に提示しつつも、それだけ

にとどまらず、造語論・語源論などの知見にもとづいて、語彙を

有機的に関連付けて体系的に記憶させる。目の前の英文に息づて

いる―しかしややもすると通り過ぎてしまう―活きた言語感覚を

感じとってもらい、言語における知識体系の有機的な展開可能性

を提示する。これは、英文の統語的構造を看破できない場合であ

っても、文を構成する各語の意味や語源などをヒントにして、少

なくとも大意を推測する地力を養うためでもある。 

 英文を前にした時、文構造の解釈に終始することなく、文意を

丁寧に解釈することの重要性を早い段階から認識させる。これ

は、人生にとって有用な教養を英文から吸収する近道でもあるの

ではないか。本授業では、学生諸君にとっての知的財産は、英文

そのものではなく、むしろ英語学習を通して得られる知識とその

広がりにこそあると考える。 

 なお、テキストの聴解・構造理解・意味理解などを主要学修内

容とするが、英会話（Speaking 技能）・英作文（Writing 技能）に

有用であると考えられる英語表現がテキストに出現する都度、そ

の有用性について解説を加える。 

 こうした一連のテキストを用いた学修内容に直接関連する課題

を、各学期に少なくとも３回提示し、可能な限り授業内で実施・

フィードバックする。課題の構成内容は、リスニング演習・内容

理解などを予定しているが、詳細内容については進度や学生の反

応なども総合的に勘案した上で最終決定する。 

 さきに述べた一連の言語的学修のプロセスの完了後、テキスト

全体の内容に関して検討を加える。時間が許せば、学生とテキス

トごとのテーマに関して対話の機会を設けることがある。 

 なお、上記の学修予定内容は必ずしも最終決定事項ではなく、

各クラスによって異なる様々な学修上の要求や事情に応じて柔軟

に変化させることも当然可能である。 

 

Ｅ．実習・課外授業 
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英語Ⅰの共通項目として指定した通り。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

 本授業では、授業冒頭で行うテキスト読解に先立つディクテー

ション形式のリスニング演習を授業時間内の予習として位置づけ

る。そのため、この意味での予習は、授業時間内に自動的に達成

される。 

 本授業は授業時間外の予習を前提とせず、学生諸君の自助努力

の領域と考える。意欲ある学生諸君に向けて、発展的予習の指針

を提示することがある。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

 本授業では、テキスト読解後の内容理解の確認およびテキスト

内容の検討を授業時間内の復習として位置づける。そのため、こ

の意味での復習は、授業時間内に自動的に達成される。 

 本授業は授業時間外の復習を強要せず、学生諸君の自助努力の

領域と考える。意欲ある学生諸君に向けて、発展的復習の指針を

提示することがある。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

英語Ⅰの共通項目として指定した通り。 

 

Ｉ．学習指導書 

教科書は指定しない(教材は教員が用意する)。 

参考図書を別途下記に挙げる: 

○参考図書（任意） 

寺澤芳雄『英語語源辞典』研究社 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

   (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 

 

 

 

－205－



 2022年度　1年　講義予定表

英語・医学英語Ⅰ【B班】前期

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/19 火 2 開講案内
講師の自己紹介、授業の方針の説明、
聞き取り調査，プレースメント試験

黒田 航
Khan,
Fayyaz

鈴木 一存
山田 奎裕

スライド

4/26 火 2
オリエンテーショ
ン、英語講演1 の
理解

担当教員の自己紹介、授業の方針の説
明、TED講演1の選択、聞き取り調査

黒田　航
スライドと
配布資料

5/10 火 2 英語講演1 の理解 TED講演1の解説 黒田　航
スライドと
配布資料

5/17 火 2 英語講演1 の理解
TED講演1を元にした読解課題の実施
(課題1)

黒田　航
スライドと
配布資料

5/24 火 2
英語講演1 の理解,
速読訓練

TED講演1を元にした聴き取り課題の実
施  (課題2), QuickReaderを使った速
読訓練

黒田　航
スライドと
配布資料

5/31 火 2
英語講演2,3 の理
解

TED講演2,3の選択 黒田　航
スライドと
配布資料

6/7 火 2 英語講演2 の理解 TED講演2の解説 黒田　航
スライドと
配布資料

6/14 火 2 英語講演2 の理解
TED講演2を元にした読解課題の実施
(課題3)

黒田　航
スライドと
配布資料

6/21 火 2 英語講演2 の理解
TED講演2を元にした聴き取り課題の実
施  (課題4)

黒田　航
スライドと
配布資料

6/28 火 2 英語講演3 の理解 TED講演3の解説 黒田　航
スライドと
配布資料

7/5 火 2 英語講演3 の理解
TED講演3を元にした読解課題の実施
(課題5)

黒田　航
スライドと
配布資料

7/12 火 2 英語講演3 の理解
TED講演3を元にした聴き取り課題の実
施  (課題6)

黒田　航
スライドと
配布資料
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 2022年度　1年　講義予定表

英語・医学英語Ⅰ【C班】後期

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

8/30 火 2
英語講演１ の理解
(1)

担当教員の自己紹介、授業の方針の説
明、TED講演1の選択、聞き取り調査

黒田　航
スライドと
配布資料

9/6 火 2
英語講演１ の理解
(2)

TED講演1の解説 黒田　航
スライドと
配布資料

9/13 火 2
英語講演１ の理解
(3)

TED講演1を元にした読解課題の実施
(課題1)

黒田　航
スライドと
配布資料

9/20 火 2
英語講演１ の理解
(4)

TED講演1を元にした聴き取り課題の実
施  (課題2)

黒田　航
スライドと
配布資料

9/27 火 2
速読訓練と英語講
演2 の理解 (1)

速読の訓練とTED講演2の選択 黒田　航
スライドと
配布資料

10/4 火 2
英語講演2 の理解
(2)

TED講演2の解説 黒田　航
スライドと
配布資料

10/11 火 2
英語講演2 の理解
(3)

TED講演2を元にした読解課題の実施
(課題3)

黒田　航
スライドと
配布資料

11/1 火 2
英語講演2 の理解
(4)

TED講演2を元にした聴き取り課題の実
施  (課題4)

黒田　航
スライドと
配布資料

11/8 火 2
英語講演3 の理解
(1)

TED講演3の選択 黒田　航
スライドと
配布資料

11/15 火 2
英語講演3 の理解
(2)

TED講演3の解説 黒田　航
スライドと
配布資料

11/22 火 2
英語講演3 の理解
(3)

TED講演3を元にした読解課題の実施
(課題5)

黒田　航
スライドと
配布資料

12/6 火 2
英語講演3 の理解
(4)

TED講演3を元にした聴き取り課題の実
施  (課題6)

黒田　航
スライドと
配布資料

12/13 火 2 予備 未定 黒田　航
スライドと
配布資料
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 2022年度　1年　講義予定表

英語・医学英語Ⅰ【Ｃ班】前期

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/19 火 2 開講案内
講師の自己紹介、授業の方針の説明、
聞き取り調査，プレースメント試験

黒田 航
Khan,
Fayyaz

鈴木 一存
山田 奎裕

スライド

4/26 火 2
オリエンテーショ
ン

授業の方針の説明 鈴木 一存
スライドと
配布資料

5/10 火 2 テキスト１の演習1
テキスト１のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説

鈴木 一存
スライドと
配布資料

5/17 火 2 テキスト１の演習2
テキスト１のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説

鈴木 一存
スライドと
配布資料

5/24 火 2
課題①（リスニン
グ演習・内容読
解）

課題①の授業内実施 鈴木 一存
スライドと
配布資料

5/31 火 2 テキスト１の演習3
テキスト１のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説＋内容の検
討課題①のフィードバック（予定）

鈴木 一存
スライドと
配布資料

6/7 火 2 テキスト２の演習1
テキスト２のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説

鈴木 一存
スライドと
配布資料

6/14 火 2
課題②（リスニン
グ演習・内容読
解）

課題②の授業内実施 鈴木 一存
スライドと
配布資料

6/21 火 2 テキスト２の演習2

テキスト２のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説＋内容の検
討
課題②のフィードバック（予定）

鈴木 一存
スライドと
配布資料

6/28 火 2 テキスト３の演習1
テキスト３のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説

鈴木 一存
スライドと
配布資料

7/5 火 2
課題③（リスニン
グ演習・内容読
解）

課題③の授業内実施 鈴木 一存
スライドと
配布資料

7/12 火 2 テキスト３の演習2

テキスト３のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説＋内容の検
討
課題③のフィードバック（予定）

鈴木 一存
スライドと
配布資料
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 2022年度　1年　講義予定表

英語・医学英語Ⅰ【B班】後期

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

8/30 火 2
オリエンテーショ
ン

授業の方針の説明 鈴木 一存
スライドと
配布資料

9/6 火 2 テキスト１の演習1
テキスト１のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説

鈴木 一存
スライドと
配布資料

9/13 火 2 テキスト１の演習2
テキスト１のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説

鈴木 一存
スライドと
配布資料

9/20 火 2
課題①（リスニン
グ演習・内容読
解）

課題①の授業内実施 鈴木 一存
スライドと
配布資料

9/27 火 2 テキスト１の演習3
テキスト１のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説＋内容の検
討課題①のフィードバック（予定）

鈴木 一存
スライドと
配布資料

10/4 火 2 テキスト２の演習1
テキスト２のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説

鈴木 一存
スライドと
配布資料

10/11 火 2
課題②（リスニン
グ演習・内容読
解）

課題②の授業内実施 鈴木 一存
スライドと
配布資料

11/1 火 2 テキスト２の演習2
テキスト２のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説
課題②のフィードバック（予定）

鈴木 一存
スライドと
配布資料

11/8 火 2 テキスト２の演習3
テキスト２のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説＋内容の検
討

鈴木 一存
スライドと
配布資料

11/15 火 2 テキスト３の演習1
テキスト３のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説

鈴木 一存
スライドと
配布資料

11/22 火 2
課題③（リスニン
グ演習・内容読
解）

課題③の授業内実施 鈴木 一存
スライドと
配布資料

12/6 火 2 テキスト３の演習2
テキスト３のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説
課題③のフィードバック（予定）

鈴木 一存
スライドと
配布資料

12/13 火 2 テキスト３の演習3
テキスト３のリスニング演習（ディク
テーション）・言語的解説＋内容の検
討

鈴木 一存
スライドと
配布資料
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学 科 目：英語・医学英語Ⅰ（前期･後期Ｄ班） 

科目責任者：柴原 純二 教授（教務部長） 

担当教員：非常勤講師 山田 奎裕 

 

Ａ．教育の基本方針 

英語・医学英語Ⅰで指定した通り。 

 

Ｂ．到達目標 

本授業は、医学生に必要とされる、英語論文を読み解く技

術の涵養を目指し、英文の構造を正確に把握した上で書かれ

ている内容を精確に理解する能力の向上を図る。 
 

Ｃ．修得すべき能力 

1. 英文の構造を正確に把握し、その内容を精確に理解できる能

力 

2. 初見の英文でも精確に読み解き、批判的思考をもって内容

を精査できる能力 
3. 1と2の能力を用いて、必要な情報に適切にたどり着くことが

できる能力 

 

Ｄ．学習内容 

英語学習においては、各文法事項を単元ごとに学ぶのが通

例である。しかし、英語で執筆された書籍・論文を読み解く

際、各単元の垣根を超え、これまで学習した内容を総動員す

る必要がある。 
 本授業では、英語で執筆された、1ページ完結型の教養書

を読んでゆく。書かれている内容は、歴史、文学、視覚芸術、

科学、音楽、哲学、宗教の7分野である。授業内で取り上げ

るテキストは、教員が複数の選択肢を提示した上で、学生に

その都度選択をしてもらう。学期の途中で授業内容をきちん

と把握しているかの確認テストを行う。詳細は初回授業で説

明する。 
 なお、授業構成は学生の学習状況や興味関心に応じて変更

する場合がある。 
 
Ｅ．実習・課外授業 

英語・医学英語Ⅰで指定した通り。 
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Ｆ．準備学習の内容 

本授業を受講するにあたっての特別な予習や予備知識は前

提としない。 
ただし、授業は積み上げ型で展開されるため、既習の英文

について「英文の構造を的確に把握すること」「内容を批判

的に読み解くこと」はじっくり行うこと（1時間程度）。また、

自発的な英語学習に役立つアプリケーションなどは適宜紹介

する。 
 

Ｇ．復習学習の内容 

授業で扱った英文について、文法・意味のまとまりを意識

した上で音読を行うことを推奨する。加え、内容を過不足な

く明快に要約することも有効な復習学習である（1時間程度）。 

復習学習後に浮かんだ疑問点などは教員に進んで質問して

頂きたい。有意義な復習成果が確認できた場合、最終成績評

価に加点する場合がある。詳しくは初回授業で説明する。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

英語・医学英語Ⅰで指定した通り。 

 

Ｉ．学習指導書 

教科書は指定せず、教員が英文テキストを配布する。しか

し、自主学習を行う場合は、下記の教材を適宜参考にすると

よい。 
下記の教材のうち、(R)の印は日常的な英語学習で使える

ものを、(A)の印は多少難解だが授業の補助教材として参照

できるものを意味する。 

 

【単語学習に関するもの】 

(R)鈴木陽一.『DUO 3.0』. アイシービー. 

(R)easy learning English Vocabulary. HarperCollins. 
(A)Cornog, Mary W. Merriam-Webster’s Vocabulary Build 

er. Merriam-Webster, Inc. 
(A)Lewis, Norman. Word Power Made Easy. Anchor. 

 
【文法・語法に関するもの】 
(R)江川泰一郎.『英文法解説』. 金子書房. 
(R)easy leaning Grammar & Punctuation. HarperCollins. 
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(R)綿貫陽、マーク・ピーターセン.『表現のための実践ロ

        イヤル英文法』. 旺文社. 
(R)Swan, Michael. Practical English Usage, 4th. Oxford  

University Press. [スワン, マイケル (著)、吉田正治 (訳). 
『オックスフォード実例現代英語用法辞典 <第4版>』.  
研究社／オックスフォード大学出版会.] 

 
 【英文読解に関するもの】 

(R) 行方昭夫.『英文の読み方』. 岩波文庫：岩波新書. 
(A)朱牟田夏雄.『英文をいかに読むか ＜新装復刊＞』.  

研究社. 
(A)高橋善昭.『英文読解講座 [新装復刊]』. 研究社. 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

   (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

英語・医学英語Ⅰ【Ｄ班】前期

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/19 火 2 開講案内
講師の自己紹介、授業の方針の説明、聞き
取り調査、プレースメント試験

黒田 航;
Khan,

Fayyaz; 鈴
木 一存; 山

田奎裕

スライド

4/26 火 2 Ｄ班講義趣旨説明
(1) 担当講師の自己紹介、(2) 授業の進め
方の説明、(3) 教材1の決定

山田奎裕 スライド

5/10 火 2 教材1➀
(1) 教材配布、(2) 英文読解、(3) グルー
プディスカッション

山田奎裕
配布教材・
スライド

5/17 火 2 教材1②
(1) 英文読解、(2) グループディスカッ
ション

山田奎裕
配布教材・
スライド

5/24 火 2
中間テスト (前期第
1回目)

教材1を対象とするテストの実施 山田奎裕 なし

5/31 火 2
テスト解説と教材決
め

(1) 前期第1回中間テストの解説、(2) 教
材2の決定

山田奎裕 スライド

6/7 火 2 教材2➀
(1) 教材配布、(2) 英文読解、(3) グルー
プディスカッション

山田奎裕
配布教材・
スライド

6/14 火 2 教材2②
(1) 英文読解、(2) グループディスカッ
ション

山田奎裕
配布教材・
スライド

6/21 火 2
中間テスト（前期第
2回目）

教材2を対象とするテストの実施 山田奎裕 なし

6/28 火 2
テスト解説と教材決
め

(1) 前期第2回中間テストの解説、(2) 教
材3の決定

山田奎裕 スライド

7/5 火 2 教材3➀
(1) 教材配布、(2) 英文読解、(3) グルー
プディスカッション

山田奎裕
配布教材・
スライド

7/12 火 2
教材3②と授業全体
の振り返り

(1) 英文読解、(2) グループディスカッ
ション、(3) 達成度の自己評価

山田奎裕
配布教材・
スライド
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 2022年度　1年　講義予定表

英語・医学英語Ⅰ【Ｄ班】後期

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

8/30 火 2 授業準備
(1) 近況報告、(2) 読解力向上の確認、
(3) 教材1の決定

山田奎裕
スライド・
配布資料

9/6 火 2 教材1➀
(1) 教材配布、(2) 英文読解、(3) グルー
プディスカッション

山田奎裕
配布教材・
スライド

9/13 火 2 教材1②
(1) 英文読解、(2) グループディスカッ
ション

山田奎裕
配布教材・
スライド

9/20 火 2
中間テスト（後期第
1回目）

教材1を対象とするテストの実施 山田奎裕 なし

9/27 火 2
テストの解説と教材
決め

(1) 後期第1回中間テストの解説、(2) 教
材2の決定

山田奎裕 スライド

10/4 火 2 教材2➀
(1) 教材配布、(2) 英文読解、(3) グルー
プディスカッション

山田奎裕
配布教材・
スライド

10/11 火 2 教材2②
(1) 英文読解、(2) グループディスカッ
ション

山田奎裕
配布教材・
スライド

11/1 火 2
中間テスト（後期第
2回目）

教材2を対象とするテストの実施 山田奎裕 なし

11/8 火 2
テストの解説と教材
決め

(1) 後期第2回中間テストの解説、(2) 教
材3の決定

山田奎裕 スライド

11/15 火 2 教材3➀
(1) 教材配布、(2) 英文読解、(3) グルー
プディスカッション

山田奎裕
配布資料・
スライド

11/22 火 2 教材3②
(1) 英文読解、(2) グループディスカッ
ション

山田奎裕
配布資料・
スライド

12/6 火 2 読解実践 (1) 教材配布、(2) 英文読解 山田奎裕 配布教材

12/13 火 2
読解実践の確認と授
業全体の振り返り

(1) 読解精度の確認、(2) グループディス
カッション(3) 達成度の自己評価

山田奎裕
配布教材・
スライド
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学 科 目：実践英語Ⅰ(共通) 

科目責任者：柴原純二 教授（教務部長） 

担当教員：教 授  坂本ロビン（外国語学部） 

教 授  稲垣大輔（外国語学部） 

講 師  Talken, Jackie（外国語学部） 

 

まえがき 

 本学部の英語は，M1と M2では「英語・医学英語 n」と「実践英

語 n」(n=1,2)とに大別される（M3, M4, M5 では「医学英語 n」

(n=3,4,5)のみとなる）。これら 2つは異なる目的のために設計され、

担当する教員のグループも分かれており、評価の方法も異なる。「英

語・医学英語 n」の目的は教養の獲得で評価は学内試験で決まり、

「実践英語 n」の目的は運用技能の向上で評価は外部試験の 

TOEFL-ITP の得点を用いる。本項目では「実践英語 I」の指導要領

を述べる。「英語・医学英語 I」の指導要領はそれ専用の項目を参

照するように。 

 

Ａ．教育の基本方針 

 TOEFL ITP の準備を通じて、英語を 1.読む、2.書く、3.聞く、

4.話すの 4技能を総合的に高める。 

 TOEFLとは米国の Educational Testing Service (ETS)が提供し

ている Test Of English as a Foreign Language の頭文字である。

これは英を母国語としない外国人が，米国の大学に入学して授業を

こなして行くのに十分な英語運用を運用力を備えているかは判定

するための試験である。言い換えると、非英語圏から米国の大学へ

の入学を希望している者が米国の高校卒業者の水準にあるかを判

定する試験である。少し考えればわかるように、とても水準が高い

(日本国内で良く知られた TOEICとは桁違いの難しさである)。 

 米国の大学に入学しようとしている者でなければ TOEFL の受験

が不要か？と言うと、実は違う。以前に比べて米国の医療機関に研

修に行く場合にも TOEFL を受験し一定水準の得点を示す事が必要

になる場合が増えて来ている。研修に行くのは M6 の初めだが、直

前に準備をしても間に合わない（英語はスポーツや音楽と同じ技能

であり短期間で訓練効果が認められる活動ではない）。準備には時

間が必要であり，方法論を知っておく必要もある．その機会を実践

英語 nが提供する。 
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Ｂ．到達目標 

 TOEFL-ITPで一定以上の得点が取れる英語の第 2言語として実用

水準実力の獲得を目標とする。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

 英語を 1.読む、2.書く、3.聞く、4.話すの 4 技能のうち、特に

TOEFL ITP で一定以上の得点ができるような運用力。 

 

Ｄ．学習内容 

 クラスは英語・医学英語 Iの A, B, C, D の 4クラスとは関係な

く形成する(授業の目的が異なるため）。 

 実践英語 Iでは学生を整理番号に基づいてα、β、γの 3グルー

プに分ける。整理番号の下 3 桁を 3 で割って余りが 1 のグループ 

(1001, 1004, ...)を α、余りが 2のグループ (1002, 1005, ...)

を β、余りが 0のグループ (1003, 1006, ...)を γ とする。こ

のように形成した α、β、γ のグループの授業は次の順序で 3名

の教員が担当する（通年で 27週）。教室は異なる。 

 

    α  β  γ 

第 1期 (02-09週) 坂本  Talken  稲垣 

第 2期 (10-17週) Talken  稲垣  坂本 

第 3期 (18-25週) 稲垣  坂本  Talken 

 

1期は 8週で構成される。以下の授業予定は変更がありうる。 

 

第 1期 (02-10週) 

Week 2-Week 9 αTOEFL ITP Listening Comprehension 

Week 2-Week 9 βTOEFL ITP Reading Comprehension 

Week 2-Week 9 γTOEFL ITP Structure and Written Expression 

 

第 2期 (10-17週) 

Week 10-Week 17 αTOEFL ITP Reading Comprehension 

Week 10-Week 17 βTOEFL ITP Structure and Written Expression 

Week 10-Week 17 γTOEFL ITP Listening Comprehension 

 

 

第 3期 (18-25週) 

Week 18-Week 25 αTOEFL ITP Structure and Written Expression 
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Week 18-Week 25 βTOEFL ITP Listening Comprehension 

Week 18-Week 25 γTOEFL ITP Reading Comprehension 

 

 なお期の変わり目が学期の途中にあるので注意するように。特に

使う教室の変更がある事を念頭に入れておくように。 

 

 授業で使う教材と強調点は教員によって異なる。教材は教員が用

意するので教科書の購入は必要ない。個々の教員がどんな教材を使

い、どんな指導をするかは、初回の授業で教員が説明する。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

 実施しない。 

 

Ｆ．準備学習の内容 

 3名の担当教員がそれぞれ授業内に指定する。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

 3名の担当教員がそれぞれ授業内に指定する。 

 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

 全生徒が前期末と後期末に TOEFL ITP Level 1 を受験する。そ

れぞれの受験で、学期中の出席率が 2/3を越えていない者は受験資

格がない。実践英語 I の最終成績は前期末の得点と後期末の得点

の平均値とするが、成績を実践英語 Iの単独で評価するかは現時点

で未定である。実践英語 I を英語・医学英語 I と合わせて英語 I

として総合的に評価する場合、その配合率は現時点で未確定（学期

始めに通知する）。 

  

Ｉ．学習指導書 

 教科書として “A Practical Guide to the TOEFL ITP Test”(セ

ンゲージラーニング) を使用。 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

  (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

実践英語Ⅰ（前期）

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/15 金 1
オリエンテーション
/実力判定

ガイダンス, TOEFL ITP Level 1 試験
(4/16) の受験案内

黒田航,
坂本ロビン他

なし

4/22 金 1
Cycle 1, Week 1:
Introduction to
TOEFL ITP

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:坂本ロビン
β:Talken,
Jackie
γ:稲垣大輔

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

5/6 金 1
Cycle 1, Week 2:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:坂本ロビン
β:Talken,
Jackie
γ:稲垣大輔

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

5/13 金 1
Cycle 1, Week 3:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:坂本ロビン
β:Talken,
Jackie
γ:稲垣大輔

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

5/20 金 1
Cycle 1, Week 4:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:坂本ロビン
β:Talken,
Jackie
γ:稲垣大輔

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

5/27 金 1
Cycle 1, Week 5:
TOEFL ITP Level 2

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:坂本ロビン
β:Talken,
Jackie
γ:稲垣大輔

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

6/3 金 1
Cycle 1, Week 6:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:坂本ロビン
β:Talken,
Jackie
γ:稲垣大輔

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

6/10 金 1
Cycle 1, Week 7:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:坂本ロビン
β:Talken,
Jackie
γ:稲垣大輔

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

6/17 金 1
Cycle 1, Week 8:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:坂本ロビン
β:Talken,
Jackie
γ:稲垣 大輔

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

6/24 金 1
Cycle 2, Week 1:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:Talken,
Jackie
β:稲垣大輔
γ:坂本ロビン

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook
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 2022年度　1年　講義予定表

実践英語Ⅰ（前期）

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

7/1 金 1
Cycle 2, Week 2:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:Talken,
Jackie
β:稲垣大輔
γ:坂本ロビン

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

7/8 金 1
Cycle 2, Week 3:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:Talken,
Jackie
β:稲垣大輔
γ:坂本ロビン

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook
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 2022年度　1年　講義予定表

実践英語Ⅰ（後期）

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

9/2 金 1
Cycle 2, Week 4:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:Talken,
Jackie
β:稲垣大輔
γ:坂本ロビン

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

9/9 金 1
Cycle 2, Week 5:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:Talken,
Jackie
β:稲垣大輔
γ:坂本ロビン

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

9/16 金 1
Cycle 2, Week 6:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:Talken,
Jackie
β:稲垣大輔
γ:坂本ロビン

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

9/30 金 1
Cycle 2, Week 7:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:Talken,
Jackie
β:稲垣大輔
γ:坂本ロビン

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

10/7 金 1
Cycle 2, Week 8:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:Talken,
Jackie
β:稲垣大輔
γ:坂本ロビン

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

10/14 金 1
Cycle 3, Week 1:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:稲垣大輔
β:坂本ロビン
γ:Talken,
Jackie

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

10/21 金 1
Cycle 3, Week 2:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:稲垣大輔
β:坂本ロビン
γ:Talken,
Jackie

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

10/28 金 1
Cycle 3, Week 3:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:稲垣大輔
β:坂本ロビン
γ:Talken,
Jackie

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

11/4 金 1
Cycle 3, Week 4:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:稲垣大輔
β:坂本ロビン
γ:Talken,
Jackie

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

11/18 金 1
Cycle 3, Week 5:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:稲垣大輔
β:坂本ロビン
γ:Talken,
Jackie

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook
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 2022年度　1年　講義予定表

実践英語Ⅰ（後期）

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

11/25 金 1
Cycle 3, Week 6:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:稲垣大輔
β:坂本ロビン
γ:Talken,
Jackie

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

12/9 金 1
Cycle 3, Week 7:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:稲垣大輔
β:坂本ロビン
γ:Talken,
Jackie

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook

12/16 金 1
Cycle 3, Week 8:
TOEFL ITP Level 1

Listening Comprehension; Structure
and Written Expression; Reading
Comprehension

α:稲垣大輔
β:坂本ロビン
γ:Talken,
Jackie

A Practical
Guide to the
TOEFL ITP
Test Textbook
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学 科 目：ドイツ語Ⅰ 

科目責任者：柴原純二 教授（教務部長） 

担当教員：講師 田中洋 

 

Ａ．教育の基本方針 

発音、文法を中心にドイツ語の基礎を習得します。練習問題を通じ

て文法知識をしっかり定着させていきます。また、例文をもとに発

音や会話練習も行ない、総合的に語学力を身につけていきます。 

 

Ｂ．到達目標 

ドイツ語の基礎を理解し、ドイツ語 4技能（聞く、話す、読む、書

く）を学び、運用能力を身につけること。ドイツ語技能検定試験 5

級合格程度の能力を身につけること。 

 

 

Ｃ．修得すべき能力 

１．参考書や辞書を活用してドイツ語の基礎を自力で説明できる。 

２．独和辞典をはじめとした様々な情報源を活用して、発音や語の

変化の確認したり、短い文章を作成するための必要な情報を収集す

ることができる。 

 

Ｄ．学習内容 

アルファベートや注意すべき発音からじっくり学んでいきます。文

法は仕組みを理解するだけでなく、反復練習を通して確実に定着さ

せていきます。ペアでの会話練習やディクテーションも取り入れま

す。欠席しないよう留意して積極的に参加して下さい。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

１．実習   なし 

２．課外授業 なし 

 

Ｆ．準備学習の内容 

シラバスを確認し、毎回教科書の指定ページについて目を通してお

いてください。［1時間程度］ 

 

Ｇ．復習学習の内容 

講義での学習内容を振り返り、授業外課題への取り組みを通じて復

習してください。［1時間程度］ 
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Ｈ．成績評価の方法・基準 

1.定期試験について 

前期・後期それぞれ 1回ずつ実施します。再試験は実施しません。 

前期試験の受験資格は前期の出席率で、後期試験の受験資格は後期

の出席率で判定します。 

2.小テストについて 

授業時間内に随時実施します。 

3.評価配分 

・平常点（出欠状況、授業での応答・発言など）：50％ 

・小テスト：20％ 

・定期試験：30％ 

4.試験に対するフィードバックの方法 

実施後に解説を行います。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

今井田亜弓・前田織江『Schritt für Schritt: neu bearbeitete 

Auflage（シュリット・フュア・シュリット［三訂版］たくさん練

習して学ぶドイツ語）』（三修社）2021年【ISBN: 978-4-384-12306-7 

C1084】 

２．参考書 A（学生の所持をすすめるもの） 

（R）アクセス独和辞典（三修社）、アポロン独和辞典（同学社）、

（R）プログレッシブ独和辞典（小学館）などの独和辞典

３．参考書 B（図書館等での利用をすすめるもの） 

（R）清野智昭『ドイツ語のしくみ』（白水社）2005年 

（A）宍戸里佳『英語と一緒に学ぶドイツ語』（ベレ出版）2012年 

（A）石田勇治ほか『ドイツ文化事典』（丸善出版）2020年 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

(A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【ドイツ語Ⅰ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/15 金 5
イントロダクショ
ン

ドイツ語およびドイツ語圏の紹介。通
年の授業計画、テスト、評価基準につ
いての説明をする。授業で用いるテキ
ストおよび辞書、参考資料や自習用ア
プリの紹介をする。

田中洋

4/22 金 5
アルファベートと
発音

アルファベートの読み方の説明と口頭
練習および単語の発音の原則と注意す
べき母音・子音の説明をする。

田中洋 ６〜９

5/6 金 5
ドイツ語の挨拶・
数詞

基本的な挨拶表現や数の数え方を、注
意すべき発音の復習を兼ねて練習す
る。

田中洋 １０〜１１

5/13 金 5 Lektion 1（１）

人称代名詞、不定詞と定動詞、現在人
称変化、定動詞の位置と語順を学ぶ。
Übungen 1の練習問題に取り組む。例
文や問題文を使用して発音練習も行な
う。

田中洋
１４〜１５
１８〜１９

5/20 金 5 Lektion 1（２）

sein動詞の現在人称変化、否定表現、
並列接続詞を学ぶ。Übungen 1の練習
問題に取り組む。例文や問題文を使用
して発音練習も行なう。

田中洋
１６〜１７
１９〜２０

5/27 金 5 Lektion 1（３）

Übungen 1の練習問題に取り組む。Hö
ren und Sprechenのページではディク
テーションとペアでの会話練習（初対
面での挨拶と会話）を行なう。

田中洋 ２０〜２１

6/10 金 5 Lektion 2（１）

名詞の性と冠詞、格変化（1格と4格）
を学ぶ。Übungen 2の練習問題に取り
組む。例文や問題文を使用して発音練
習も行なう。

田中洋
２２〜２３
２６〜２７

6/17 金 5 Lektion 2（２）

不定冠詞と定冠詞の格変化、habenを
学ぶ。Übungen 2の練習問題に取り組
む。例文や問題文を使用して発音練習
も行なう。

田中洋
２４〜２５
２７〜２８

6/24 金 5 Lektion 2（３）

Übungen 2の練習問題に取り組む。
Hören und Sprechenのページではディ
クテーションとペアでの会話練習（持
ち物について尋ねる）を行なう。

田中洋 ２９〜３１
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【ドイツ語Ⅰ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

7/1 金 5 前期試験
前期の内容の理解度を試験で確認す
る。

田中洋

7/8 金 5 前期のまとめ 前期試験の返却と解説をする。 田中洋

9/2 金 5
後期授業の説明と
復習

後期の進め方を確認し、前期の内容
（文法、発音）を復習する。

田中洋

9/9 金 5 Lektion 3（１）

格変化（2格と3格）、人称代名詞の格
変化を学ぶ。
Übungen 3の練習問題に取り組む。例
文や問題文を使用して発音練習も行な
う。

田中洋
３２〜３３
３６〜３７

9/16 金 5 Lektion 3（２）

非人称のesを用いた表現、3格・4格の
語順を学ぶ。Übungen 3の練習問題に
取り組む。例文や問題文を使用して発
音練習も行なう。

田中洋
３４〜３５
３７〜３８

10/7 金 5 Lektion 3（３）

Übungen 3の練習問題に取り組む。
Hören und Sprechenのページではディ
クテーションとペアでの会話練習（体
調について尋ねる）を行なう。

田中洋 ３８〜３９

10/14 金 5 Lektion 4（１）

不規則変化動詞の人称変化、注意が必
要な動詞（表現）を学ぶ。Übungen 4
の練習問題に取り組む。例文や問題文
を使用して発音練習も行なう。

田中洋
４０〜４１
４４〜４５

10/21 金 5 Lektion 4（２）

命令形、勧誘表現を学ぶ。
Übungen 4の練習問題に取り組む。例
文や問題文を使用して発音練習も行な
う。

田中洋
４２〜４３
４５〜４６

10/28 金 5 Lektion 4（３）

Übungen 4の練習問題に取り組む。Hö
ren und Sprechenのページではディク
テーションとペアでの会話練習（何を
注文するか）を行なう。

田中洋 ４６〜４９
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【ドイツ語Ⅰ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

11/4 金 5 後期前半のまとめ
Lektion3・4の内容を確認し、読解に
挑戦する。

田中洋

11/18 金 5 Lektion 5（１）

不定冠詞類、否定冠詞を学ぶ。
Übungen 5の練習問題に取り組む。例
文や問題文を使用して発音練習も行な
う。

田中洋
５０〜５１
５３〜５４

11/25 金 5 Lektion 5（２）
定冠詞類を学ぶ。Übungen 5の練習問
題に取り組む。例文や問題文を使用し
て発音練習も行なう。

田中洋
５２

５４〜５５

12/9 金 5 Lektion 5（３）

Übungen 5の練習問題に取り組む。
Hören und Sprechenのページではディ
クテーションとペアでの会話練習（家
族について尋ねる）を行なう。

田中洋 ５６〜５７

12/16 金 4 後期試験
後期の内容の理解度を試験で確認す
る。

田中洋

12/16 金 5 後期のまとめ 後期試験の解説をする。 田中洋
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学 科 目：フランス語Ⅰ 

科目責任者：柴原純二 教授（教務部長） 

担当教員：非常勤講師 竹下和亮 

 

Ａ．教育の基本方針 

発音に留意しつつ、文法の習得を目指します。さらに一般教養科目

としての役割もはたせるよう、フランスの社会や文化についての情

報も提供するつもりです。 

 

Ｂ．到達目標 

フランス語文法の確実な習得はもちろんですが、同時に「外国語を

学ぶこと」についての基本的な作法も身につけてもらいたいと考え

ています。フランス語に限らず、将来なんらかの外国語の習得に迫

られたときに独学できる能力を備えてもらうのが理想です。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

1. 初級文法書を一人で読み通すことができる。 

2. 様々な媒体を使い、基礎的な問題を解決することができる。 

 

Ｄ．学習内容 

練習問題をできる限り解くことで、基礎的な文法の知識を身につけ

てゆく授業です。文法はひとつひとつ丁寧に解説していきますから、

初心者の方もまったく心配はありません。また、フランス語圏の文

化と社会に関する基礎的な解説も行う予定です。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

１．実習   なし 

２．課外授業 なし 

 

Ｆ．準備学習の内容 

特に必要ありません。新しい外国語を習得する意欲をもって臨んで

ください。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

講義内容は、授業で使用した教科書以外の参考書や NHKのラジオ講

座やなど他の媒体で補完しつつ復習するのが望ましい。 
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Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．試験の方針 

定期試験のほかに、授業時間内に随時小テストを行う。 

２．試験の期日と実施方法 

二回実施する。再試験は実施しない。前期試験の受験資格は前期の

出席率で判断する。後期試験の受験資格は後期の出席率で判断する。 

３．評価方法 

４の判定基準に基づいて評価する。 

４．判定基準 

試験と小テストの成績、および出欠状況。 

【評価配分：試験（20％）、小テスト（20％）、出欠状況（60％）】 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

森本英夫、三野博司『増補改訂版 新・リュミエール』駿河台出

版社、2018年 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

（R）プログレッシブ仏和辞典（小学館）、ロワイヤル仏和中辞典（旺

文社）、スタンダード仏和辞典（大修館）などの仏和辞典。 

３．参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

（R）宮島喬『フランスを問う』 人文書院 

（R）小林善彦『フランス学入門』 白水社 

（R）クゥルツィウス『フランス文化論』 みすず書房 

（R）浅野素女『パリ二十区の素顔』 集英社 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

     (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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 2022年度　1年　講義予定表

【フランス語Ⅰ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/15 金 5
オリエンテーショ
ン I

フランス語はフランスでのみ話され
ているわけではない。世界各地に存
在するフランス語圏のを視野に入れ
つつ、現代のフランス語事情を概観
する。

竹下和亮 なし

4/22 金 5
オリエンテーショ
ン II

フランス語の歴史を簡単に紹介し、
英語との差異、日本に入ったフラン
ス語からの借用語を通じて、フラン
ス語の文字に触れる

竹下和亮 なし

5/6 金 5 アルファベ

フランス語は語末の子音字を読まな
いので、alphabetは「アルフェベッ
ト」ではなく「アルファベ」とな
る。まったくの初心者が無理なく学
習をすすめることができるよう、ア
ルファベ２６文字を一つ一つ丁寧に
発音していく。

竹下和亮 　p.1-4

5/13 金 5 あいさつ

フランス語で「こんにちは」は、も
ちろんBonjourである。だがそれが使
われる文脈が日本とフランスではた
いへん異なっている。こういう生き
た文脈の中で様々な挨拶表現を学び
たい。

竹下和亮 p.5-6

5/20 金 5 国籍、職業をいう

フランス語は英語と異なり、例えば
「私は日本人です」というときには
冠詞をつけてはならない。また男女
単複によって形容詞が変化する。こ
うした基本事項をおさえたうえで練
習をしていく。

竹下和亮 p.7-8

5/27 金 5 Leçon 1

フランス語の名詞には性と数が存在
する。第１課では性数の一致の概念
について講義し、形容詞のイントロ
ダクションをおこなう。

竹下和亮 p.9-10

6/10 金 5 注文する

レストランでの注文表現は固定的な
のでいくつかの文を覚えればすぐに
でも使うことができる。ここでは同
時に典型的なフランス料理のメ
ニューについても解説したい。

竹下和亮 p.10-11

6/17 金 5 Leçon 2

フランス語の動詞は人称代名詞に
よって変化する。これを動詞の活用
といい、他のヨーロッパ諸言語に共
通の特徴である （英語は三人称の単
数のときのみ活用がわかるように
なっており、３単現のSと呼ばれ
る）。ここではその基本的な形を学
習する。

竹下和亮 p.12-13

6/24 金 5
鉄道、地下鉄を利
用する

券売や改札は機械で行うので、鉄道
や地下鉄を利用するさいのフランス
語はレストランでのフランス語にも
まして限定的である。ただドアの開
け方をはじめ、実際の利用の仕方は
日本とかなり違うので、そのあたり
の説明も同時にしたい。

竹下和亮 p.14-15
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【フランス語Ⅰ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

7/1 金 5 Leçon 3

もっとも種類の多い第一郡規則活用
（-er動詞）の活用を学ぶ。さらに冠
詞の種類およびその理論的的考察を
おこなう。数詞も同時に習得する。

竹下和亮 p.15-16

7/8 金 5 値段を聞く

買い物で一番難しいのは、値段を聞
きとって、即座にそれに見合う紙幣
や硬貨を支払うことである。そこで
１０００や１００００などの高額の
数字を簡単に概観しておく。

竹下和亮 p.17-18

9/2 金 5 Leçon 4

-er動詞のなかでも特に注意を要する
活用を学ぶ。さらに名詞と形容詞の
複数形、性数の一致などとくにフラ
ンス語文法の基礎となる事項を学
ぶ。

竹下和亮 p.19-20

9/9 金 5 感嘆文
感嘆文は冒頭に感嘆詞となる副詞を
つけ、後は普通に文章をつなぐだけ
なのでたいへん容易である。

竹下和亮 p.20-21

9/16 金 5 Leçon 5

いくつかの主要な不規則動詞
（aller, venir, recevoir,
rendre）の直接法現在の活用を学
ぶ。さらに、数量表現、関係代名
詞、疑問形容詞も学ぶ。

竹下和亮 p.22-23

10/7 金 5 中間テスト
前期前半授業範囲より、総合的な問
題を出題する。

竹下和亮 　p.1-23

10/14 金 5 中間テスト解説

テストの解説に１コマをすべて使
い、丁寧に解説していく。またこれ
までの学習をもとに会話をおこな
う。

竹下和亮 　p.1-23

10/21 金 5 Leçon 6

引き続き動詞の直説法現在について
学びつつ、新たに形容詞と副詞の比
較級を学ぶ。数詞も100まで行く予定
である。

竹下和亮 　p.24-25

10/28 金 5 好き嫌いを伝える

好き嫌いを伝えるとき、大事なのは
いかに相手を反応を慮った話し方を
するかである。英語の場合は助動詞
を用いた緩和表現があるが、フラン
ス語では動詞の活用によって同じ効
果をえようとする。これを条件法と
いう。

竹下和亮 　p.26-27

11/4 金 5 Leçon 7
動詞の直説法現在の総まとめを行
う。さらに、人称代名詞と関係代名
詞の総まとめを行う。

竹下和亮 　p.28-29

11/18 金 5 意図を述べる

場の反応を見極めながら自分の意図
を述べる練習をする。このあたりか
ら、少しずつ相手との間合いの取り
方を習得していく。

竹下和亮 　p.30-31
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【フランス語Ⅰ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

11/25 金 5 Leçon 8
第二群規則動詞（finir型）の直説法
現在の活用を学ぶ。

竹下和亮 　p.32-33

12/9 金 5 チケットを取る

旅行などの行き先を告げて支払いを
行うのは簡単であるが、様々な割引
サービスを利用するには販売員との
様々なやり取りが必要である。その
際の定型表現を学ぶ。

竹下和亮 　p.34-35

12/16 金 4 期末テスト
後期授業範囲より、総合的な問題を
出題する。

竹下和亮 　p.24-35

12/16 金 5 期末テストの解説
テストの解説に1コマ全てを使い、丁
寧に解説していく。またこれまでの
文法知識をもとに会話を行う。

竹下和亮 　p.24-35
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学 科 目：中国語Ⅰ 

科目責任者：柴原 純二 教授（教務部長） 

担当教員：王瑩 

 

Ａ．教育の基本方針 

中国語の基礎・基本を確実に習得させること。発音や文法だけでは

なく、中国の社会、文化、中国人の考え方、生活習慣等についての

情報を提供し、中国を立体的に理解してもらう。 

 

Ｂ．到達目標 

中国語の発音、基本語彙及び基礎文法を習得すること。より実践的

なコミュニケーション能力を養い、使える中国語を身につけること。 

 

Ｃ．修得すべき能力 

1、中国語の発音の仕組みを理解し、正確に発音できる。 

2、初級の語彙、文法を習得し、短い文章を読み書き、聴いて理解で

きる。 

3、簡単な日常会話能力を身につけ、自分の意見を中国語で伝えら

れる。 

4、中国の現状や社会文化について、ある程度理解できる。 

5、中国語について興味を持ち、さらに高いレベルを目指し学習し

続けられること。 

 

Ｄ．学習内容 

授業は教科書に沿って中国語の発音、語彙、文法を身につける学習

を行う。「聞く・話す・読む・書く」の技能をバランスよくトレニ

ンーグする。プリントを使うこともある。 

 

Ｅ．実習・課外授業 

実習 なし 

課外授業 なし 

 

Ｆ．準備学習の内容 

各課の内容を予習する。 

 

Ｇ．復習学習の内容 

各課の問題ドリルを解き、学習したポイントを再確認する。毎日発

音練習を行うことで学習効果の向上が期待できる。 
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Ｈ．成績評価の方法・基準 

１．試験の方針 

中国語発音、語彙、文法、理解力を試す。 

２．試験の実施方法と受験資格 

出欠状況や学習態度を総合的に評価し、期末口頭試問又は筆記試験

を実施する。 

３．評価法 

4の判定基準に基づいて評価する 

４．判定基準 

平常点（出欠状況、学習態度）50％、期末試験 50％の割合によって

総合的に評価する。 

 

Ｉ．学習指導書 

１．教科書（学生が所持しなければならないもの） 

「チャレンジ！１年生の中国語」 最新版 朝日出版社 

２．参考書Ａ（学生の所持をすすめるもの） 

（A）「基礎から発展まで よくわかる中国語文法」 丸尾 誠 著 

（R）オンライン辞書「Weblio 中国語辞典」（中日日中辞書） 

（R）アプリ「中国語辞書 北辞郎」（中日辞書） 

（R）アプリ「汉语字典」（中国語辞典） 

３．参考書Ｂ（図書館等での利用をすすめるもの） 

（R）「中国語文法用例辞典」  東方書店 

※(R)：Remedial  … 教科書の理解を助けるような補習的なもの 

    (A)：Advanced … 教科書より進んだ学習のためのもの 
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【中国語Ⅰ】

月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書

4/15 金 5
オリエンテーショ
ン

授業の進め方、学習方法、評価方法、
評価基準などの説明。中国語の基本知
識を学習

王瑩 6

4/22 金 5 ピンインの学習①
ピンインの仕組み
声調、単母音、子音１の学習及び練習

王瑩 ６〜８

5/6 金 5 ピンインの学習②
前回の復習、ドリルの確認、
子音２、複合母音の学習及び練習

王瑩 ９〜11

5/13 金 5 ピンインの学習③
前回の復習、ドリルの確認
鼻母音（n,ngを伴う母音）、声調の変
化・ｒ化・軽声の学習及び練習

王瑩 11〜15

5/20 金 5 ピンインの学習④
ピンインの総復習、発音及びドリルの
確認

王瑩 ６〜15

5/27 金 5 第１課①

単語の説明、人称代詞、動詞“是”、
“吗”疑問文、省略疑問文“呢”、名
前の聞き方・言い方、基本的な挨拶な
どの学習及び練習

王瑩 17～18

6/10 金 5 第１課② 本文の会話練習、ドリルの確認 王瑩 19～22

6/17 金 5 第２課①
単語の説明、指示代詞、動詞述語文、
疑問詞疑問文、助詞“的”などの学習
及び練習

王瑩 23～24

6/24 金 5 第２課② 本文の会話練習、ドリルの確認 王瑩 25～28

7/1 金 5 第３課①

単語の説明、形容詞述語文、動詞
“有”、助動詞“想”と“要”、動詞
の重ね型、語気助詞“吧”などの学習
及び練習

王瑩 29～30

7/8 金 5 第３課② 本文の会話練習、ドリルの確認 王瑩 31～34

9/2 金 5 第４課①

単語の説明、場所指示代詞、存在を表
す動詞“有”と“在”、方向と位置を
表す方位詞、反復疑問文などの学習及
び練習

王瑩 35～36

9/9 金 5 第４課② 本文の会話練習、ドリルの確認 王瑩 37～40
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9/16 金 5 第５課①

単語の説明、数詞、量詞、数量を尋ね
る“几”と“多少”、完了を表す
“了”、二重目的語をとる動詞などの
学習及び練習

王瑩 41～42

10/7 金 5 第５課② 本文の会話練習、ドリルの確認 王瑩 43～46

10/14 金 5 第６課①
単語の説明、時間の表現、変化を表す
“了”、連動文、選択疑問文、前置詞
“给”などの学習及び練習

王瑩 47～48

10/21 金 5 第６課② 本文の会話練習、ドリルの確認 王瑩 49～52

10/28 金 5 第７課①
単語の説明、時刻の表現、疑問詞“怎
么”、前置詞“在”、動量補語などの
学習及び練習

王瑩 53～54

11/4 金 5 第７課② 本文の会話練習、ドリルの確認 王瑩 56～58

11/18 金 5 第８課①
単語の説明、人民元の言い方、動詞の
連体修飾、“～的时候～”、前置詞
“跟”などの学習及び練習

王瑩 59～60

11/25 金 5 第８課② 本文の会話練習、ドリルの確認 王瑩 61～64

12/9 金 5 第９課①
単語の説明、可能を表す助動詞、動作
の進行表現、「動＋目」構造の動詞
（句）、様態補語などの学習及び練習

王瑩 65〜66

12/16 金 4 第９課② 本文の会話練習、ドリルの確認 王瑩 67～70

12/16 金 5 期末試験 口頭試問及び筆記試験 王瑩 なし
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